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今月の軟膏：

ルーカス パパウ オイントメント

Perth International Arts Festival
パース国際芸術祭
２月 11 日から３月７日までパース市内各地で演奏会、アート、
ダンス、映画祭など、多彩なパフォーマンスやイベントが開催さ
れる。http://perthfestival.com.au
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　英語圏６カ国と香港の 325 都市を対象に

実施した住宅事情に関するレポートによる

と、パースはオーストラリアでは平均収入

に対する住宅相場が最も低い州都だが、世

界的に見た場合、住宅はかなり手の届かな

い買い物ということが分かった。

　調査会社デモグラフィアが１月 24 日に

発表したこのレポートは、その都市の平均

的な住宅を購入するのに、平均年収の何倍

が必要かを算出している。

　オーストラリア全体の平均は 6.1 倍で、

パースは 6.3 倍。パースは 1991 年に比べる

と倍の数字となっており、世界でもかなり

手の届かない部類にランクされている。

　シドニーは調査対象となった全都市の２

番目にランクされ 9.6 倍、メルボルンは９

倍で６番目となっている。ちなみにトップ

は香港で、住宅相場は年収の 11.4 倍という。

　この調査を担当した地理学者ジョエル・

コトキン氏は「手頃な価格で高品質の中流

向け住宅が買える国の典型ともいえたオー

ストラリアが、英語圏で最も住宅の入手が

困難な国になってしまったことは注目に値

する」と述べている。

AUSTRALIA NEWS

　バラードを得意とする兄・守也と、アジ

アのブギウギシーンを牽引（けんいん）す

る弟・圭土の斎藤兄弟が“キャトルマンス

タイル”で奏でる Les Frères（レ・フレール）

の音楽。

　2006 年の日本メジャーデビュー後は、韓

国、ヨーロッパにも活動範囲を広げ、成功

を収めている彼らがこの３月、オーストラ

リア５大都市ツアーを行う。

　キャトルマンとは「４本の手＝連弾」を

Les Frères のパース公演が実現
バラードとブギが奏でる自由空間

　日本航空とカンタス航空は昨年 12 月 20

日、カンタス航空が週３便で運航する成

田—パース線でのコードシェア（共同運

航）を開始した。両社は現在、カンタス

航空が運航する便で、シンガポールとブ

JAL とカンタス、成田—パース線で
コードシェア提携

依然として手が届かないパースの家

西豪州　百日咳ワクチンを無料接種

カラーの新品種発見　においは焦げた電線

テニスのトップ選手が慈善試合
豪州の洪水被害支援で

原料炭価格の高騰懸念　豪洪水で鉄連会長 

　西オーストラリア州では現在、乳幼児を

持つ親を対象に、無料で百日咳（ぜき）ワ

クチンの接種を行っている。キム・ホーム

ズ州政府保健相は１月 18 日、「ぜひこの機

会に、抵抗力が弱い乳幼児に百日咳が感染

するのを防いでほしい」と語っている。

　オーストラリアでは、乳幼児の百日咳の

約半数が家族、主に親から感染する。親は

感染しても子供に比べ症状が軽く、気づか

ないことが多いという。また西オーストラ

リア州は、他州に比べ患者数は少ないもの

の、感染率は上昇傾向にある。

　百日咳は、英語では whooping cough また

は pertussis と呼ばれる急性の呼吸器感染症

　キングスパーク・ボタニックガーデンの

研究者マシュー・バレット氏が、アラムリ

リー（カラーの一種 ) の新品種を西オース

トラリア州最北部の町カナナラの近郊で発

見したことが１月 20 日、明らかになった。

　花の高さ７cm というその小ささから

「ナノアラム」という仮称が付けられたこ

の植物は、焼け焦げた電線のようなにお

いを発するという。アラムリリーは通常、

腐った肉や糞（ふん）のような形やにお

【メルボルン 1 月 16 日共同】

　テニスの全豪オープン開幕を翌日に控え

た 16 日、メルボルンで男子のラファエル・

ナダル（スペイン）、ロジャー・フェデラー

（スイス）、女子のキャロライン・ウォズニ

アッキ（デンマーク）ら 14 人がオーストラ

リア北東部クイーンズランド州の洪水の被

災者支援を目的とした慈善試合を行った。

【１月 26 日共同】

　日本鉄鋼連盟の林田英治会長（ＪＦＥス

チール社長）は 26 日の記者会見で、製鉄

用の石炭（原料炭）の主要産地であるオー

ストラリア北東部で発生した洪水について

「影響は非常に大きい。コストや価格の問

題になる」と述べ、原料炭の価格高騰に懸

念を表明した。

　林田会長は、復旧の動きが見られること

や、ほかの産地からの原料炭調達で「ＪＦ

で、会話、くしゃみ、咳などで人から人へ

飛沫（ひまつ）感染する。乳児がかかると

肺炎や発作を起こし、時には永続的な障害

が残ったり、死亡することもある。

　西オーストラリア州では数年置きに流行

し、今年は前回流行した 2004 年以来初め

て患者数が増えているという。家族でなく

ても乳幼児に接する機会のある人は、気づ

かないうちに感染させてしまう可能性もあ

り注意が必要だ。

　無料の予防接種は、今年６月 30 日まで

産婦人科病院あるいは地域の保健予防接種

センターで受けられる。

www.public.health.wa.gov.au

いでフンコロガシのような花粉を運ぶ虫

を引きつける。

　バレット氏は「今回発見した品種は、花

の色も濃い赤ではなく緑色をしており、

ショートした電線に極めて近いにおいを発

する点がユニークだ。この発見は、西オー

ストラリア州北部にまだたくさんの未知の

植物があることを物語っている。大きな町

に近い場所で新品種を発見できたことも驚

き」と述べている。

　入場料は 20 豪ドル（約 1600 円）だっ

たが約１万５千人収容のセンターコート

は満員。義援金も集められ、大会本部に

よると午後６時現在で 180 万豪ドル（約

１億５千万円）に達した。

　クイーンズランド州出身の女子選手、サ

マンサ・ストーサーが代表して「テニス界

の気持ちを示せた」と感謝した。

Ｅは３月までの操業に支障はない」と説明

した。ただ同時に「価格が今後も強含みで

あることは間違いない」と厳しい見方も示

した。

　鋼材価格への転嫁については「１〜３月

に（洪水の影響に伴う）追加の是正をお願

いするのは契約の世界では難しい」と指摘。

洪水による原料炭の価格高が続く場合、Ｊ

ＦＥとしては４月以降の鋼材価格に上積み

を求める考えを示唆した。

【Les Frères パース公演概要】

３月 12 日（土）開演：8:00pm（開場：7:30pm）

会場：	 The Astor Theatre

	 Corner of Beaufort and Walcott Streets, 	

	 Mount Lawley

	 www.liveattheastor.com.au

料金：	 Ａ席：一般　$35 / コンセッション 	

	 $30 / 団体（10 名以上） $28

	 Ｂ席：一般　$25 / コンセッション 	

	 $20 / 団体（10 名以上） $18　

チケット購入：最寄の BOCS チケット販売

所もしくは下記の電話・オンラインにて（ク

レジットカード可）

	 TEL:(08) 9484-1133

	 （BOCS Ticketing：月〜土 9am 〜 8pm）

	 オンライン：www.bocsticketing.com.au　

意味するフランス語で、１台のピアノを２

人で自在に操るレ・フレール独自の奏法を、

彼らはキャトルマンスタイルと名づけた。

　パース公演は３月 12 日。二人が「ピア

ノ自身が歌って、踊っている」と表現する

オリジナルサウンドのステージに、心を躍

らせてみてはいかがだろう。

　なお、このツアーは国際交流基金の国際

交流事業の一環として実施され、パース公演

は在パース日本国総領事館との共催となる。

問い合わせ先

在パース日本国総領事館　広報文化班

TEL:(08) 9480-1800 または info@jpnwa.com

【Les Frères プロフィール】

斎藤守也（さいとう・もりや）　1973 年生

まれ。12 歳でピアノを始める。15 歳のとき、

ルクセンブルク国立音楽学校に留学する。

独特の編曲センスが舞台音楽などのさまざ

まなジャンルで注目を集めている。

斎藤圭土（さいとう・けいと）　1978 年生

まれ。６歳でピアノを始め、15 歳で兄と同

じルクセンブルク国立音楽学校に留学。次

世代を担うブギウギ・ピアニストとして国

内外から注目を集めている。

リスベン、メルボルン、アデレード、パー

スを結ぶ４路線でコードシェアを行って

いる。

　成田—パース線の便名、発着時間は以

下の通り。

便名 区間 出発 到着 運航曜日

QF080 ／ JL7087 成田―パース 20:35 6:00（翌日） 月・水・土

QF079 ／ JL7086 パース―成田 21:50 8:40（翌日） 火・金・日
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【
シ
ド
ニ
ー
１
月
11
日
共
同
】

　
資
源
・
農
業
大
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
北
東
部
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

州
で
昨
年
末
以
降
、
洪
水
被
害
が
収

ま
ら
ず
、
国
内
外
経
済
の
不
安
要
因

と
な
っ
て
き
た
。
農
地
や
炭
鉱
の
浸

水
な
ど
を
受
け
て
、
州
首
脳
は
11

日
ま
で
に
被
害
額
を
「
50
億
豪
ド

ル
（
約
４
千
億
円
）
以
上
」
と
予
測
。

同
国
は
世
界
有
数
の
石
炭
輸
出
国

で
、
原
料
炭
が
３
割
以
上
値
上
が
り

す
る
と
の
見
方
も
あ
り
、
多
く
を
輸

入
す
る
日
本
に
も
影
響
が
及
び
そ

う
だ
。

　
同
州
で
は
昨
年
11
月
か
ら
記
録

的
な
大
雨
が
続
い
て
一
部
の
川
の

水
位
が
大
幅
に
上
が
り
、
住
宅
地
の

浸
水
な
ど
で
20
万
人
以
上
が
被
災
。

災
害
当
局
に
よ
る
と
、
犠
牲
者
も
多

く
出
た
。
道
路
や
鉄
道
、
港
も
被
害

を
受
け
、
主
要
産
業
の
農
作
物
や
石

炭
の
輸
送
が
滞
っ
て
い
る
。

　
州
当
局
や
豪
主
要
紙
に
よ
る

と
、
同
州
は
鉄
鋼
生
産
に
必
要
な

原
料
炭
の
世
界
需
要
の
半
分
を
担

っ
て
い
る
。
し
か
し
州
内
の
炭
鉱

の
７
割
以
上
が
浸
水
な
ど
で
操
業

の
中
断
や
縮
小
を
強
い
ら
れ
、
港

【
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
１
月
13
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
北
東
部
ク
イ

ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
で
続
い
て
い
る

洪
水
で
、
周
辺
を
含
め
て
企
業

駐
在
員
や
永
住
者
ら
日
本
人
約

７
５
０
０
人
が
住
む
州
都
ブ
リ
ス

ベ
ー
ン
市
で
は
、
市
内
を
襲
っ
た

記
録
的
な
増
水
で
日
本
人
に
も
被

害
が
及
び
、
被
災
者
は
「
自
宅
の

屋
根
ま
で
増
水
し
て
驚
い
た
」
な

ど
と
語
っ
た
。

　
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
市
内
で
日
本
料

理
店
を
経
営
す
る
愛
知
県
出
身
の

久
保
田
修
広
さ
ん
は
自
宅
が
屋
根

ま
で
浸
水
、
12
日
ま
で
２
日
間
、

店
の
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

同
市
に
住
ん
で
約
20
年
と
い
う
が

「
こ
ん
な
災
害
は
初
め
て
だ
」
と
驚

い
て
い
た
。

　
12
日
朝
に
自
宅
の
床
に
水
が
入

り
込
ん
だ
た
め
、
友
人
宅
に
避
難

し
た
と
い
う
久
保
田
さ
ん
。
既

に
雨
も
や
ん
で
い
た
こ
と
か
ら

「
こ
れ
以
上
ひ
ど
く
な
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
」
と
考
え
、
家
具

や
洋
服
な
ど
は
そ
の
ま
ま
残
し

て
外
出
。
し
か
し
13
日
午
後
に

自
宅
を
見
に
行
く
と
、
３
メ
ー

【
シ
ド
ニ
ー
12
月
27
日
共
同
】

　
第
２
次
大
戦
中
に
日
本
軍
の
捕

虜
に
な
っ
た
と
う
そ
を
つ
き
、
恩
給

な
ど
を
不
正
に
受
給
し
た
と
し
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
裁
判
所
は
27

日
ま
で
に
、
同
国
の
戦
争
捕
虜
経

験
者
協
会
の
元
会
長
、
ア
ー
サ
ー
・

ク
レ
ー
ン
被
告
（
84
）
に
禁
錮
４
年

の
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

　
ク
レ
ー
ン
被
告
は
実
際
に
は
軍
に

所
属
し
た
こ
と
が
な
い
の
に
、
捕

虜
と
し
て
日
本
軍
が
タ
イ—

ビ
ル

マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
間
に
敷
い
た

泰
緬
鉄
道
の
建
設
に
従
事
さ
せ
ら
れ

た
な
ど
と
う
そ
を
つ
き
、
１
９
８
８

年
か
ら
昨
年
に
か
け
て
恩
給
な
ど
を

不
正
に
請
求
。
裁
判
所
は
、
総
額
約

41
万
豪
ド
ル
（
約
３
４
０
０
万
円
）

の
返
還
を
命
じ
た
。

　
戦
争
捕
虜
経
験
を
持
つ
知
人
と

の
交
友
関
係
を
深
め
た
い
と
思
っ

た
こ
と
な
ど
が
動
機
。「
15
歳
の
時
、

日
本
軍
に
対
抗
す
る
ゲ
リ
ラ
部
隊

に
所
属
し
て
い
た
」
な
ど
と
経
歴
を

で
っ
ち
上
げ
る
一
方
、
う
そ
を
裏
付

け
る
た
め
の
勉
強
も
怠
ら
な
か
っ

た
と
い
う
。

　
し
か
し
、
ク
レ
ー
ン
被
告
の
講
演

を
聞
い
た
軍
事
史
の
専
門
家
が
昨

年
、
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
点
を
見

つ
け
て
う
そ
が
発
覚
し
た
。

か
ら
の
積
み
出
し
に
も
支
障
が
出

て
い
る
。

　
石
炭
輸
出
の
中
止
や
延
期
に
よ

る
損
失
が
１
日
当
た
り
１
億
豪
ド

ル
に
上
る
一
方
、
原
料
炭
の
１
ト
ン

当
た
り
の
ス
ポ
ッ
ト
（
当
用
買
い
）

価
格
が
昨
年
12
月
上
旬
の
２
２
５

米
ド
ル
（
約
１
万
８
千
円
）
か
ら
少

な
く
と
も
３
０
０
米
ド
ル
ま
で
上

昇
す
る
と
の
試
算
も
あ
る
。

　
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ア
ボ
カ
ド
、
ト
マ

ト
な
ど
国
全
体
の
農
業
生
産
の
２

割
以
上
を
占
め
る
州
内
の
農
作
物

へ
の
被
害
も
深
刻
。
す
で
に
収
穫

が
進
ん
で
い
た
小
麦
な
ど
へ
の
打

撃
は
限
定
的
と
の
見
方
も
あ
る
が
、

野
菜
や
果
物
の
価
格
高
騰
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

【
12
月
28
日
共
同
】

　
第
一
生
命
保
険
は
28
日
、
傘
下
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
中
堅
生
保
の
タ

ワ
ー
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
グ
ル
ー

プ
を
、
来
年
５
月
を
め
ど
に
完
全
子

会
社
化
す
る
と
正
式
に
発
表
し
た
。

第
一
生
命
は
タ
ワ
ー
社
の
発
行
済

み
株
式
総
数
の
28
・
96
％
を
保
有
し

て
お
り
、
残
り
の
株
式
を
約
12
億
豪

ド
ル
（
約
９
９
６
億
円
）
で
追
加
取

得
す
る
。
国
内
生
保
に
よ
る
海
外
生

保
の
買
収
で
は
過
去
最
大
規
模
に

な
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
死
亡
保
険

な
ど
の
保
障
性
保
険
市
場
で
毎
年

10
％
前
後
の
成
長
が
見
込
ま
れ
る
。

第
一
生
命
は
保
障
性
保
険
に
強
み

を
持
つ
タ
ワ
ー
社
を
完
全
子
会
社

化
す
る
こ
と
で
、
利
益
の
拡
大
を
目

指
す
。

　
株
式
の
取
得
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
一
般
的
な
買
収
手
法
で
あ
る

「
ス
キ
ー
ム
・
オ
ブ
・
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
」
を
活
用
。
日
豪
の
監
督
当
局

の
認
可
を
前
提
に
、
タ
ワ
ー
社
の
株

主
総
会
で
の
75
％
以
上
の
賛
成
と
裁

判
所
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
条
件
と

な
る
。

　
タ
ワ
ー
社
は
１
９
８
７
年
設
立

で
、
２
０
１
０
年
９
月
期
の
純
利
益

は
約
73
億
円
。

ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
が
あ
る
屋
根

ま
で
水
位
が
一
時
上
が
っ
た
形

跡
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
市
内
で
診
療
所
を
開
業
す
る
兵

庫
県
出
身
の
医
師
岡
田
隆
幸
さ
ん

は
「
診
療
所
は
高
台
に
あ
る
の
で

被
害
は
な
い
と
思
う
が
、
州
当
局

の
警
戒
要
請
を
受
け
て
２
日
前
か

ら
休
診
し
て
い
る
」
と
話
す
。「
水

位
も
引
き
つ
つ
あ
る
よ
う
な
の
で
、

明
日
か
ら
再
開
で
き
れ
ば
い
い
の

だ
が
」
と
心
配
し
て
い
た
。

　
在
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
の
日
本
総
領

事
館
も
、
入
居
す
る
ビ
ル
が
閉
鎖

さ
れ
た
た
め
、
12
日
以
降
は
閉
館
。

総
領
事
公
邸
に
洪
水
対
策
本
部
を

設
置
、
在
留
邦
人
の
死
傷
者
情
報

は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

【
シ
ド
ニ
ー
１
月
22
日
共
同
】

　
目
立
た
な
い
色
の
水
着
を
選
べ

ば
サ
メ
に
襲
わ
れ
に
く
い
？
　
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
が
22
日
ま

で
に
、
近
海
に
生
息
す
る
サ
メ
を
対

象
に
目
の
構
造
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

色
を
識
別
す
る
能
力
が
な
い
と
み

ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
発
表

し
た
。

　
調
査
に
当
た
っ
た
西
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
大
の
研
究
チ
ー
ム
は
「
サ

メ
は
色
自
体
で
な
く
、
背
景
と
の
対

比
に
よ
っ
て
対
象
物
を
認
識
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
。
水
着

や
遊
具
の
色
を
海
水
の
色
に
似
せ
た

り
、
黄
色
な
ど
の
目
立
つ
色
を
避
け

た
り
す
る
こ
と
で
、
サ
メ
の
襲
撃
を

防
ぐ
の
に
役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
と

強
調
し
て
い
る
。

　
同
大
な
ど
に
よ
る
と
、
メ
ジ
ロ
ザ

メ
の
一
種
な
ど
複
数
種
を
対
象
に
、

特
殊
な
装
置
を
使
っ
て
目
の
中
を
調

査
。
サ
メ
の
網
膜
に
は
、
光
を
認
識

す
る
錐
体
が
１
種
類
し
か
な
い
こ

と
が
判
明
し
た
。
こ
の
た
め
、
サ
メ

は
白
黒
映
像
を
見
て
い
る
よ
う
な

状
態
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ち
な
み
に
人
間
に
は
錐
体
が
３

種
類
あ
り
、
赤
、
青
、
緑
の
光
に
そ

れ
ぞ
れ
が
反
応
す
る
こ
と
で
色
の

識
別
が
可
能
と
い
う
。

　
研
究
チ
ー
ム
は
、
サ
ー
フ
ァ
ー
な

ど
に
対
す
る
サ
メ
の
襲
撃
防
止
の

ほ
か
、
は
え
縄
な
ど
の
漁
具
の
色
を

工
夫
す
る
こ
と
で
、
サ
メ
の
混
獲
防

止
に
も
役
立
つ
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
い
る
。

豪
洪
水
�
日
本
経
済
に
影
響
も

　
　
　
原
料
炭
価
格
３
割
上
昇
か

﹁
自
宅
屋
根
ま
で
増
水
﹂

　
　
　
豪
洪
水
�
日
本
人
も
被
災

サ
メ
襲
撃
対
策
は
地
味
な
色
？

背
景
と
対
比
で
認
識
と
豪
研
究

【
ド
ー
ハ
１
月
５
日
共
同
】

　
ア
ジ
ア
・
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
Ａ
Ｆ

Ｃ
）
は
５
日
、
カ
タ
ー
ル
の
ド
ー

ハ
で
理
事
会
を
開
き
、
２
０
１
５

年
の
次
回
ア
ジ
ア
・
カ
ッ
プ
を
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
す
る
こ
と

を
正
式
に
決
め
た
。
同
大
会
の
開

催
に
立
候
補
し
た
の
は
、
同
国
だ

け
だ
っ
た
。

　
理
事
会
に
出
席
し
た
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
の
小
倉
純
二
会
長
に
よ

る
と
、
開
催
時
期
は
未
定
だ
と
い
う

が
、
今
回
の
カ
タ
ー
ル
大
会
と
同
じ

く
１
月
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
濃
厚

と
い
う
。

　
ま
た
、
６
日
の
Ａ
Ｆ
Ｃ
総
会
で
行

わ
れ
る
Ａ
Ｆ
Ｃ
選
出
の
国
際
サ
ッ

カ
ー
連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
）
理
事
選
挙

が
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
か
ら
資
格
停
止
処
分

を
受
け
て
い
る
ブ
ル
ネ
イ
を
除
く

45
協
会
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。

次
回
ア
ジ
ア
杯
は
豪
州
で

　
　
　
　
　
１
月
開
催
が
濃
厚 

【
シ
ド
ニ
ー
１
月
22
日
共
同
】

　
22
日
付
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
紙
、

シ
ド
ニ
ー
・
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ヘ
ラ
ル

ド
は
、
日
本
の
調
査
捕
鯨
を
め
ぐ
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
が
日
本
政
府

か
ら
の
「
外
交
圧
力
」
を
受
け
、
反

捕
鯨
団
体
「
シ
ー
・
シ
ェ
パ
ー
ド
」

の
船
の
同
国
へ
の
寄
港
禁
止
を
一
時

検
討
し
て
い
た
と
伝
え
た
。

　
同
紙
は
、
情
報
公
開
請
求
で
開

示
さ
れ
た
豪
外
務
貿
易
省
の
資
料

な
ど
を
基
に
報
道
。
豪
政
府
は

２
０
０
９
〜
10
年
、
同
団
体
に
対
し

て
船
の
寄
港
禁
止
な
ど
の
措
置
を

検
討
し
た
が
、
法
的
根
拠
が
見
つ
か

ら
ず
、
見
送
っ
た
と
い
う
。

　
同
省
は
一
方
、
海
上
で
の
不
法
行

為
に
対
す
る
容
疑
者
の
訴
追
な
ど

を
定
め
た
海
洋
航
行
不
法
行
為
防

止
条
約
に
基
づ
き
、
同
団
体
を
捜
査

す
る
よ
う
警
察
当
局
に
要
求
。
捜
査

は
現
在
も
続
い
て
い
る
と
い
う
。

　
日
本
側
は
、
南
極
海
で
昨
年
１
月

に
日
本
の
調
査
捕
鯨
船
団
と
同
団

体
の
船
が
衝
突
し
た
後
、
豪
政
府
へ

の
働
き
掛
け
を
強
化
。
豪
政
府
は
こ

れ
を
受
け
、
衝
突
に
よ
り
、
日
本
側

を
含
む
双
方
の
乗
組
員
が
同
条
約

に
基
づ
く
不
法
行
為
の
容
疑
者
に

な
り
う
る
と
解
釈
し
た
と
い
う
。

　
今
回
開
示
さ
れ
た
資
料
と
の
関

係
は
不
明
だ
が
、
豪
連
邦
警
察
は

昨
年
３
月
、
同
国
に
戻
っ
た
シ
ー
・

シ
ェ
パ
ー
ド
の
船
を
捜
索
し
た
。

反
捕
鯨
船
の
寄
港
禁
止
を
検
討

豪
﹁
日
本
の
圧
力
﹂
と
地
元
紙

豪
生
保
を
完
全
子
会
社
化

第
一
生
命
�
来
年
５
月
に 

﹁
日
本
軍
の
捕
虜
﹂
と
う
そ

豪
�
恩
給
詐
取
で
禁
錮
４
年
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【
北
京
１
月
20
日
共
同
】

　
中
国
国
家
統
計
局
は
20
日
、

２
０
１
０
年
通
年
の
実
質
国
内
総

生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
速
報
値
）
が
前
年

比
10
・
３
％
増
と
、
３
年
ぶ
り
に
２

桁
成
長
に
復
帰
し
た
と
発
表
し
た
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
名
目
値
は
10
年
４
〜
６

月
期
以
降
、
四
半
期
ベ
ー
ス
で
中
国

が
日
本
を
上
回
っ
て
お
り
、
中
国
が

日
本
を
抜
き
、
米
国
に
次
ぐ
世
界
第

２
位
の
経
済
大
国
に
躍
り
出
る
の

は
確
実
。
日
本
は
１
９
６
８
年
以
来

維
持
し
て
き
た
世
界
２
位
の
座
か

ら
42
年
ぶ
り
に
転
落
す
る
。

　
中
国
は
、
08
年
秋
に
深
刻
化
し
た

金
融
危
機
後
に
打
ち
出
し
た
大
規

模
な
財
政
出
動
な
ど
が
奏
功
し
た
。

景
気
低
迷
が
続
く
日
米
欧
と
は
対

照
的
に
、
中
国
経
済
の
好
調
ぶ
り
が

は
っ
き
り
し
た
。

　

10

年

の

名

目

Ｇ

Ｄ

Ｐ

は

39
兆
７
９
８
３
億
元
（
約
５
０
０
兆

円
）。
国
際
比
較
に
使
わ
れ
る
ド
ル

換
算
で
、
中
国
が
日
本
を
上
回
っ
た

も
よ
う
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
額
に
つ
い
て
中

国
は
名
目
値
の
み
公
表
し
て
い
る
。

　
中
国
は
11
年
も
９
〜
10
％
の
成

長
が
予
測
さ
れ
、
日
中
の
差
は
拡
大

す
る
見
込
み
。
日
本
の
10
年
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
２
月
半
ば
に
公
表
さ
れ
る
。

　
10
年
は
公
共
事
業
や
不
動
産
開

発
な
ど
固
定
資
産
投
資
が
前
年
比

23
・
８
％
増
、
個
人
消
費
の
指
標

と
な
る
小
売
総
額
は
18
・
４
％
増
。

輸
出
は
31
・
３
％
増
え
た
。

　
中
国
は
金
融
危
機
後
、
大
規
模
な

財
政
出
動
の
ほ
か
金
融
緩
和
で
景

気
回
復
を
果
た
し
、
10
年
上
半
期

（
１
〜
６
月
）
に
は
２
桁
成
長
を
記

録
。
一
方
で
、
不
動
産
価
格
の
高
騰

な
ど
イ
ン
フ
レ
懸
念
が
増
大
し
て

い
る
。

【
１
月
17
日
共
同
】

　
南
米
ペ
ル
ー
沖
で
海
面
水
温
が

下
が
り
異
常
気
象
の
原
因
と
な
る

「
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
」
が
昨
年
来
、

猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
。
西
日
本

を
中
心
と
し
た
大
雪
の
ほ
か
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
豪
雨
や
イ
ン
ド
の

低
温
、
昨
年
は
ロ
シ
ア
や
日
本
の
記

録
的
猛
暑
に
影
響
し
た
可
能
性
が

あ
る
。

　
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
は
、
ペ
ル
ー
沖
で

海
水
温
が
上
が
る
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

現
象
よ
り
気
候
に
与
え
る
影
響
は

小
さ
い
と
い
う
の
が
通
説
だ
が
、

気
象
庁
は
「
地
球
温
暖
化
に
伴
う

長
期
的
な
気
温
上
昇
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
の
効

果
を
強
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
」

と
し
て
い
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
部
は
昨
年

末
か
ら
、
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
ク
イ
ー
ン
ズ

ラ
ン
ド
州
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
で
は
昨

年
12
月
23
〜
25
日
の
３
日
間
で
約

１
８
０
ミ
リ
の
雨
が
降
り
、
12
月
の

月
間
雨
量
平
年
値
１
６
７
・
９
ミ
リ

を
上
回
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
気

象
局
に
よ
る
と
、
２
０
１
０
年
の
同

国
の
降
水
量
は
１
９
０
０
年
の
統

計
開
始
以
降
３
番
目
の
多
さ
で
「
ラ

ニ
ー
ニ
ャ
が
原
因
」
と
し
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
西
部
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン

の
低
温
に
も
影
響
し
た
可
能
性
が

あ
り
、
イ
ン
ド
で
は
寒
波
に
よ
る

死
者
が
路
上
生
活
者
を
中
心
に
約

１
０
０
人
に
上
っ
た
と
報
じ
ら
れ

た
。
西
日
本
な
ど
の
大
雪
も
ラ
ニ
ー

ニ
ャ
で
偏
西
風
が
蛇
行
、
寒
気
が
南

下
し
や
す
か
っ
た
た
め
と
み
ら
れ

て
い
る
。

　
昨
年
、
モ
ス
ク
ワ
で
８
月
に
最
高

気
温
37
度
（
平
年
約
22
度
）
を
記
録

す
る
な
ど
ロ
シ
ア
西
部
は
異
常
高

温
に
見
舞
わ
れ
、
日
本
も
記
録
的
猛

暑
と
残
暑
だ
っ
た
。
昨
年
春
に
発
生

し
た
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
と
、
そ
の
直
前
ま

で
続
い
た
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の
相
乗

効
果
と
み
ら
れ
る
。

　
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
は
①
太
平
洋
赤
道

海
域
を
吹
く
東
風
（
貿
易
風
）
が
強

ま
り
暖
か
い
海
水
を
西
に
吹
き
寄

せ
る
②
南
米
ペ
ル
ー
沖
で
冷
た
い

海
水
が
湧
き
上
が
る—

が
主
要
因
。

熱
帯
の
温
水
域
が
変
化
し
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
近
海
の
大
気
の
対
流
活

動
を
活
発
化
さ
せ
る
。
ラ
ニ
ー
ニ
ャ

発
生
は
記
録
の
残
る
１
９
４
９
年

以
降
、
今
回
が
14
回
目
で
、
規
模
、

継
続
期
間
と
も
特
異
で
は
な
い
と

い
う
。

【
ラ
ス
ベ
ガ
ス
１
月
６
日
共
同
】

　
世
界
の
情
報
家
電
メ
ー
カ
ー
各

社
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
と
呼
ば
れ
る

多
機
能
端
末
の
市
場
に
相
次
い
で

参
入
し
て
い
る
。
米
ア
ッ
プ
ル
が
昨

年
発
売
し
た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
（
ア
イ
パ

ッ
ド
）
の
人
気
で
市
場
は
急
拡
大
。

米
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
６
〜
９
日
に
開

か
れ
る
国
際
家
電
見
本
市
コ
ン
シ

ュ
ー
マ
ー
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・

シ
ョ
ー
（
Ｃ
Ｅ
Ｓ
）
で
は
「
１
０
０

種
類
以
上
が
出
そ
ろ
う
」（
米
家
電

協
会
）
見
通
し
だ
。
普
及
が
進
む
一

方
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
中
心
に
競
争
は
激

し
さ
を
増
し
そ
う
だ
。

　
▽
市
場
拡
大

　「
テ
レ
ビ
と
同
様
の
機
能
を
簡
単

に
利
用
で
き
る
」。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

米
国
販
売
子
会
社
の
北
島
嗣
郎
社

長
は
５
日
、
新
端
末
「
ビ
エ
ラ
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
」
の
特
徴
を
強
調
し
た
。

映
像
や
電
子
書
籍
の
配
信
を
受
け

る
だ
け
で
な
く
、
テ
レ
ビ
の
ス
ポ
ー

ツ
番
組
の
続
き
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

楽
し
め
る
な
ど
、
テ
レ
ビ
と
の
連
動

性
を
高
め
た
。

　
東
芝
は
基
本
ソ
フ
ト
（
Ｏ
Ｓ
）

に
米
グ
ー
グ
ル
の
「
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
」、
米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
「
ウ

ィ
ン
ド
ウ
ズ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
搭
載

し
た
端
末
を
投
入
、
日
本
で
は
年

内
に
発
売
す
る
。

　
国
内
勢
で
は
さ
ら
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が

７
型
の
画
面
が
二
つ
あ
る
端
末
を

発
表
、
富
士
通
は
カ
メ
ラ
付
き
の

端
末
を
今
春
に
世
界
で
展
開
。
ソ

ニ
ー
も
開
発
中
だ
。
日
本
の
電
機

大
手
は
「
タ
ッ
チ
画
面
な
ど
手
軽

な
操
作
性
で
、
新
た
な
顧
客
の
開

拓
が
期
待
で
き
る
」
と
意
気
込
ん

で
い
る
。
シ
ャ
ー
プ
は
多
機
能
端

WORLD NEWS

【
ド
バ
イ
１
月
13
日
共
同
】

　
世
界
的
な
経
済
危
機
で
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
中
断
す
る
な
ど
打

撃
を
受
け
た
、
中
東
の
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
ド
バ
イ
で

中
国
人
観
光
客
が
急
増
し
て
い
る
。

富
裕
層
が
中
心
と
さ
れ
、
超
高
級

ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
の
半
分
以
上
が

中
国
人
と
い
う
ケ
ー
ス
も
。
中
国

人
店
員
を
雇
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
も
登
場
し
、
砂
漠
の
摩
天
楼

の
都
市
で
中
国
の
存
在
感
が
増
し

て
い
る
。

　
２
０
１
０
年
１
月
に
完
成
し
た

世
界
一
の
高
層
ビ
ル
「
ブ
ル
ジ
ュ
・

ハ
リ
フ
ァ
」（
高
さ
８
２
８
メ
ー
ト

ル
）。
市
内
を
一
望
す
る
展
望
台
で

土
産
を
買
い
込
ん
だ
北
京
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
、
何
忠
宣
さ
ん
は
「
ド
バ

イ
は
全
部
が
新
し
く
て
面
白
い
ね
」

と
笑
っ
た
。
友
人
ら
と
５
日
間
の
旅

【
パ
リ
１
月
４
日
共
同
】

　
フ
ラ
ン
ス
上
院
は
１
月
下
旬
、
国

際
結
婚
が
破
綻
し
た
夫
婦
間
の
子

ど
も
の
扱
い
を
定
め
た
「
ハ
ー
グ
条

約
」
へ
の
加
盟
を
日
本
政
府
に
要
求

す
る
決
議
案
を
審
議
し
、
採
択
す
る

見
通
し
と
な
っ
た
。
決
議
案
を
策
定

し
た
リ
シ
ャ
ー
ル
・
ユ
ン
グ
議
員

（
社
会
党
）
が
４
日
ま
で
に
明
ら
か

に
し
た
。

　
同
様
の
決
議
は
２
０
１
０
年
９

月
に
米
下
院
が
採
択
し
て

お
り
、
日
本
政
府
は
同
条

約
批
准
の
方
針
を
固
め
て

い
る
。
た
だ
国
内
法
整
備

に
は
時
間
が
か
か
る
見
通

し
で
、
仏
上
院
の
新
た
な

決
議
は
、
政
府
に
手
続
き

の
迅
速
化
を
迫
る
圧
力
と

な
り
そ
う
だ
。

　
ユ
ン
グ
議
員
に
よ
る

と
、
日
仏
の
夫
婦
が
破
綻

し
て
子
ど
も
が
日
本
に
連

れ
去
ら
れ
た
場
合
、
養
育

や
接
見
に
関
す
る
ル
ー
ル

が
な
い
た
め
、
フ
ラ
ン
ス

側
の
親
が
子
ど
も
に
会
え

な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
こ
れ

ま
で
に
１
０
０
例
以
上
あ

っ
た
。
10
年
に
は
子
ど
も

に
会
え
な
い
こ
と
に
絶
望

し
、
東
京
で
語
学
教
師
を

し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
男
性
ら
２

人
が
自
殺
し
た
と
い
う
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
与
野
党
が
合
同
で

準
備
し
た
決
議
案
は
「
日
本
に
は
、

離
婚
後
に
子
ど
も
の
親
権
を
分
か

ち
合
う
法
律
が
存
在
せ
ず
、
訪
問
の

権
利
が
制
限
さ
れ
る
」と
指
摘
。「
先

進
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
で
、
ハ
ー
グ
条

約
に
加
盟
し
て
い
な
い
の
は
日
本

だ
け
だ
」
と
し
て
条
約
加
盟
を
要
求

し
て
い
る
。

　
１
月
25
日
に
上
院
へ
提
出
さ
れ
、

早
け
れ
ば
同
日
中
に
採
択
の
見
通

し
。
ユ
ン
グ
議
員
は
「
夫
の
暴
力
か

ら
逃
れ
る
た
め
に
、
子
ど
も
を
連
れ

て
帰
国
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と

は
知
っ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
場
合

で
も
司
法
手
続
き
を
介
在
さ
せ
よ

う
と
い
う
こ
と
だ
」
と
述
べ
た
。

　
同
議
員
に
よ
る
と
、
ハ
ー
グ
条
約

に
は
欧
米
を
中
心
に
83
カ
国
が
加

盟
。
10
年
10
月
に
は
11
カ
国
の
駐

日
大
使
が
合
同
で
柳
田
稔
法
相
（
当

時
）
に
条
約
加
盟
を
要
請
し
た
。

末
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」
を
年
内
に
米

国
に
投
入
す
る
予
定
。

　
一
方
、
海
外
勢
は
米
モ
ト
ロ
ー
ラ

が
５
日
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
搭
載
の
機

種
を
公
表
。
中
国
の
レ
ノ
ボ
は
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
か
ら
画
面
部
分
を
取

り
外
す
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
な
る
端

末
を
発
表
し
た
。
韓
国
の
Ｌ
Ｇ
電
子

は
６
日
に
新
製
品
の
概
要
を
発
表

す
る
。

　
▽
競
争
激
化

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
携
帯
で

き
る
書
字
板
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
と

呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
。
画
面
の
大
き
さ
は
携
帯
電
話

と
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
中
間
程

度
。
ネ
ッ
ト
閲
覧
や
動
画
再
生
な

ど
の
機
能
を
備
え
る
上
、
多
数
の

応
用
ソ
フ
ト
も
あ
る
使
い
勝
手
の

良
さ
か
ら
、
両
者
の
隙
間
を
埋
め

る
形
で
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
が
市
場
を
開
拓

し
た
。

　
米
調
査
会
社
Ｉ
Ｄ
Ｃ
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
世
界
販
売
が

２
０
１
０
年
の
約
１
７
０
０
万
台

か
ら
、
11
年
に
４
４
０
０
万
台
以
上

に
増
加
し
、
14
年
に
は
１
億
１
千
万

台
を
超
え
る
と
予
測
す
る
。

　
Ｉ
Ｄ
Ｃ
の
ス
ー
ザ
ン
・
ケ
ボ
キ
ア

ン
氏
は
「
次
世
代
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
が
３
月

ま
で
に
出
る
と
み
ら
れ
、
各
社
が
競

争
に
勝
つ
に
は
機
能
や
価
格
面
で

の
特
徴
付
け
を
急
が
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」
と
指
摘
。
各
社
の
発
表
は

見
本
市
に
出
展
し
な
か
っ
た
ア
ッ

プ
ル
へ
の
対
抗
心
が
に
じ
ん
で
お

り
、
ア
ッ
プ
ル
は
陰
の
主
役
と
も
言

え
る
存
在
だ
。

行
と
い
う
。

　
地
元
紙
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
る
と
、

09
年
の
中
国
人
旅
行
者
は
約
15
万

人
で
前
年
比
１
・
５
倍
。
一
方
、
ド

バ
イ
政
府
観
光
局
に
よ
る
と
、
同
年

の
日
本
人
旅
行
者
は
約
５
万
６
千

人
で
ピ
ー
ク
時
の
07
年
か
ら
４
万

人
以
上
減
っ
た
。

　
通
常
、
最
も
安
い
部
屋
で
も
１

泊
10
万
円
以
上
で
、
五
つ
星
を
超

え
る
「
七
つ
星
」
と
称
さ
れ
る
ホ

テ
ル
「
ブ
ル
ジ
ュ
・
ア
ラ
ブ
」
で

は
「
宿
泊
客
の
55
％
が
中
国
人
客

だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
」
と
地
元
メ

デ
ィ
ア
の
記
者
。

　
シ
ャ
ネ
ル
な
ど
フ
ラ
ン
ス
の
約

70
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
で
つ
く
る
「
コ

ル
ベ
ー
ル
委
員
会
」
は
昨
年
秋
、
ド

バ
イ
の
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
で
展
示
会
を
開
催
し
た
。
同
委
員

会
の
デ
ポ
ル
ト
氏
は
フ
ラ
ン
ス
公

共
ラ
ジ
オ
に
「
わ
れ
わ
れ
の
主
要
顧

客
は
中
国
人
だ
」
と
語
っ
た
。

　
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
通
貨
デ
ィ
ル
ハ
ム
は

米
ド
ル
に
連
動
し
て
お
り
、
最
近

の
ド
ル
安
で
ド
バ
イ
観
光
は
外
国

人
旅
行
者
に
と
っ
て
割
安
感
が
出

て
い
る
。
加
え
て
ド
バ
イ
に
は
約

20
万
人
と
さ
れ
る
中
国
人
が
居
住
、

中
国
人
観
光
客
は
言
葉
な
ど
で
そ

れ
ほ
ど
不
自
由
し
な
い
こ
と
も
魅

力
だ
。

ド
バ
イ
摩
天
楼
に
中
国
人
急
増

　
　
　﹁
世
界
一
﹂
求
め
富
裕
層

ハ
ー
グ
条
約

加
盟
を
要
求

中
国
�
第
２
の
経
済
大
国
に

10
年
Ｇ
Ｄ
Ｐ
10
・
３
％
増

日
本
、
42
年
ぶ
り
転
落
へ

タ
ブ
レ
ッ
ト
普
及
が
本
格
化

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
対
抗
機
�
続
々
登
場

仏上院、対日決議を採択へ
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【
１
月
22
日
共
同
】

　
口
蹄
疫
が
昨
年
発
生
し
、
牛
や
豚

約
29
万
頭
が
殺
処
分
さ
れ
た
宮
崎

県
。
今
度
は
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
確
認
さ
れ
、
復
興
の
道
を

歩
き
始
め
た
ば
か
り
の
畜
産
王
国

に
22
日
、
シ
ョ
ッ
ク
が
広
が
っ
た
。

養
鶏
関
係
者
は
移
動
禁
止
措
置
に

た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
も
拡
大
防

止
に
気
を
引
き
締
め
、
観
光
業
界
か

ら
は
客
離
れ
を
心
配
す
る
声
が
上

が
っ
た
。

　
農
林
水
産
省
の
統
計
に
よ
る
と
、

宮
崎
県
は
２
０
０
９
年
の
肉
用
若

鶏
の
出
荷
数
と
、
鶏
卵
も
含
め
た

養
鶏
産
出
額
が
い
ず
れ
も
鹿
児
島

県
に
次
ぎ
全
国
２
位
。
地
鶏
を
使
っ

た
料
理
も
名
物
だ
。

　
発
生
農
場
か
ら
半
径
10
キ
ロ
圏

内
に
あ
る
児
湯
養
鶏
農
業
協
同
組

合
（
新
富
町
）
で
は
、
移
動
禁
止

措
置
に
よ
っ
て
卵
の
出
荷
が
止
ま

り
、
一
部
の
従
業
員
が
自
宅
待
機
に

な
っ
た
。
関
係
者
は
「
保
冷
庫
で
保

存
し
て
い
る
が
、
生
食
用
と
し
て
は

出
荷
で
き
な
い
。
一
日
も
早
く
禁
止

措
置
が
解
か
れ
な
い
と
大
変
な
こ

と
に
な
る
」
と
沈
痛
。

　
日
向
市
で
鶏
卵
を
出
荷
し
て
い

る
古
本
雅
裕
さ
ん
は
「
防
鳥
ネ
ッ
ト

や
消
毒
な
ど
の
防
疫
対
策
は
皆
が

意
識
し
て
い
る
と
思
う
。
発
生
農
場

に
ど
こ
か
ら
感
染
し
た
の
か
」
と
首

を
か
し
げ
る
。

　
07
年
に
自
社
農
場
で
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
同
市
内
の

会
社
の
役
員
は
「
防
鳥
ネ
ッ
ト
の

編
み
目
を
細
か
く
し
、
ふ
ん
も
頻

繁
に
処
理
し
て
清
潔
に
保
つ
よ
う

心
掛
け
て
き
た
。
野
鳥
の
侵
入

チ
ェ
ッ
ク
も
毎
日
や
っ
て
い
る
」

と
強
調
し
た
。

　
一
方
、
宮
崎
市
内
に
あ
る
ホ
テ

ル
の
フ
ロ
ン
ト
係
の
男
性
は
「
口

蹄
疫
で
は
過
去
最
悪
と
い
う
ぐ
ら

い
客
が
減
っ
た
。
最
近
は
観
光
客

も
戻
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
風
評
被

害
が
広
が
ら
な
け
れ
ば
い
い
が
」

と
心
配
す
る
。

　
土
産
物
の
地
鶏
の
薫
製
な
ど

を
製
造
販
売
す
る
同
市
内
の
会

社
で
は
、
07
年
に
県
内
で
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
際
、

売
り
上
げ
が
２
割
以
上
減
っ
た
。

女
性
従
業
員
は
「
当
時
よ
り
知

識
が
増
え
た
の
で
、
冷
静
に
対

応
し
て
い
る
。
早
く
終
息
す
る

よ
う
な
対
応
を
行
政
に
は
お
願

い
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

【
１
月
５
日
共
同
】

　
今
年
４
月
の
統
一
地

方
選
で
最
大
の
目
玉
と

な
る
東
京
都
知
事
選
。
12

年
都
政
の
頂
点
に
立
ち
、

４
選
出
馬
の
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
る
78
歳
の
石

原
慎
太
郎
知
事
が
進
退

を
い
つ
表
明
す
る
か
注

目
さ
れ
る
。
独
自
候
補
の

擁
立
を
目
指
す
民
主
党

な
ど
各
陣
営
は
、
現
職
と

国
政
の
動
向
を
見
す
え

な
が
ら
、「
首
都
決
戦
」

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　「
歴
史
の
大
き
な
う
ね

り
に
目
を
凝
ら
し
、
物
事

の
複
合
性
、
重
層
性
と
い

う
も
の
を
忘
れ
な
い
で
い

た
だ
き
た
い
」。
仕
事
始

め
の
４
日
、
石
原
氏
は
都

【
１
月
10
日
共
同
】

　
伝
統
的
な
す
し
の
知
識
や
衛
生

管
理
の
方
法
を
海
外
に
普
及
さ
せ

る
た
め
、
全
国
す
し
商
生
活
衛
生

同
業
組
合
連
合
会
（
東
京
）
は
、

講
習
と
検
定
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
す

し
知
識
海
外
認
定
制
度
」
を
近
く

始
め
る
。

　
海
外
で
は
和
食
人
気
の
高
ま
り

と
と
も
に
す
し
店
が
増
加
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ソ
ー

ス
を
か
け
た
チ
ー
ズ
と
肉
の
巻
き

ず
し
や
、
魚
の
ソ
テ
ー
に
マ
ー
マ

レ
ー
ド
ソ
ー
ス
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し

た
軍
艦
巻
き
が
登
場
す
る
な
ど
種

類
も
多
様
化
し
て
い
る
。

　
制
度
を
企
画
し
た
千
葉
県
す
し

商
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
風
戸
正

義
理
事
長
は
「
現
地
の
米
に
マ
ッ
チ

し
た
調
理
技
術
で
魅
力
的
」
と
評
価

し
つ
つ
、「
ご
は
ん
に
刺
し
身
を
の

せ
た
だ
け
だ
っ
た
り
、
衛
生
管
理
が

不
安
だ
っ
た
り
す
る
店
も
あ
る
。
日

本
の
伝
統
的
な
調
理
技
術
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
説
明
す
る
。
ワ

イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
国

際
的
な
資
格
に
育
て
た
い
考
え
。

　
講
習
で
は
す
し
の
起
源
や
ネ
タ

切
り
、
魚
の
保
存
方
法
を
実
演
を
交

え
て
約
５
時
間
説
明
す
る
。
そ
の

後
、
知
識
を
問
う
検
定
に
合
格
す
る

と
、
認
定
証
と
バ
ッ
ジ
が
渡
さ
れ

る
。
受
講
料
は
３
万
５
千
円
。

　
第
１
回
は
今
月
27
日
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
日
本
食
品
展
示
商
談
会

で
開
催
。
４
月
に
香
港
で
開
く
ほ

か
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
も
計
画
中
と
い
う
。

　
海
外
で
の
和
食
の
認
証
制
度
を

め
ぐ
っ
て
は
、
か
つ
て
農
水
省
が
導

入
し
よ
う
と
し
た
が
、「
文
化
の
押

し
付
け
」「
す
し
ポ
リ
ス
」
な
ど
と

批
判
さ
れ
て
断
念
。
民
間
主
導
で
推

奨
マ
ー
ク
を
交
付
す
る
方
式
に
切

り
替
え
、
２
０
０
７
年
に
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
海
外
普
及
推
進
機
構
（
Ｊ

Ｒ
Ｏ
）
が
設
置
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま

で
申
請
も
認
定
も
ゼ
ロ
。
海
外
に
制

度
を
浸
透
さ
せ
る
難
し
さ
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

【
１
月
21
日
共
同
】

　
全
日
制
公
立
高
校
の
普
通
科
な

ど
で
、
英
語
を
聞
く
力
や
話
す

力
を
つ
け
る
「
オ
ー
ラ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｏ
Ｃ
）
Ⅰ
」

を
担
当
す
る
教
員
の
う
ち
、
ほ

と
ん
ど
英
語
で
授
業
を
し
て
い

る
の
は
20
％
に
と
ど
ま
る
こ
と

が
21
日
、
文
部
科
学
省
の
調
査

で
分
か
っ
た
。

　
英
語
科
な
ど
英
語
教
育
を
主
と

す
る
学
科
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
育
成
す
る
「
異
文
化
理

解
」
の
授
業
で
も
、
ほ
と
ん
ど

英
語
で
授
業
を
す
る
教
員
は
35
％

だ
っ
た
。

　
２
０
１
３
年
度
か
ら
順
次
実
施

さ
れ
る
高
校
新
学
習
指
導
要
領
は
、

基
本
的
に
英
語
で
授
業
を
す
る
よ

う
に
求
め
て
お
り
、
文
科
省
は
「
ス

ム
ー
ズ
な
実
施
に
向
け
て
割
合
を

高
め
る
よ
う
指
導
し
た
い
」
と
し

て
い
る
。

　
調
査
は
昨
年
８
月
、
全
日
制
の

全
公
立
高
校
を
対
象
に
実
施
。
各

地
で
採
用
し
て
い
る
外
国
人
の
指

導
担
当
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
ら
は
含

ま
れ
な
い
。

末
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」
を
年
内
に
米

国
に
投
入
す
る
予
定
。

　
一
方
、
海
外
勢
は
米
モ
ト
ロ
ー
ラ

が
５
日
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
搭
載
の
機

種
を
公
表
。
中
国
の
レ
ノ
ボ
は
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
か
ら
画
面
部
分
を
取

り
外
す
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
な
る
端

末
を
発
表
し
た
。
韓
国
の
Ｌ
Ｇ
電
子

は
６
日
に
新
製
品
の
概
要
を
発
表

す
る
。

　
▽
競
争
激
化

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
携
帯
で

き
る
書
字
板
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
と

呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
。
画
面
の
大
き
さ
は
携
帯
電
話

と
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
中
間
程

度
。
ネ
ッ
ト
閲
覧
や
動
画
再
生
な

ど
の
機
能
を
備
え
る
上
、
多
数
の

応
用
ソ
フ
ト
も
あ
る
使
い
勝
手
の

良
さ
か
ら
、
両
者
の
隙
間
を
埋
め

る
形
で
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
が
市
場
を
開
拓

し
た
。

　
米
調
査
会
社
Ｉ
Ｄ
Ｃ
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
世
界
販
売
が

２
０
１
０
年
の
約
１
７
０
０
万
台

か
ら
、
11
年
に
４
４
０
０
万
台
以
上

に
増
加
し
、
14
年
に
は
１
億
１
千
万

台
を
超
え
る
と
予
測
す
る
。

　
Ｉ
Ｄ
Ｃ
の
ス
ー
ザ
ン
・
ケ
ボ
キ
ア

ン
氏
は
「
次
世
代
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
が
３
月

ま
で
に
出
る
と
み
ら
れ
、
各
社
が
競

争
に
勝
つ
に
は
機
能
や
価
格
面
で

の
特
徴
付
け
を
急
が
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」
と
指
摘
。
各
社
の
発
表
は

見
本
市
に
出
展
し
な
か
っ
た
ア
ッ

プ
ル
へ
の
対
抗
心
が
に
じ
ん
で
お

り
、
ア
ッ
プ
ル
は
陰
の
主
役
と
も
言

え
る
存
在
だ
。

【
１
月
19
日
共
同
】

　
会
社
更
生
法
の
適
用
申
請
か
ら

丸
１
年
を
迎
え
た
日
本
航
空
の
稲

盛
和
夫
会
長
は
19
日
、
東
京
都
内

で
記
者
会
見
し
、
現
状
に
つ
い
て

「
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
官
僚
的
な
体
質
を
持
っ

て
い
た
が
、
倒
産
を
き
っ
か
け
に

皆
さ
ん
が
反
省
し
、
変
わ
っ
て
き

た
。
業
績
も
良
く
な
っ
て
お
り
、

喜
ん
で
い
る
」
な
ど
と
経
営
再
建

へ
の
手
応
え
を
示
し
た
。

　
日
航
は
、
３
月
末
に
会
社
更
生

手
続
き
を
終
え
て
再
出
発
す
る
の

に
伴
い
、
２
０
０
８
年
に
姿
を
消

し
た
ツ
ル
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
赤

い
ロ
ゴ
「
鶴
丸
」
を
４
月
１
日
か

ら
復
活
さ
せ
る
と
正
式
発
表
。
航

空
機
の
塗
装
を
順
次
変
え
、
尾
翼

に
は
再
び
鶴
丸
が
お
目
見
え
す
る
。

大
西
賢
社
長
は
狙
い
を
「
Ｊ
Ａ
Ｌ

の
原
点
、
初
心
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
採
用
し
た
」
と
述
べ
た
。

　
昨
年
末
に
整
理
解
雇
し
た
パ
イ

ロ
ッ
ト
ら
計
１
６
５
人
の
う
ち
、

１
４
６
人
が
解
雇
は
無
効
と
し
て

地
位
の
確
認
な
ど
を
求
め
て
東
京

地
裁
に
提
訴
し
た
こ
と
に
対
し
、

稲
盛
会
長
は
「
大
変
申
し
訳
な
い

気
持
ち
だ
。
訴
訟
に
な
っ
て
も
誠

意
を
も
っ
て
皆
さ
ん
と
話
を
し
て

い
こ
う
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

　
日
航
は
10
年
４
〜
11
月
累
計
の

連
結
営
業
利
益
が
１
４
６
０
億
円

と
な
り
、
更
生
計
画
で
示
し
た
11

年
３
月
期
目
標
の
６
４
１
億
円
を

大
き
く
上
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移
。

大
西
社
長
は
昨
年
12
月
単
月
で
も

１
３
０
億
円
程
度
を
確
保
し
た
見

込
み
と
説
明
し
た
が
、
円
高
で
燃

料
が
安
く
調
達
で

き
た
こ
と
も
プ
ラ

ス
に
働
い
て
お
り
、

真
の
実
力
と
は
い

え
な
い
面
も
あ
る
。

　
稲
盛
会
長
は
さ

ら
な
る
業
績
改
善

を
進
め
る
た
め
、
路

線
別
の
採
算
が
分

か
る
シ
ス
テ
ム
を

こ
と
し
４
月
に
導

入
し
て
「
す
ぐ
に
経

営
の
手
が
打
て
る

よ
う
に
す
る
」
と
説

明
し
た
。
難
航
し

て
い
る
民
間
企
業

か
ら
の
５
０
０
億

円
程
度
の
増
資
に
つ
い
て
は
「
あ

き
ら
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
３
月

末
ま
で
に
賛
同
す
る
方
々
が
あ
れ

ば
そ
の
分
で
敢
行
し
た
い
」
と
述

べ
た
。

　「
Ｏ
Ｃ
Ⅰ
」
で
は
こ
の
ほ
か
、
授

業
の
半
分
以
上
を
英
語
で
し
て
い

る
教
員
が
33
％
で
、「
半
分
未
満
」

は
41
％
。
ほ
と
ん
ど
英
語
を
使
わ

な
い
の
は
６
％
だ
っ
た
。

　
Ｏ
Ｃ
Ⅰ
の
う
ち
、
生
徒
が
英
語

を
使
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
は
、

生
徒
が
ほ
と
ん
ど
英
語
で
話
し
て

い
る
授
業
は
16
％
。
半
分
以
上
英

語
で
話
し
て
い
る
の
が
36
％
、
半

分
未
満
が
43
％
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
英
語
を
担
当
し
た
教
員

２
万
３
９
８
５
人
の
う
ち
、
英
検

準
１
級
以
上
や
英
語
能
力
試
験
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
５
５
０
点
以
上
な
ど

の
実
績
が
あ
る
と
答
え
た
の
は

49
％
。
前
回
調
査
の
07
年
度
よ
り

約
２
千
人
増
え
た
が
、
教
員
数
も

増
え
た
た
め
、
割
合
は
51
％
か
ら

減
っ
た
。

す
し
店
の
技
術
、
教
え
ま
す

海
外
向
け
認
定
制
度
を
設
立

﹁
英
語
で
授
業
﹂
20
％
だ
け

　
　 

公
立
高
普
通
科
の
担
当
教
員

割
合
低
い
と
文
科
省
指
導
へ

石原氏進退の表明はいつ？
庁
で
職
員
ら
を
前
に
年
頭
の
あ
い

さ
つ
を
し
た
。
独
自
の
視
点
に
基

づ
く
演
説
は
熱
を
帯
び
た
が
、
３

カ
月
に
迫
っ
た
都
知
事
選
に
つ
い

て
言
及
は
な
か
っ
た
。

　
４
年
前
、「
最
後
の
奉
公
」
と
し

て
東
京
五
輪
招
致
を
掲
げ
て
３
選

を
果
た
し
た
が
、
招
致
に
は
失
敗
。

周
囲
か
ら
今
期
限
り
の
見
方
が
強

ま
っ
た
が
、
最
近
の
石
原
氏
は
定
例

会
見
な
ど
で
「
ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ
（
な

る
よ
う
に
な
る
）」
な
ど
と
進
退
に

つ
い
て
周
囲
を
け
む
に
巻
く
発
言

を
続
け
て
い
る
。

　
こ
こ
に
き
て
都
庁
幹
部
や
都
議

会
の
各
会
派
で
は
「
３
月
上
中
旬
ま

で
、
つ
ま
り
24
日
の
告
示
直
前
ま
で

出
馬
す
る
か
ど
う
か
明
ら
か
に
し

な
い
の
で
は
」
と
の
見
方
が
急
速
に

広
が
っ
て
い
る
。

　
理
由
は
、
２
月
８
日
か
ら
始
ま

る
都
議
会
第
１
定
例
会
で
、
最
大

の
懸
案
と
さ
れ
る
築
地
市
場
移
転

の
予
算
案
の
審
議
が
控
え
て
い
る

か
ら
だ
。
日
程
は
３
月
11
日
ま
で

の
約
１
カ
月
間
。
強
引
な
移
転
に

反
対
す
る
都
議
会
第
１
党
の
民
主

と
知
事
与
党
の
自
民
、
公
明
が
ぶ

つ
か
る
。

　
石
原
氏
は
昨
年
11
月
、
第
４
定

例
会
の
所
信
表
明
の
最
初
に
「
移

転
に
全
力
を
挙
げ
る
」
と
決
意
を

述
べ
て
お
り
、
予
算
案
議
決
の
見

通
し
が
つ
か
な
け
れ
ば
、
４
選
出

馬
の
可
否
に
言
及
で
き
な
い
と
み

ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
現
職
と
い
う
強
い
カ
ー
ド

を
持
つ
自
公
と
違
っ
て
、
党
中
央
の

混
乱
を
反
映
し
て
、
民
主
党
の
候
補

者
選
び
は
難
航
。

　
切
り
札
と
目
さ
れ
る
の
が
蓮
舫

行
政
刷
新
担
当
相
だ
。
昨
年
７
月
の

参
院
選
で
全
国
最
多
の
１
７
１
万

票
を
獲
得
し
「
抜
群
の
知
名
度
で
、

菅
政
権
の
支
持
率
低
迷
で
も
勝
て

る
候
補
」（
都
議
）
と

期
待
が
集
ま
る
が
、

本
人
は
現
段
階
で
出

馬
を
否
定
し
て
い
る
。

　
一
方
、
出
馬
が
取

り
ざ
た
さ
れ
て
い
る

宮
崎
県
の
東
国
原
英

夫
知
事
は
任
期
満

了
が
１
月
20
日
に
迫

り
、
都
知
事
選
か
国

政
へ
の
転
身
を
検
討

中
。
こ
の
ほ
か
新
党

改
革
代
表
の
舛
添
要

一
氏
も
石
原
氏
の
決

断
を
見
定
め
て
い
る

と
い
う
。

各陣営注目、３月説も
首都決戦の都知事選

鶴丸マーク復活を発表
経営破綻１年で会見

日
航
会
長
�
再
建
に
手
応
え
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【
１
月
13
日
共
同
】

　
蔵
王
連
峰
（
山
形
・
宮
城
）
の

中
腹
に
広
が
る
日
本
有
数
の
ス

キ
ー
場
「
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
」
で
、

ア
ジ
ア
か
ら
の
外
国
人
客
を
積
極

的
に
取
り
込
も
う
と
、
旅
館
の

従
業
員
ら
が
語
学
の
習
得
な
ど
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
。

　
ス
キ
ー
人
口
の
減
少
で
日
本
人

客
が
減
る
中
、
外
国
人
客
の
も
て

な
し
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
接
客
の

質
を
上
げ
、
日
本
人
客
の
呼
び
戻

し
に
も
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

　
昨
年
12
月
、
県
観
光
物
産
協
会

の
会
議
室
に
旅
館
従
業
員
ら
約
10

人
が
集
ま
り
「
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ

ヨ
」
と
声
を
そ
ろ
え
た
。
本
格
的

な
シ
ー
ズ
ン
入
り
を
前
に
、
県
が

韓
国
語
や
中
国
語
の
講
座
を
開
催
。

「
伝
わ
る
こ
と
が
最
優
先
」
と
発
音

に
こ
だ
わ
り
、
あ
い
さ
つ
や
道
案

内
な
ど
接
客
用
語
を
重
点
的
に
教

え
た
。

　
蔵
王
温
泉
観
光
協
会
に
よ
る

と
、
外
国
人
客
は
年
々
増
加
。

２
０
０
９
〜
10
年
の
シ
ー
ズ
ン
は

毎
月
千
人
以
上
が
訪
れ
、
う
ち
９

割
は
韓
国
や
台
湾
な
ど
ア
ジ
ア
か

ら
。
大
半
が
個
人
旅
行
で
ス
キ
ー

や
樹
氷
鑑
賞
が
人
気
と
い
う
。

　
定
員
約
20
人
の
民
宿
「
ロ
ッ
ジ

ち
と
せ
や
」。
宿
泊
客
が
全
員
外
国

人
の
日
も
珍
し
く
な
く
な
り
、
オ
ー

ナ
ー
の
岡
崎
敏
博
さ
ん
（
69
）
は

一
念
発
起
し
て
英
会
話
塾
に
。
宿

泊
予
約
の
メ
ー
ル
に
、
英
語
で
返

信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
蔵
王
で
旅
館
や
ホ
テ
ル
計
５
軒

を
営
む
タ
カ
ミ
ヤ
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
は
、
韓
国
語
や
中
国
語
を
話
せ

る
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
。
周
辺
の
銀

行
が
扱
わ
な
い
韓
国
の
通
貨
ウ
ォ

ン
を
フ
ロ
ン
ト
に
準
備
し
、
両
替

に
対
応
し
た
。

　
行
政
も
ゲ
レ
ン
デ
に
外
国
語
の

案
内
板
を
設
置
、
地
図
を
作
成
す

る
な
ど
後
押
し
す
る
。
だ
が
香
港

か
ら
の
男
性
客
（
36
）
は
「
温
泉

に
入
浴
方
法
の
説
明
が
な
か
っ
た
」

と
残
念
そ
う
。「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
使
え
る
店
が
少
な
い
」（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
女
性
客
）
と

の
声
も
あ
り
、
課
題
は
多
い
。

【
１
月
13
日
共
同
】

　
漫
画
「
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
」
の
主

人
公
「
伊
達
直
人
」
な
ど
を
名
乗
っ

た
寄
付
が
、
全
国
の
児
童
養
護
施
設

な
ど
に
贈
ら
れ
て
い
る
。
現
代
の

美
談
と
も
さ
れ
る
が
、
匿
名
の
ヒ
ー

ロ
ー
が
次
々
と
現
れ
る
の
は
不
可

解
で
も
あ
る
。
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク

現
象
は
、
日
本
社
会
の
ど
の
よ
う

な
姿
を
映
し
出
し
て
い
る
の
か
。

　
▽
模
倣
の
連
鎖

　
群
馬
県
中
央
児
童
相
談
所
に
「
伊

達
直
人
」
名
で
ラ
ン
ド
セ
ル
10
個
が

置
か
れ
て
い
た
の
は
昨
年
12
月
25

日
。
そ
の
後
、
同
様
の
寄
付
は
47

都
道
府
県
す
べ
て
に
広
が
り
、
約

３
０
０
件
に
上
っ
た
。

　
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
、
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
、
鉄
人
28
号
…
。
寄
付
者
が

名
乗
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
昭
和
の

ヒ
ー
ロ
ー
だ
。
鈴
木
謙
介
・
関
西

学
院
大
准
教
授
（
社
会
学
）
は
「
勧

善
懲
悪
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
時

代
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
寄
付
し
た

の
は
、
昭
和
40
年
代
ご
ろ
に
子
供

時
代
を
過
ご
し
た
中
高
年
層
と
み

ら
れ
る
。『
正
義
の
味
方
』
に
仮
託

す
れ
ば
、
善
意
を
表
現
し
や
す
く
、

模
倣
が
連
鎖
し
た
の
だ
ろ
う
」
と

【
１
月
４
日
共
同
】

　
動
植
物
の
カ
ラ
ー
写
真
で
知
ら

れ
る
「
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
学
習
帳
」。
全

国
の
小
学
生
に
40
年
以
上
親
し
ま

れ
て
き
た
ノ
ー
ト
の
製
造
元
は
、

富
山
県
高
岡
市
の
シ
ョ
ウ
ワ
ノ
ー

ト
。
新
学
年
が
始
ま
る
４
月
に
向

け
、
本
社
工
場
は
繁
忙
期
を
迎
え

て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
高
岡
駅
か
ら
車
で
約
５
分
。

市
営
公
園
隣
の
約
２
６
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
に
広
が
る
工
場
で
は
昨

年
12
月
半
ば
、
作
業
員
数
十
人
が

慌
た
だ
し
げ
に
動
き
回
っ
て
い
た
。

需
要
が
増
え
る
春
に
向
け
、
工
場

は
冬
の
間
「
作
り
だ
め
の
時
期
」

に
入
る
。

　
全
国
で
40
％
以
上
の
シ
ェ
ア
が

あ
る
と
さ
れ
る
同
社
。
中
で
も
全

国
的
に
有
名
な
「
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
」

は
１
９
７
０
年
の
発
売
以
来
、
約

10
億
冊
を
生
産
し
て
き
た
。
大
型

印
刷
機
を
目
ま
ぐ
る
し
い
ス
ピ
ー

ド
で
回
転
さ
せ
、
工
場
は
１
日
約

５
万
冊
の
ノ
ー
ト
を
製
造
す
る
。

　
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
の
表
紙
の
写
真

は
、
専
属
取
材
班
が
世
界
各
地

で
撮
影
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
。
「
地

球
を
愛
す
る
心
を
育
ん
で
ほ
し

い
」
と
の
狙
い
を
込
め
、
取
材

班
は
こ
れ
ま
で
約
30
カ
国
を
訪

問
、
千
種
類
以
上
の
動
植
物
が

表
紙
を
飾
っ
た
。

　
製
本
は
毎
分
約
１
３
０
冊
を
生

み
出
す
全
自
動
機
械
を
使
う
。
子
ど

も
の
使
い
や
す
さ
を
考
え
、
１
冊
ず

つ
表
紙
と
ペ
ー
ジ
を
糸
で
縫
い
合

わ
せ
る
。「
１
冊
ず
つ
大
事
に
、
で

も
ど
ん
ど
ん
使
っ
て
勉
強
し
て
ほ

し
い
」
と
宮
前
英
明
工
場
長
（
60
）。

製
本
後
に
箱
詰
め
さ
れ
た
ノ
ー
ト

は
、
高
さ
７
階
建
て
相
当
の
立
体

倉
庫
に
保
管
、
春
に
は
こ
こ
か
ら

全
国
に
発
送
さ
れ
る
。
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【PR 記事】

【
１
月
５
日
共
同
】

　
次
々
と
新
し
い
商
業
施
設
が

オ
ー
プ
ン
し
、
様
変
わ
り
す
る
Ｊ

Ｒ
東
京
駅
の
駅
ナ
カ
。
注
目
度
も

抜
群
の
東
京
の
玄
関
に
各
地
の
人

気
店
が
出
店
し
、
デ
パ
地
下
の
よ

う
な
豊
富
な
品
ぞ
ろ
え
に
進
化
し

て
い
る
。

　
東
北
新
幹
線
が
新
青
森
ま
で
全

線
開
業
し
た
の
に
合
わ
せ
て
昨
年

12
月
、
商
業
施
設
「
グ
ラ
ン
ス
タ

ダ
イ
ニ
ン
グ
」
が
オ
ー
プ
ン
。
庄

内
産
の
食
材
を
使
っ
た
山
形
県
の

イ
タ
リ
ア
料
理
店
「
ア
ル
・
ケ
ッ

チ
ァ
ー
ノ
」
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

た
店
や
仙
台
の
牛
タ
ン
店
な
ど
16

店
が
並
ぶ
。

　
駅
ナ
カ
ら
し
く
、
食
堂
車
の
空
間

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
も
。

食
堂
車
を
運
営
す
る
会
社
が
手
掛

け
る
「
日
本
食
堂
」
で
は
、「
カ
シ

オ
ペ
ア
」「
北
斗
星
」
と
い
っ
た
寝

台
特
急
で
提
供
し
て
い
る
フ
ラ
ン

ス
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
駅
弁
専
門
店
「
ニ
ッ
ポ
ン
の
駅

弁
」
に
は
、
東
京
駅
で
最
高
額
の

豪
華
版
も
登
場
。
東
京
・
南
青

山
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
の

６
３
０
０
円
の
駅
弁
を
は
じ
め
、

石
川
県
の
老
舗
旅
館
「
加
賀
屋
」

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の

な
ど
約
50
種
が
ず
ら
り
。

　
駅
ナ
カ
が
大
き
く
変
身
し
た
の

は
２
０
０
７
年
。
乗
り
換
え
コ
ン

コ
ー
ス
の
地
下
に
和
洋
菓
子
店
や

総
菜
店
な
ど
約
50
店
が
集
ま
る
「
グ

ラ
ン
ス
タ
」
が
開
業
。
か
り
ん
と

う
専
門
店
が
行
列
の
で
き
る
人
気

と
な
っ
た
の
を
は
じ
め
、
タ
イ
料

理
、
沖
縄
料
理
と
い
っ
た
変
わ
り

種
の
総
菜
、
洋
食
な
ど
の
有
名
店

が
出
店
し
話
題
に
な
っ
た
。

指
摘
す
る
。

　
ま
た
「
匿
名
」
と
い
う
点
が
日

本
社
会
の
感
覚
に
マ
ッ
チ
し
た
と

い
う
。「
米
国
の
富
豪
の
よ
う
に

名
前
を
出
す
の
を
日
本
人
は
嫌
が

る
。
正
義
の
味
方
と
い
う
明
確
な

イ
メ
ー
ジ
と
匿
名
性
が
相
ま
っ
て
、

『
何
か
人
の
役
に
立
ち
た
い
』
と

思
っ
て
い
た
人
を
駆
り
立
て
た
の

だ
ろ
う
」

　
し
か
し
鈴
木
准
教
授
は
、
ブ
ー

ム
は
す
ぐ
に
終
息
す
る
と
予
想
す

る
。「
寄
付
す
る
側
に
は
報
道
さ
れ

た
い
と
い
う
欲
求
が
あ
る
が
、
数

が
増
え
れ
ば
個
別
の
報
道
は
さ
れ

ず
、
自
己
満
足
で
き
な
く
な
る
か

ら
だ
」
と
み
る
。

　
▽
他
者
の
不
在

　「
第
一
印
象
は
『
寒
い
』
だ
っ
た
」

と
話
す
の
は
、
現
代
社
会
を
カ
メ

ラ
を
通
し
て
見
つ
め
て
き
た
写
真

家
藤
原
新
也
さ
ん
。「
政
治
も
経

済
も
冷
え
込
む
中
で
、
あ
る
種
の

『
蘇
生
願
望
』
が
現
れ
た
の
だ
ろ

う
。
冷
え
き
っ
た
時
代
を
映
す
、

ゆ
が
ん
だ
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
だ
」
と
批

判
す
る
。

　
藤
原
さ
ん
は
「
無
縁
社
会
」
も

背
景
に
あ
る
と
見
る
。「
寄
付
し
た

人
の
中
に
は
、
家
族
や
友
人
と
の

縁
が
断
た
れ
、
他
者
へ
の
愛
情
の

や
り
場
が
な
い
人
が
い
た
の
で
は

な
い
か
。
世
間
か
ら
注
目
さ
れ
て

自
己
の
存
在
感
を
満
足
さ
せ
る
の

は
、
さ
み
し
さ
の
代
償
行
為
で
し

か
な
い
」
と
話
す
。

　
▽
適
切
な
場
所
へ

　
寄
付
活
動
の
現
場
は
ど
う
見

て
い
る
か
。「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
」
な
ど
を
運
営
す
る
中
央
共
同

募
金
会
（
東
京
）
の
熊
谷
有
祐
主

事
は
「
募
金
額
は
ピ
ー
ク
だ
っ
た

１
９
９
５
年
の
約
２
６
６
億
円
か

ら
、
２
０
０
９
年
は
約
２
０
１
億
円

ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
助
け
合
い
の

意
識
の
低
下
を
心
配
し
て
い
た
が
、

タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
現
象
で
、
ほ
っ

と
し
た
」
と
話
す
。

「
正
義
の
味
方
」
で
善
意
表
現

　
　
冷
え
き
っ
た
時
代
を
反
映

ジ
�
ポ
ニ
カ
40
年
で
10
億
冊

富
山
の
工
場
�
今
年
も
繁
忙
期

東
京
駅
の
駅
ナ
カ
、
大
変
身
！

      

各
地
の
人
気
店
が
続
々
登
場
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【
１
月
19
日
共
同
】

　
第
１
４
４
回
芥
川
賞
、

直
木
賞
は
２
０
０
４
年
以

来
と
な
る
計
４
作
の
豊

作
。
芥
川
賞
は
朝
吹
真
理

子
さ
ん
の
「
き
こ
と
わ
」

と
西
村
賢
太
さ
ん
の
「
苦

役
列
車
」、
直
木
賞
は
木

内
昇
さ
ん
の
「
漂
砂
の
う

た
う
」
と
道
尾
秀
介
さ
ん

の
「
月
と
蟹
」
に
決
ま
っ

た
。
常
連
候
補
が
選
ば
れ

た
一
方
、
新
顔
の
可
能
性

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
▽
五
感
に
訴
え
る

　
芥
川
賞
の
選
考
経
過

は
、
今
回
新
た
に
選
考
委

員
に
加
わ
っ
た
島
田
雅
彦
さ
ん
が

説
明
し
た
。

　
朝
吹
さ
ん
の
受
賞
作
は
、
２
人

の
女
性
の
夢
や
記
憶
を
め
ぐ
る
物

語
。
最
初
の
投
票
で
ほ
ぼ
受
賞
が

決
ま
っ
た
と
い
う
。
島
田
さ
ん
は

「
人
は
現
在
を
生
き
な
が
ら
過
去
も

生
き
、
未
来
へ
の
祈
り
も
あ
っ
て
、

意
識
と
現
実
の
時
間
と
は
異
な
る
。

（
朝
吹
作
品
は
）
小
説
で
許
さ
れ
て

い
る
表
現
方
法
を
徹
底
的
に
追
求

し
た
」
と
語
っ
た
。
五
感
に
訴
え

る
表
現
を
駆
使
す
る
確
か
な
技
術

を
絶
賛
す
る
一
方
で
「
方
法
論
に

ふ
さ
わ
し
い
、
真
に
書
く
べ
き
素

材
が
ほ
か
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
も
指
摘
し
た
。

　「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し

て
完
成
度
が
高
く
、
揺
る
ぎ
な
い

芸
風
が
あ
る
」
と
の
評
だ
っ
た
西

村
さ
ん
。
日
雇
い
労
働
の
青
年
の

生
活
と
人
間
関
係
を
戯
画
的
に
描

く
私
小
説
的
作
品
で
、
候
補
３
度

目
で
受
賞
し
た
。
愚
行
を
描
い
て

い
る
こ
と
に
賛
否
両
論
あ
っ
た
も

の
の
「
自
己
批
評
が
入
っ
て
い
て
、

そ
こ
に
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
」
と
の

評
で
、
結
果
的
に
過
半
数
の
票
を

獲
得
し
た
。

　
タ
イ
プ
の
違
う
２
作
の
受
賞
に

島
田
さ
ん
は
「
文
学
は
人
が
感
情

や
体
験
、
能
力
を
駆
使
す
る
一
種

の
自
然
で
、
多
様
性
が
約
束
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
さ
ら

に
「
社
会
の
人
々
の
動
向
が
似
通
っ

て
き
た
と
き
に
、
ま
っ
た
く
違
う

ア
イ
デ
ア
で
生
き
、
考
え
て
い
く

た
め
の
試
金
石
に
、
文
学
や
芥
川

賞
が
な
る
な
ら
ば
手
助
け
を
し
た

い
」
と
、
選
考
委
員
と
し
て
の
意

欲
を
語
っ
た
。

　
田
中
慎
弥
さ
ん
の
「
第
三
紀
層

の
魚
」
は
「
低
い
ハ
ー
ド
ル
を
き

れ
い
に
跳
ん
だ
」、
小
谷
野
敦
さ
ん

の
「
母
子
寮
前
」
と
穂
田
川
洋
山

さ
ん
の
「
あ
ぶ
ら
び
れ
」
は
展
開

の
広
が
り
が
な
い
と
し
て
、
選
外

と
な
っ
た
。

　
▽
見
事
な
同
時
受
賞

　
直
木
賞
は
決
選
投
票
の
結
果
、

５
回
連
続
候
補
の
道
尾
さ
ん
と
初

ノ
ミ
ネ
ー
ト
の
木
内
さ
ん
が
同
点

で
受
賞
を
決
め
た
。
選
考
委
員
の

宮
部
み
ゆ
き
さ
ん
は
「
２
作
の
読

ま
せ
ど
こ
ろ
、
勘
所
で
議
論
が
分

か
れ
た
が
、
見
事
な
同
時
受
賞
だ
っ

た
」
と
話
し
た
。

　
宮
部
さ
ん
は
、
少
年
の
孤
独
を

繊
細
な
筆
致
で
描
い
た
道
尾
作
品

に
つ
い
て
「
10
歳
の
少
年
の
目
に

限
定
し
て
世
界
を
描
く
と
い
う
難

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

そ
こ
か
ら
逃
げ
な
か
っ
た
」
と
評

価
。「
確
実
に
自
分
の
文
体
を
持
っ

て
い
る
。
受
賞
が
ば
ね
に
な
る
と

思
う
」
と
、
今
後
に
期
待
感
を
表

し
た
。

　
明
治
10
年
の
遊
郭
を
舞
台
に
し

た
木
内
さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て
は

「
二
重
、
三
重
に
ハ
ー
ド
ル
の
高
い

世
界
に
挑
ん
だ
。
相
当
史
料
を
読

み
込
み
、
自
身
の
中
で
き
っ
ち
り

消
化
し
て
い
る
。
言
葉
の
選
択
が

シ
ン
プ
ル
か
つ
的
確
。
こ
れ
か
ら

一
段
と
伸
び
る
」
と
述
べ
た
。

　
惜
し
く
も
選
に
も
れ
た
荻
原
浩

さ
ん
の
「
砂
の
王
国
」
に
つ
い
て

【
１
月
13
日
共
同
】

　
16
年
前
の
１
９
９
５
年
１
月
17

日
。
刻
々
と
明
ら
か
に
な
る
激
震
の

す
さ
ま
じ
さ
は
、
こ
の
顔
と
と
も
に

伝
わ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
と
し
て
阪
神
大
震
災
の
第

一
報
を
伝
え
た
宮
田
修
さ
ん
（
63
）。

退
職
後
「
自
分
の
幸
せ
を
求
め
な
い
。

人
の
た
め
に
生
き
る
」
と
千
葉
県
の

神
社
の
宮
司
に
転
身
し
た
。
震
災
に

つ
い
て
は
「
６
千
人
の
死
は
重
い
。

も
う
一
回
あ
ん
な
こ
と
放
送
し
ち
ゃ

い
け
な
い
」
と
の
思
い
だ
。

　「
近
畿
地
方
で
非
常
に
強
い
地
震

が
あ
り
ま
し
た
。
詳
し
い
情
報
が
入

り
次
第
お
伝
え
し
ま
す
」。
第
一
報

は
午
前
５
時
46
分
の
発
生
か
ら
約
３

分
後
。「
ご
く
普
通
に
や
ろ
う
。
自
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分
が
慌
て
た
ら
見
て
い
る
人
も
慌
て

る
と
思
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
１
月
17
日
は
そ
の
ま
ま
連
続
７
時

間
、
震
災
を
伝
え
続
け
、
18
日
以
降

も
続
い
た
。
神
戸
は
１
９
７
０
年
代

に
勤
務
。
ヘ
リ
か
ら
の
中
継
で
間

違
っ
た
駅
名
が
出
る
と
、
と
っ
さ
に

訂
正
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
時
は
大
阪
に
単
身
赴
任
中
だ
っ
た

が
「
伝
え
る
こ
と
に
集
中
し
た
。
家

族
の
こ
と
も
思
い
出
さ
な
か
っ
た
」

と
い
う
。

　
約
２
週
間
後
、
大
阪
放
送
局
を
離

れ
、
発
生
後
初
め
て
神
戸
に
。
町
を

オ
ペ
ア
」「
北
斗
星
」
と
い
っ
た
寝

台
特
急
で
提
供
し
て
い
る
フ
ラ
ン

ス
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
駅
弁
専
門
店
「
ニ
ッ
ポ
ン
の
駅

弁
」
に
は
、
東
京
駅
で
最
高
額
の

豪
華
版
も
登
場
。
東
京
・
南
青

山
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
の

６
３
０
０
円
の
駅
弁
を
は
じ
め
、

石
川
県
の
老
舗
旅
館
「
加
賀
屋
」

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の

な
ど
約
50
種
が
ず
ら
り
。

　
駅
ナ
カ
が
大
き
く
変
身
し
た
の

は
２
０
０
７
年
。
乗
り
換
え
コ
ン

コ
ー
ス
の
地
下
に
和
洋
菓
子
店
や

総
菜
店
な
ど
約
50
店
が
集
ま
る
「
グ

ラ
ン
ス
タ
」
が
開
業
。
か
り
ん
と

う
専
門
店
が
行
列
の
で
き
る
人
気

と
な
っ
た
の
を
は
じ
め
、
タ
イ
料

理
、
沖
縄
料
理
と
い
っ
た
変
わ
り

種
の
総
菜
、
洋
食
な
ど
の
有
名
店

が
出
店
し
話
題
に
な
っ
た
。

は
「
主
人
公
が
３
円
し
か
持
っ
て

い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
部
分
は
す
ご
い
」
と
し
た
が
、「
同

一
テ
ー
マ
の
先
行
作
品
が
あ
り
、

既
視
感
が
漂
う
」。

　
貴
志
祐
介
さ
ん
の
「
悪
の
教
典
」

は
「
上
下
巻
の
重
た
さ
、
長
さ
を

感
じ
さ
せ
な
い
」
と
し
な
が
ら
も

「
こ
れ
は
い
る
の
か
な
、
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
」。
犬
飼
六
岐

さ
ん
の
「
蛻
」
に
つ
い
て
は
「
着

想
は
面
白
い
が
、
閉
鎖
状
況
で
起

き
る
謎
解
き
に
終
始
し
た
」
と
述

べ
た
。

歩
き
回
っ
た
宮
田
さ
ん
は
繁
華
街
、

元
町
で
営
業
を
再
開
し
た
ば
か
り
と

い
う
喫
茶
店
に
入
っ
た
。
客
た
ち
が

一
斉
に
顔
を
振
り
返
る
の
が
分
か
っ

た
。「
ご
苦
労
さ
ん
で
す
」
と
声
が
掛

か
っ
た
。
店
主
は
「
こ
ん
な
も
の
し

か
あ
り
ま
せ
ん
が
」と
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー

キ
を
ご
ち
そ
う
し
て
く
れ
た
。「
頼
り

に
さ
れ
て
い
る
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
し
た
。

　
そ
の
後
毎
年
１
月
17
日
は
、
飲
み

に
行
く
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。「
震

災
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
言
わ
れ
、
励

み
だ
っ
た
が
身
を
正
さ
な
い
と
い
け

な
か
っ
た
」
か
ら
だ
。
約
40
年
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
生
活
は
「
す
ご
く

幸
せ
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
現
在
暮
ら
す
千
葉
県
長
南
町
は

約
20
年
前
か
ら
「
田
舎
暮
ら
し
を

し
た
い
」
と
通
っ
て
い
た
。
当
時

か
ら
の
知
り
合
い
が
病
気
に
な
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
宮
司
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
。
２
０
０
８
年

の
退
職
後
は
本
業
に
な
っ
た
。「
み

な
さ
ん
が
喜
ぶ
こ
と
は
何
で
も
や

り
ま
す
」
が
モ
ッ
ト
ー
。
宮
司
と

し
て
地
域
の
祭
り
に
、
全
国
各
地

の
講
演
に
走
り
回
る
。

文
学
の
多
様
性
示
す
４
作
受
賞

芥川・直木賞選考経過
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く
、
家
族
の
内
部
の
人
間
関
係
が
昔

の
よ
う
に
濃
密
で
は
な
く
な
っ
た
。

自
分
の
息
子
を
ど
な
り
ち
ら
し
、
と

き
に
は
ひ
っ
ぱ
た
く
父
親
は
も
う

い
な
い
。
息
子
に
嫌
わ
れ
た
く
な
い

し
自
分
の
意
見
に
そ
ん
な
自
信
も

な
い
。

　
ど
う
い
う
父
と
子
の
関
係
が
望

ま
し
い
の
か
は
、
そ
の
当
事
者
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
べ
き
で
、
は
た

が
何
だ
か
だ
と
説
法
す
る
問
題
で

は
な
い
。
私
も
恥
ず
か
し
な
が
ら
、

息
子
の
育
て
方
に
は
全
く
自
信
が

な
い
…
。

　「
お
母
ち
ゃ
ん
！
」

　
テ
レ
ビ
で
恒
例
の

「
ゆ
く
年
く
る
年
」
を

観み

な
が
ら
、
京
都
知
恩

院
の
除
夜
の
鐘
の
音
に

聞
き
ほ
れ
て
い
る
と
、

鐘
の
余
韻
に
い
ざ
な
わ

れ
た
よ
う
に
、
思
い
が

け
ず
口
を
つ
い
て
出
た

自
分
の
言
葉
に
ど
き
り

と
し
た
。
私
が
母
を
お

母
ち
ゃ
ん
と
呼
ん
で
い

た
の
は
中
学
二
年
ぐ
ら

い
ま
で
だ
か
ら
、
気
の

遠
く
な
る
よ
う
な
時
の

流
れ
を
経
て
、
気
ま
ぐ

れ
に
ポ
カ
リ
と
記
憶
の

深
い
沼
の
上
に
浮
き
上

が
っ
た
あ
ぶ
く
に
も
似

た
呼
び
名
で
あ
る
。

　
こ
の
と
こ
ろ
な
ぜ
か

晩
年
の
母
の
姿
を
思
い

出
す
こ
と
が
多
い
。
私
も
当
時
の
母

の
年
齢
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
か
ら

か
。
日
本
式
の
家
屋
の
開
け
放
し
た

縁
側
に
背
中
を
丸
め
て
つ
く
ね
ん
と

座
っ
て
、
樹
木
の
緑
が
眼
に
鮮
や
か

な
庭
を
見
る
と
も
な
く
眺
め
て
い
た

母
。
遠
い
昔
、
幼
子
の
私
を
寝
か
し

つ
け
な
が
ら
昔
話
を
し
て
く
れ
た
祖

母
の
よ
う
に
、
遠
く
を
見
つ
め
て
ぽ

つ
り
、
ぽ
つ
り
と
問
わ
ず
語
り
に
思

い
出
話
を
し
た
母
の
、
あ
の
顔
、
あ

の
声
。

　「
わ
だ
し
は
近
在
き
っ
て
の
お
て

ん
ば
で
な
や
…
」。
東
京
の
中
学
・

高
校
で
長
年
英
語
の
教
師
を
務
め
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宮
城
県
出

身
の
母
は
終
生
東
北
訛な

ま

り
や
ア
ク
セ

ン
ト
の
抜
け
な
い
人
だ
っ
た
が
、
晩

年
は
言
語
表
現
ま
で
土
着
の
東
北
弁

丸
出
し
で
、
周
囲
を
慌
て
さ
せ
た
。

私
の
弟
と
そ
の
家
族
な
ど
は
東
北
弁

が
わ
か
ら
ず
、
私
が
通
訳
を
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　「
こ
い
つ
が
男
さ
生
ま
れ
で
れ

ば
」、
祖
父
が
よ
く
口
惜
し
が
っ
て

い
た
そ
う
だ
が
、
少
女
時
代
の
母
は

健
康
優
良
児
で
勉
強
も
よ
く
出
来
、

気
性
闊か

っ
た
つ達
、
女
の
子
と
遊
ぶ
よ
り
男

の
子
た
ち
と
一
緒
に
野
山
を
駆
け
回

る
の
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
。
近
所

の
人
た
ち
か
ら
「
お
ど
ご
お
ん
な
」

と
か
ら
か
わ
れ
て
祖
母
を
嘆
か
せ
た

が
、
本
人
は
意
に
介
す
る
ふ
う
も
な

く
、
面
白
が
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　
当
時
の
母
の
写
真
な
ど
は
あ
り
よ

う
も
な
か
っ
た
が
、
職
業
軍
人
だ
っ

た
母
の
二
番
目
の
弟
は
絵
が
上う

ま手

く
、
中
学
時
代
に
描
い
た
ス
ケ
ッ

チ
が
二
枚
ほ
ど
あ
っ
た
の
を
憶お

ぼ

え
て

い
る
。
第
二
次
大
戦
の
最
中
に
祖
父

の
家
族
が
仙
台
と
山
形
寄
り
の
温
泉

郷
の
田
舎
を
往
復
す
る
引
っ
越
し
騒

ぎ
で
、
そ
の
絵
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。
三
つ
編
み
に
し
た
長
い
髪
を
頭

の
て
っ
ぺ
ん
に
ピ
ン
で
留
め
、
筒
袖

の
着
物
に
、
男
の
子
と
同
じ
野の

ば
か
ま袴
に

わ
ら
ぞ
う
り
と
い
う
い
で
た
ち
だ
か

ら
、
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で
は
男
子

か
女
子
か
区
別
が
つ
き
が
た
い
。
凛り

ん

と
し
た
目
の
光
が
母
の
気
骨
を
物

語
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
近
所
に
住
む
代
書
人
の
息
子
で
小

学
校
で
同
学
年
の
「
正
ち
ゃ
ん
」
と

無
二
の
親
友
で
、
一
緒
に
仲
間
を
率

い
て
野
山
を
飛
び
回
っ
て
遊
ん
だ
。

父
親
が
病
死
し
た
正
ち
ゃ
ん
は
、
旧

制
中
学
の
受
験
を
前
に
し
て
他
県
に

引
っ
越
し
、
以
来
母
と
正
ち
ゃ
ん
の

交
友
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　
少
女
時
代
の
母
の
姿
は
私
が
十
代

に
な
り
、
周
囲
の
大
人
た
ち
か
ら
伝

え
聞
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
記
憶
の
中

の
叔
父
が
描
い
た
母
の
ス
ケ
ッ
チ
に

裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

い
ま
な
ぜ
、
い
わ
ば
伝
承
の
母
の
あ

り
か
た
が
し
き
り
に
私
の
胸
に
浮
か

ぶ
の
だ
ろ
う
。
共
に
遊
ん
だ
幼
馴な

じ染

み
の
よ
う
に
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
幼
児
期
の
私
に
と
っ
て
、
母
は
純

粋
無む

く垢
の
天
使
で
あ
り
、
無
限
の
愛

で
私
を
包
み
込
ん
で
く
れ
る
慈
悲
の

女
神
だ
っ
た
。
私
が
赤
子
の
と
き
夫

に
死
別
し
、
私
を
祖
母
に
預
け
て
仙

台
で
働
い
て
い
た
若
い
母
が
一
年
に

二
、三
回
帰
省
す
る
の
を
、
た
だ
ひ

た
す
ら
待
ち
続
け
、
母
に
恋
焦
が
れ

て
い
た
あ
の
こ
ろ
。

　
私
が
八
歳
の
と
き
母
が
再
婚
し
、

一
家
は
埼
玉
県
に
移
転
し
た
。
母
の

愛
を
め
ぐ
っ
て
火
花
を
散
ら
し
た
、

連
れ
子
の
私
と
継
父
と
の
避
け
が
た

い
確
執
。
妹
と
弟
が
生
ま
れ
、
継
父

を
核
に
し
た
新
し
い
家
族
の
世
話
に

か
か
り
っ
き
り
で
、
連
れ
子
の
私

を
脇
に
押
し
の
け
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
母
へ
の
失
望

と
反
発
。
夫
に
甘
え
、

夫
の
背
後
に
ち
ら
つ

く
女
性
た
ち
に
嫉
妬
の

焔ほ
の
おを
燃
や
す
、
生
身
の

女
を
あ
り
の
ま
ま
生

き
た
母
へ
の
憤
り

と
さ
げ
す
み
。

　
母
へ
の
愛
憎
の
念

に
揺
れ
動
く
思
春

期
の
少
女
が
見
い

だ
し
た
唯
一
の
救
い
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　「
父
の
背
を
み
て
子

は
育
つ
」
と
い
わ
れ
る
。

果
た
し
て
そ
う
な
の

か
。
知
人
に
電
話
を
し

た
ら
そ
っ
く
り
の
声
だ

が
本
人
で
は
な
く
息
子

だ
っ
た
。
声
も
似
て
い

る
が
喋

し
ゃ
べ

り
方
が
ま
る
っ

き
り
父
親
と
同
じ
な
の

だ
。
息
子
は
母
親
の
血

も
入
っ
て
い
る
か
ら
、

才
能
と
か
勉
強
の
出
来

不
出
来
と
な
る
と
必
ず

し
も
父
に
そ
っ
く
り
と

は
い
え
な
い
。

　
想
像
だ
が
父
と
息
子

の
関
係
は
母
と
娘
の
よ

う
に
は
し
っ
く
り
い
か

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
母
と
娘
だ
っ
た
ら
、

着
る
も
の
も
ふ
た
り
で

同
じ
服
が
着
ら
れ
る
だ

ろ
う
が
、
男
の
背
広
は
女
の
服
よ
り

キ
ッ
チ
リ
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
か
ら

ま
ず
ム
リ
だ
。
特
に
最
近
の
息
子
は

背
が
高
く
十
セ
ン
チ
は
違
う
か
ら
余

計
ム
リ
だ
。

　
話
題
も
男
は
政
治
と
か
経
済
が
好

き
だ
か
ら
息
子
と
は
真
正
面
か
ら
ぶ

つ
か
る
場
合
が
多
い
。
ふ
た
り
で
む

き
あ
っ
て
い
て
も
だ
ま
っ
た
ま
ま
話

は
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
る
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
そ
こ
に
い
く
と
母
と
娘
の
会
話

は
世
間
い
っ
ぱ
ん
で
、
日
常
的
で
幅

が
広
い
。
そ
れ
に
母
は
娘
の
体
を
よ

く
し
っ
て
い
て
思
春
期
に
入
り
た

て
の
娘
は
母
を
唯
一
の
相
談
相
手

に
す
る
。

　
母
は
娘
が
話
し
相
手
の
友
人
で
も

あ
る
。
娘
に
嫉
妬
し
た
り
し
て
娘
を

ひ
と
り
の
女
と
し
て
感
じ
た
り
扱
っ

た
り
す
る
。
父
は
息
子
が
大
学
に
入

る
こ
ろ
に
は
話
題
は
完
全
に
な
く
な

り
、
同
じ
屋
根
の
下
に
住
ん
で
い
て

も
一
週
間
ぐ
ら
い
何
の
会
話
も
な
く

す
ぎ
て
ゆ
く
。
オ
ヤ
ジ
と
い
い
、
敬

語
な
ど
つ
か
わ
な
い
か
ら
父
親
と
し

て
は
内
心
面
白
く
な
い
。
息
子
が
父

親
を
避
け
る
よ
う
に
父
親
も
息
子
を

避
け
る
。

　「
う
ち
の
息
子
が
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
息
子
の
ガ
ー
ル
フ
レ

ン
ド
に
形
式
的
に
頭
を
下
げ
る
が
、

ア
タ
マ
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
足
の
さ
き

ま
で
じ
ろ
っ
と
見
て
こ
の
女
で
大
丈

夫
か
と
品
定
め
を
す
る
。

　
父
親
の
息
子
離
れ
は
早
い
。
も
う

十
七
歳
に
も
な
る
と
お
互
い
に
わ
れ

関
せ
ず
の
関
係
に
な
る
。

　
母
と
娘
は
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
。

娘
が
五
十
に
な
っ
て
も
母
親
と
べ
っ

た
り
で
、
お
せ
ん
べ
い
を
食
べ
な
が

ら
お
茶
を
飲
ん
だ
り
し
て
い
る
。
よ

く
話
題
が
続
く
と
感
心
す
る
。
父
と

息
子
は
、
息
子
が
大
学
に
入
る
と

め
っ
た
に
会
わ
な
い
。
お
互
い
に
良

い
父
親
や
息
子
を
「
演
じ
た
い
」
か

ら
一
杯
呑の

ん
だ
り
す
る
が
、
話
は
は

ず
ま
な
い
。
会
っ
た
と
た
ん
に
ど
う

し
た
ら
気
ま
ず
く
な
く
別
れ
ら
れ
る

か
を
考
え
る
。
酒
に
も
酔
え
な
い
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
オ
ヤ
ジ
が
出
来
す
ぎ
る
と
息
子
は

そ
れ
だ
け
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な

り
、
ま
わ
り
か
ら
「
何
々
さ
ん
の
息

子
」
と
見
ら
れ
る
か
ら
や
り
づ
ら
い
。

例
外
を
除
い
て
二
代
目
が
初
代
の
よ

う
に
傑
出
し
た
男
と
は
な
ら
な
い
。

歌
舞
伎
な
ど
の
世
襲
制
度
で
あ
ん
な

素
晴
ら
し
い
役
者
が
次
か
ら
次
へ
と

出
て
く
る
の
が
ふ
し
ぎ
だ
。
相
撲
取

り
は
き
れ
い
な
娘
が
生
ま
れ
る
と
喜

ぶ
。
強
い
関
取
を
婿
に
と
れ
る
か
ら

だ
。
栃
東
の
よ
う
に
父
親
（
初
代
栃

東
）
よ
り
強
い
場
合
も
あ
る
が
ご
く

ま
れ
だ
。

　
政
治
家
で
も
二
代
目
ば
か
り
だ

と
や
は
り
問
題
だ
。
二
代
目
自
身
の

出
来
が
良
い
悪
い
で
は
な
く
、
同
じ

選
挙
区
か
ら
出
る
か
ら
後
援
会
の

力
が
強
く
な
り
、
結
局
後
援
会
に
ふ

り
回
さ
れ
て
政
治
家
自
身
の
意
見

が
通
ら
な
く
な
る
。
二
代
目
で
も
よ

い
か
ら
異
な
っ
た
選
挙
区
か
ら
出

馬
す
べ
き
だ
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
い
い
息
子
に
あ
と
を
継
い
で
も
ら

え
れ
ば
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な

い
。
父
と
息
子
は
母
と
娘
の
よ
う
に

べ
た
べ
た
し
な
い
か
ら
さ
っ
ぱ
り
と

し
、
そ
の
代
わ
り
父
親
が
本
当
に
怒

る
と
親
子
の
縁
を
切
る
、つ
ま
り
「
勘

当
」
す
る
の
で
あ
る
。
勘
当
さ
れ
て

も
別
に
構
わ
な
い
が
、
経
済
的
に
困

る
。
日
本
の
法
律
で
は
財
産
の
半
分

は
子
供
た
ち
が
、
四
人
い
れ
ば
八
分

の
一
ず
つ
貰も

ら

え
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
自
分
で
つ
く
っ
た
財
産
だ
か

ら
誰
に
ど
う
分
け
よ
う
が
自
分

の
勝
手
で
よ
い
と
私
は
思
う
が
、

日
本
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

全
額
ど
こ
か
に
寄
付
を
し
て
も
よ

い
で
は
な
い
か
。
父
親
と
息
子
の
関

係
に
は
い
つ
も
財
産
が
か
ら
む
。

　
父
と
息
子
の
関
係
だ
け
で
は
な

イ
ラ
ス
ト
／
田
沢
ケ
ン

イ
ラ
ス
ト
／
田
沢
ケ
ン

は
、
教
師
を
天
職
と
心
得
、
生
徒
を

教
え
導
く
こ
と
に
真
摯
な
情
熱
を
さ

さ
げ
た
母
の
姿
だ
っ
た
。
家
族
の
寝

静
ま
っ
た
夜
更
け
に
こ
つ
こ
つ
と
ガ

リ
版
刷
り
の
教
材
を
作
り
、
生
徒
の

テ
ス
ト
結
果
の
採
点
に
没
頭
し
て
い

た
母
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
語
り
伝
え
ら
れ
た
十
代
の
こ
ろ
の

母
の
天
衣
無
縫
な
生
き
方
に
私
が
惹ひ

か
れ
る
の
は
、
当
時
の
母
が
体
現
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
健
康
な
体
、
利
発

さ
、大
ら
か
な
気
性
、勇
気
と
ユ
ー

モ
ア
の
精
神
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
全
て
同
じ
年
ご
ろ
の
私
に

欠
け
て
い
た
要
素
な
の
だ
。
宝

塚
歌
劇
団
の
男
役
ス
タ
ー
に

も
ろ
手
を
挙
げ
て
あ
こ
が

れ
る
よ
う
に
、
十
代
の
幻

の
母
と
向
き
合
う
と
き
、

私
は
や
っ
と
、
女
ざ
か
り
の

母
が
ゆ
く
り
な
く
も
娘
の
私

の
前
に
さ
ら
け
だ
し
た
女
の

も
ろ
さ
、
し
た
た
か
さ
か

ら
目
を
そ
ら
し
、
ほ
っ
と

で
き
る
の
だ
ろ
う
。

父と息子母を恋ううた
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テリー 寺
てら

本
もと

PADI コース・ディレクター

河
こう

野
の

  真
ま

由
ゆ

美
み

English-Japanese conversation exchange in the city

「会 WA」参加者募集のお知らせ

JET プログラムの経験者でつくる JETAA 西オース

トラリア支部では、気軽に英日会話が楽しめる交流

会を定期的に行っています。参加費はゴールドコイ

ンで ( おつまみ代となります )。今後の開催予定は

以下の通りです。ふるってご参加下さい。

*

会 WA is held from 5:30pm on Thursday every 

two weeks in the function room at 43 Below. A 

gold coin donation is encouraged to pay for food!

*

Date: February 10 & 24 2011

Time: from 5:30pm(you don't have to be there on time!)

Venue: 43 Below (corner of Hay & Barrack)

*

問い合わせ先／ Inquiries

ニック（Nick）

Tel: 0408-083-131 / president@jetaawa.com
18+ only ; photo ID required

ベルト・ワイン地区はかなり昔からス

トーンフルーツ（スモモ、モモ、リンゴ、

アプリコット、ネクタリンなど）で有

名でした。メイソン・ファミリーはそ

の果樹園を買い取り、ヴィンヤードに

切り替えていきました。1998 年に始め

てまだ比較的新しいワイナリーですが、

高品質のワインで知られています。セ

ラードアでのテイスティング、レスト

ランからの素晴らしい眺めを楽しみな

がらのランチはお勧めです。

◇ Sparkling White Wine　＄22

 Chardonnay で造られていて、程よい 

 酸味とフルーツの甘味のバランスが 

 良い。

◇ Verdelho 2009　＄20

 飲みやすい香りの豊かなヴァデロ。 

 どんな食事にも邪魔にならない。

◇ Shiraz 2007　＄20

 ホワイトペパーの香りがほのかにあり、 

 タンニンのバランスの良いシラーズ。

◇ Merlot 2007　＄20

 今飲んでも楽しめますが、数年寝か 

 せておけるメローです。

　このセラードアはメイン道路に面し

ており、分かりやすいのでワイナリー

巡りをされるとき、お薦めの一つです。

■ Queensland College of  Wine 
Tourism（クイーンズランド・ワイン

ツーリズム・カレッジ）
　2007 年３月に開校されたばかりのワ

インとツーリズムを学べるカレッジ。

州政府、クイーンズランド州ワイン業

界、旅行業界、州政府雇用局、州政府

農業開発および投資局、各大学などが

後援に名を連ねており、とても活気の

ある様子でした。

　セラードアもあり、学校で造ったワ

インのテイスティング、販売もやって

います。クッキング教室では指導教官

のシェフの下で、実際のキッチンでき

びきびと楽しそうに何人もの生徒が働

いていました。レストランではサーヴィ

ス係の生徒がテーブルセットをしたり、

予約の確認をしたりしていました。

　このカレッジは、現在はクイーンズ

ランド州各地からの生徒が中心ですが、

これからはよその州や外国からの留学

生も視野に入れているそうです。将来

性のある明るいカレッジという印象を

受けました。

　読者の皆さん、パースの夏をいかがお過ごしですか？　今月は、ツアーに参加される

お客さまに必ずといってよいくらいよく聞かれる質問、「適正ウエイト量」についてお話

しします。これからオーストラリア国内、またアジアを潜りながら旅行される方も多い

と思います。お店でレンタルする器材によってウエイトの量は変わってきます。器材や

ダイビングスタイルを無視してウエイト量を調節していては、せっかくのダイビングも

楽しめません。

　ダイビングする前にそれぞれに合った

ウエイトに調整することの大切さは、オー

プンウォーターコースの時に担当インス

トラクターからしっかり教わっていると

思います。きちんと調節されていないと重

過ぎてうまく中性浮力が取れなくなって

しまい、海底を這（は）って水中動生物を

傷つけてしまったり、体力や空気を無駄に

消費してしまいます。反対に軽過ぎるとう

まく潜行できず、ボートやビーチまでウエ

イトを取りに行く羽目になります。

　まず最初に、ダイビングのスタイルに

よって適正ウエイト量が変わるというこ

とを忘れないでください。例えば浅い深度

に長い時間とどまるフィッシュウォッチ

ングをする時。この場合、適正ウエイトで

はダイビング後半に体が浮き気味になっ

てきます。これはタンクのエアの重さが、

呼吸することによって軽くなっていくか

らです。200 気圧に充填された 10L のタン

クを残圧 50 気圧まで消費すると、約 1.8kg

軽くなるそうです。この例からも分かるよ

うに、適正ウエイト量に最低でも１kg は

重めにウエイト量を調節する必要があり

ます。水深 20 ｍ前後までの通常のダイビ

ングならウエイトを重めにする必要はあ

りません。これは水圧によって減ったウ

エットスーツの浮力は、完全に回復するの

にかなりの時間がかかるので、浅い深度に

戻ったとしても、ダイビングスタート時よ

りも１kg ほどのマイナス浮力の現象が続

くからです。

　次に、器材の変化によっても適正ウエイ

トは変わってきます。まずタンク素材。タ

ンクの材質にはアルミとスチールの２種類

あります。普段アルミタンクでダイビング

をしている人は、同容量のスチールタンク

を使って潜る場合、２kg のウエイトを減ら

すということを覚えておいてください。こ

れは、海水中のアルミタンクはスチールタ

ンクより２kg 軽いからです。また、アル

ミタンクは残圧 100 くらいでほぼ中性浮力

となり、残圧 100 を切るとプラス浮力とな

り浮きやすくなるので、おなかのマジック

テープと胸についているバックルをしっか

り留めておきましょう。スチールタンクの

場合は空になるまで吸ったとしてもマイナ

ス浮力なので問題ありません。

　ほかには、ウエットスーツは劣化によっ

て浮力が小さくなっていきます。通常は 30

本から 50 本程度のダイブ数で、新品の時

より約１kg の浮力の減少が見られるといわ

れているので、それに合わせてウエイト量

を減らしていく必要があります。反対に新

しくウエットスーツを購入した場合には、

今までよりも１〜２kg ウエイトを増やして

潜ることを忘れないでください。また防寒

のためのフードやベストもウエットスーツ

と同じ素材を使用しているので、ウエイト

量を増やすのを忘れないでください。まだ

自分の適正ウエイト量を把握できてない人

は、使ったウエットスーツのタイプとウエ

イトの量を、今後の参考のために毎回ログ

ブックに書き留めておきましょう。

連 載
その 68 オーストラリア・ワインの話ダイビング・コラム

　クイーンズランド州の内陸にあるグ

ラナイト・ベルト・ワイン地区（Granite 

Belt Wine Country: GBWC） は 以 前

にも述べましたように、正式にワイン

生産地として認証されたのはごく最近

（2008 年）のことです。しかし、その歴

史は古く 1860 年代に遡（さかのぼ）り

ます。約 50 軒あるワイナリーのうち 16

軒が今回、ジェームズ・ハリデイ（James 

Halliday）氏の 2011 年版『オーストラリ

アン・ワイン・コンパニオン（Australian 

Wine Companion）』で 4.5 スターをもら

いました。クイーンズランド・ワイン

にとっては画期的出来事といえます。

ほかのクイーンズランド各地（主に内

陸の北）にもワイナリーがありますが、

ここ GBWC がその約半数を占めて量的

にも質的にも中心といえます。

　ここのワイナリーのご案内を続けます。

■ Robert Channon Wines（ロバー
ト・シャノン・ワインズ）

　1998 年にスタートしたワイナリーで

すが、見渡す限りの広いヴィンヤード、

カフェの近くに大きな池（小さな湖）

があり、放牧の数頭の馬とともになん

とものどかな風景です。テイスティン

グ・グラスを傾けつつランチを楽しみ

ながら、この光景の中にいると時間を

忘れてしまいそう。時折、テイスティ

ングだけに立ち寄る人たちも三々五々。

◇ Sparkling Chardonnay　＄24.50

 程よい甘味のあるスパークリング。 

 軽いお食事のアペリティフに。

◇ Verdelho 2009　＄27.50

 ジェームズ・ハリデイ氏も太鼓判を 

 押したお薦めヴァデロ。エレガント。

◇ Pinot Gris 2009　＄24.50

 どんな食事にも相性の良いピノ・グ 

 リ。コールドミートサラダなどに。

◇ Merlot 2002　＄18.50

 飲みやすく、少し軽めのメロー。

◇ Shiraz 2005　＄16.50

 軽めに造られているシラーズ。

◇ Cabernet Sauvignon 2005　＄20.00

 香り豊かに造られています。

◇ Reserve Cabernet Sauvignon　＄35.00

 たまに良いワインを…というときに。

■ Mason Wines（メイソン・ワインズ）
　このワイナリーは家族経営です。前

にも書きましたが、このグラナイト・

★覚えておくと便利！★

＊ 新品のウエットスーツ＝プラス１kg

＊ アルミタンクからスチールタンク＝マイナス２kg

＊ 浅い深度で長時間ダイブ＝プラス２kg

＊ 浅い深度で水中写真＝プラス３kg

＊ 深い深度で水中写真＝プラス１kg

＊ ５mm のワンピースから３mm のワンピース＝マイナス２kg
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ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
毎
日
を
何
げ

な
く
生
き
て
い
る
。
そ
れ
で
い
い
。

し
か
し
、
い
つ
か
あ
な
た
も
通
る
道

を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、
人
々
へ
の

思
い
や
り
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う

と
思
う
。

「
日
本
が
ん
楽
会
」
の
活
動
（
４
）

『
が
ん
教
育
講
座
』
⑵

　
先
月
号
で
講
座
の
年
間
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
う
ち
、
第
２
回
目
ま
で

の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
た
が
、
３

回
目
は
予
定
を
変
更
し
「
タ
ン
パ
ク

質
」
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の

記
事
が
出
る
頃
に
は
第
４
回
目
の

「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
」
を
や
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

　
ど
う
し
て
タ
ン
パ
ク
質
の
講
座

を
増
や
し
た
か
と
い
え
ば
、
私
た
ち

の
体
に
と
っ
て
タ
ン
パ
ク
質
ほ
ど

深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
も
の

は
少
な
く
、
全
て
の
病
気
に
タ
ン
パ

ク
質
が
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
最
近
の
薬
学
研
究
に
は
タ

ン
パ
ク
質
研
究
が
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
て
、
現
在
も
未
来
も

タ
ン
パ
ク
質
研
究
者
か
ら
多
く
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
出
て
く
る

だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
る
。

　
動
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
種
の
保
存

（
複
製
）
と
タ
ン
パ
ク
質
を
作
る
た

め
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
細
胞
を

分
裂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
命
を
支

え
続
け
、
次
の
命
へ
と
つ
な
げ
て
い

く
。
一
方
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
は
タ
ン
パ

ク
質
を
作
る
た
め
の
設
計
図
が
書

か
れ
て
お
り
、
そ
の
設
計
図
に
よ
っ

て
細
胞
内
の
リ
ボ
ソ
ー
ム
で
タ
ン

パ
ク
質
が
作
ら
れ
る
。
タ
ン
パ
ク
質

は
、
20
個
の
ア
ミ
ノ
酸
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

設
計
図
通
り
に
組
み
合
わ
さ
れ
て

作
ら
れ
る
（
ア
ミ
ノ
酸
の
種
類
は
多

い
が
、
タ
ン
パ
ク
質
を
構
成
す
る
の

は
限
ら
れ
た
20
種
で
あ
る
）。
最
近
、

設
計
図
が
あ
る
の
に
タ
ン
パ
ク
質

を
作
ら
な
い
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
部
分
が
あ

る
こ
と
が
発
見
さ
れ
、
今
後
は
新
た

な
展
開
も
予
測
さ
れ
て
い
る
。

 

　
タ
ン
パ
ク
質
と
い
う
と
３
大
栄

養
素
、
５
大
栄
養
素
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
人
々
は
タ
ン
パ
ク
質
と
い
う
と

肉
と
か
卵
を
想
像
し
て
し
ま
う
も

の
だ
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
間
違
い
で

は
な
い
の
だ
が
、
タ
ン
パ
ク
質
は
何

種
類
あ
る
と
思
い
ま
す
か
と
問
え

ば
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
正
確
に
は
答

え
ら
れ
な
い
。
人
体
に
は
２
０
０
の

器
官
、
臓
器
が
あ
る
が
、
そ
の
ど
れ

も
違
っ
た
タ
ン
パ
ク
質
で
で
き
て

い
る
。
分
か
り
や
す
く
言
う
と
、
焼

き
肉
を
思
い
出
せ
ば
よ
い
。
牛
、豚
、

鶏
肉
な
ど
の
モ
ツ
の
種
類
は
多
い
。

心
臓
「
ハ
ツ
」、
動
脈
「
コ
リ
コ
リ

（
心
臓
付
近
の
動
脈
）」、
肝
臓
「
レ

バ
ー
」、胃
「
ミ
ノ
（
牛
の
第
一
胃
）」

「
セ
ン
マ
イ
（
牛
の
第
三
胃
）」「
砂

肝
」、
腎
臓
「
マ
メ
」、
横
隔
膜
「
ハ

ラ
ミ
」、
大
腸
「
テ
ッ
チ
ャ
ン
」、
舌

「
タ
ン
」、ア
キ
レ
ス
腱
（
け
ん
）「
ス

ジ
」、
尾
「
テ
ー
ル
」、
豚
足
「
ト
ン

ソ
ク
」
な
ど
な
ど
挙
げ
れ
ば
き
り
が

な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
モ
ツ
で
は
な
く
ロ
ー

ス
や
バ
ラ
肉
し
か
食
さ
な
い
と
い

う
方
も
お
ら
れ
る
。
そ
の
い
ず
れ
も

大
き
く
食
感
が
違
う
こ
と
に
お
気

づ
き
だ
ろ
う
。
肉
も
モ
ツ
も
細
胞
で

あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
タ
ン
パ
ク

質
が
占
め
る
。
ヒ
ト
の
60
兆
か
ら

生
き
る
と
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か

（
そ
の
８
）
最
終
章

中な
か
は
ら原

　
武た
け
し志

連
載

第
14
回

　
先
日
、
友
人
に
「
あ
な
た
は
子
育

て
に
つ
い
て
そ
ん
な
に
よ
く
知
っ

て
い
る
か
ら
、
あ
ん
な
に
長
男
く

ん
は
い
い
子
な
の
ね
？
」
と
お
褒

め
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
が
、
私

は
思
わ
ず
ふ
き
出
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
違
う
ん
で
す
！
　
長
男
く

ん
に
は
傷
つ
け
ら
れ
、
落
ち
込
ま

さ
れ
、
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら

な
い
か
ら
、
一
生
懸
命
勉
強
し
て

子
供
を
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い

と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
こ

の
コ
ラ
ム
の
お
話
が
あ
っ
た
時
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
日
本
語
の
育

児
書
を
手
に
入
れ
る
機
会
が
な
い
、

あ
っ
て
も
仕
事
で
本
な
ん
て
開
い

て
い
る
余
裕
が
な
い
、
と
い
う
方
々

の
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て

た
ら—

と
い
う
思
い
で
引
き
受
け

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
男
の
子
の
子
育
て
に

つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
う
ち
の
長
男
が
３
歳
に
な
っ
た

年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
、
私
は
１
歳

の
次
女
の
世
話
が
大
変
な
の
で
、

長
男
を
見
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味

も
込
め
て
、
Ｓ
ｔ
ｅ
ｖ
ｅ
　
Ｂ
ｉ

ｄ
ｄ
ｕ
ｌ
ｐ
ｈ
（
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ビ
ダ
ル
フ
）
著
『
Ｒ
ａ
ｉ
ｓ
ｉ
ｎ

ｇ
　
Ｂ
ｏ
ｙ
ｓ
』
と
い
う
本
を
主

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
著

者
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
で
す
。

そ
の
本
を
読
ん
だ
主
人
は
、
悟
っ

た
よ
う
に
「
男
の
子
に
は
父
親
か
、

も
し
く
は
自
分
の
モ
デ
ル
と
な
っ

１
０
０
兆
と
い
わ
れ
る
膨
大
な
数

の
細
胞
内
に
は
全
く
同
じ
Ｄ
Ｎ
Ａ

が
存
在
し
、
同
じ
働
き
を
し
て
い
る

の
だ
が
、
形
や
姿
が
違
う
。
こ
れ
ら

は
タ
ン
パ
ク
質
が
異
な
る
か
ら
で

も
あ
る
。

　
ヒ
ト
の
タ
ン
パ
ク
質
は
、
最
新
の

研
究
で
は
す
で
に
10
万
種
は
同
定

さ
れ
て
い
て
、
も
っ
と
多
く
の
タ
ン

パ
ク
質
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い

る
。
多
く
の
病
気
は
、
タ
ン
パ
ク
質

の
異
常
に
よ
っ
て
発
生
す
る
。
難
病

に
指
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
病
気

の
ほ
と
ん
ど
も
タ
ン
パ
ク
質
の
異

常
が
原
因
で
あ
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
設
計

図
通
り
に
ア
ミ
ノ
酸
が
組
み
合
わ

さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
丸

く
収
ま
る
か
に
よ
っ
て
も
大
き
く

性
質
が
異
な
る
。
狂
牛
病
で
知
ら
れ

る
プ
リ
オ
ン
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ
っ
て

正
常
に
作
ら
れ
た
タ
ン
パ
ク
質
が
、

丸
く
収
ま
る
形
が
違
っ
た
だ
け
で
、

あ
の
よ
う
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
。

ヒ
ト
の
プ
リ
オ
ン
病
に
は
、
異
常
プ

リ
オ
ン
が
脳
内
に
入
っ
て
起
こ
る

「
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
」

と
い
う
致
死
性
の
病
気
が
あ
る
。
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
虹
の
会
の
活
動
を

通
し
て
知
り
合
っ
た
神
奈
川
県
の

女
性
が
こ
の
病
に
か
か
っ
て
ご
く

短
期
間
の
う
ち
に
意
識
が
な
く
な

り
、
一
度
も
意
識
が
戻
ら
な
い
ま
ま

他
界
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
恐
ろ
し
さ

を
知
っ
て
い
る
。

　
体
は
分
子
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
。
酵
素
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
が
そ

の
分
子
の
働
き
を
促
し
、
人
体
と
い

う
化
学
工
場
を
動
か
し
て
い
る
と

単
純
に
考
え
る
と
分
か
り
や
す
い

か
も
し
れ
な
い
。

　
現
在
最
先
端
の
が
ん
医
療
薬
は

タ
ン
パ
ク
質
研
究
に
よ
っ
て
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
る
し
、
が
ん
ワ
ク

チ
ン
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
が
ん

の
種
類
ご
と
に
異
な
る
ペ
プ
チ
ド

を
割
り
出
し
、
そ
の
ペ
プ
チ
ド
の

鍵
穴
に
合
う
ペ
プ
チ
ド
で
が
ん
を

抑
え
込
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
、
そ
の

「
が
ん
」
に
関
連
す
る
タ
ン
パ
ク
質

の
「
分
子
」
が
特
定
で
き
れ
ば
、
分

子
標
的
剤
と
い
わ
れ
る
抗
が
ん
剤

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
タ
ン
パ
ク

質
う
ん
ぬ
ん
と
い
う
新
聞
記
事
や
、

ネ
ッ
ト
記
事
を
見
か
け
た
ら
関
心

を
持
っ
て
深
く
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
る
。

 

　
さ
て
、
私
た
ち
が
毎
日
食
べ
た
も

の
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う

か
。
口
か
ら
入
っ
た
も
の
は
胃
で
あ

る
程
度
分
解
さ
れ
、
小
腸
で
消
化
さ

れ
て
、
そ
の
後
に
血
管
を
経
て
各
細

胞
に
届
け
ら
れ
る
。
一
言
で
言
え

ば
、
食
べ
た
も
の
は
ア
ミ
ノ
酸
の
段

階
ま
で
分
解
さ
れ
て
か
ら
吸
収
さ

れ
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン

を
い
く
ら
食
べ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

膝
（
ひ
ざ
）
や
肘
（
ひ
じ
）
の
痛
み

に
効
く
は
ず
が
な
い
。
第
一
、
体
内

で
最
も
た
く
さ
ん
作
ら
れ
る
タ
ン

パ
ク
質
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
で
あ
る
か

ら
、
正
常
な
生
活
を
し
て
い
る
限
り

コ
ラ
ー
ゲ
ン
不
足
に
は
な
ら
な
い
。

健
康
食
品
を
買
う
際
に
は
、
こ
の
よ

う
な
常
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
と
、
無
駄
金
を
払
う
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。
毎
日
の
食
べ
物
は
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
設
計
図
通
り
に
タ
ン
パ
ク

質
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

「
材
料
」
の
補
給
を
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
偏
ら
な
い
食
事
、

食
べ
過
ぎ
な
い
こ
と
が
理
想
だ
と

い
え
る
。
あ
と
は
、
体
に
任
せ
る
し

か
な
い
。
あ
の
時
、
あ
れ
が
原
因
で

が
ん
に
な
ど
と
い
う
憶
測
は
無
駄

で
あ
る
。
が
ん
は
、
10
年
20
年
も
経

（
た
）
っ
て
初
め
て
検
査
で
分
か
る

大
き
さ
（
約
１
セ
ン
チ
）
に
な
る
の

だ
か
ら
。
が
ん
の
告
知
を
受
け
て
か

ら
で
は
な
く
、
基
本
的
な
「
が
ん
知

識
」
は
、
ぜ
ひ
身
に
付
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
毎
夜
電
話
で
の
「
が
ん
相
談
」

を
受
け
付
け
て
い
る
が
、
最
近
と

み
に
相
談
が
多
く
な
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
多
く
の
が
ん
患
者
が

悩
ん
で
い
る
。
患
者
は
医
師
に
聞

け
な
い
、
医
師
は
本
音
で
患
者
に

言
え
な
い
。
話
を
聞
い
て
、
医
師

と
患
者
の
仲
立
ち
の
役
割
を
し
て

い
る
の
が
私
た
ち
の
活
動
で
も
あ

る
。
欧
米
で
は
、
こ
の
よ
う
な
役

割
を
担
う
制
度
が
あ
る
の
だ
が
、

わ
が
国
に
は
ま
だ
な
い
。

て
く
れ
る
男
性
が
必
要
だ
！
」
と

繰
り
返
し
て
言
い
ま
し
た
。
私
の

耳
に
は
タ
コ
が
で
き
て
し
ま
い
、

は
い
は
い
と
流
し
て
は
い
ま
し
た

が
、
い
つ
か
は
読
む
必
要
の
あ
る

本
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
去
年
の
10
月
に
日
本
に
帰
国
し

た
時
に
、
男
の
子
に
関
す
る
本
が

読
み
た
い
と
思
い
書
店
に
行
き
ま

し
た
が
、
２
〜
３
冊
し
か
あ
り
ま

せ
ん
…
。
ま
あ
こ
れ
は
読
み
や
す

い
か
も
し
れ
な
い
？
と
手
に
取
っ

た
『
男
の
子
っ
て
、
ど
う
し
て
こ

う
な
の
？—

ま
っ
と
う
に
育
つ
九

つ
の
ポ
イ
ン
ト
』（
草
思
社
）
を
購

入
し
ま
し
た
。
パ
ー
ス
に
帰
り
、

さ
て
読
も
う
か
な
と
著
者
紹
介
か

ら
見
て
い
く
と
、
な
ん
と
こ
れ
は

主
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
本
の
日

本
語
版
で
し
た
（
菅
靖
彦
訳
）。
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
ビ
ダ
ル
フ
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
心
理
学
者
で
、
20
年

以
上
家
族
の
問
題
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
彼
の
出
版
し
た
本
６
冊

は
全
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、

14
カ
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
こ
れ
で
英
語
の
本
は
読

ま
な
い
で
済
ん
だ
！
と
う
き
う
き

し
な
が
ら
読
み
始
め
る
私
で
し
た
。

　
今
ま
で
全
然
聞
い
た
こ
と
も
な

い
よ
う
な
新
鮮
な
内
容
で
、
し
か

も
自
分
が
欲
し
て
い
た
情
報
な
の

で
、
内
心
で
「
ビ
ン
ゴ
！
」
と
叫

ん
で
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

男
の
子
は
難
し
い
、
何
を
考
え
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
い
！
と
思
う

方
は
、
母
親
で
も
父
親
で
も
こ
の

本
を
購
入
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
国
際
結
婚
の
ご
夫
婦
は
英

語
版
、
日
本
語
版
と
２
冊
あ
っ
た

ら
、
子
育
て
に
関
し
て
話
し
合
い

を
す
る
際
に
非
常
に
役
に
立
つ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
本
の
内
容
に
関

し
て
は
何
回
か
に
分
け
て
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は

男
の
子
の
成
長
段
階
に
つ
い
て
の

話
で
す
。

男
の
子
の
成
長
に
は
３
つ
の
段

階
が
あ
る

① 

最
初
の
段
階—

誕
生
か
ら
６
歳

ま
で

　
主
と
し
て
母
親
に
べ
っ
た
り

第４回

男の子が分かる本

く
っ
つ
い
て
い
る
時
期
。
父
親
も

大
き
な
役
割
を
果
た
す
が
、
主
役

は
母
親
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
目

的
は
、
深
い
愛
情
と
安
心
感
を
与

え
、
子
供
を
人
生
に
温
か
く
迎
え

入
れ
て
や
る
こ
と
。

② 

第
二
段
階—

６
歳
か
ら
14
歳
ま
で

　
子
供
が
内
的
な
衝
動
に
駆
ら
れ

て
、
男
に
な
る
こ
と
を
学
び
始
め
、

興
味
や
活
動
の
範
囲
を
広
げ
る
た

め
に
父
親
に
目
を
向
け
る
時
期
。

こ
の
段
階
の
目
的
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
態
に
対
応
す
る
能
力
と
技
術

を
身
に
付
け
る
一
方
で
、
親
切
心

や
陽
気
さ
を
養
い
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
人
間
に
な
る
こ
と
。
こ
の

時
期
、
少
年
は
男
で
あ
る
こ
と
に

満
足
と
喜
び
を
感
じ
る
。

③ 

最
後—

14
歳
か
ら
成
人
に
至
る

ま
で

　
一
人
前
の
男
に
な
る
旅
を
や
り

終
え
る
た
め
に
、
少
年
が
同
性
の

信
頼
で
き
る
年
上
の
相
談
相
手
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
必
要
と
す
る
時

期
。
マ
マ
と
パ
パ
は
一
歩
後
に
引

く
が
、
良
き
相
談
相
手
を
何
人
か

得
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
て

や
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
時
期
の

目
的
は
、
大
人
の
世
界
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
技
術
や
責
任
感

や
自
尊
心
を
養
う
こ
と
。

　
著
者
に
よ
る
と
、
少
年
た
ち
を

め
ぐ
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
、
例
え

ば
ぶ
し
つ
け
な
振
る
舞
い
、
学
校

で
の
や
る
気
の
な
さ
、
酔
っ
払
い

運
転
と
い
っ
た
も
の
は
、
私
た
ち

が
こ
れ
ら
の
成
長
の
段
階
に
無
知

で
、
適
切
な
時
期
に
適
切
な
刺
激

を
与
え
な
か
っ
た
ゆ
え
に
生
じ
て

い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
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元・天王寺動物園長　中
なかがわ

川 哲
て つ お

男

Part 59　「鴛
えんおう

鴦・オシドリ」

野生のオシドリ

　オシドリは動物園や鳥類園で最も人

気のあるきれいなカモで、知らない人

はいないくらいです。しかし、野生の

オシドリを見た人はそう多くはないと

思います。

　私がバードウォッチングで野生のオシ

ドリを初めて見たのは 20 年以上も前で、

神戸の布引貯水池と河内長野の滝畑ダム

でした。そのときの印象は警戒心が強く、

マガモ、ヒドリガモ、オナガガモ、カル

ガモなどと比べると全く人を寄せ付け

ず、気高い感じがしました。そのオシド

リがなんと私の住んでいる自宅から 200

ｍほど離れた御陵の堀にいることをバー

ドウォッチャーが教えてくれたのは、２

年前の 2009 年冬のことでした。それは

私にとってびっくりするような出来事

で、大変興奮したのを覚えています。早

速探鳥に出かけましたが、探すコツを知

らなかったのか２〜３羽しか見つけるこ

とができませんでした。

　そして去年 2010 年の冬には、堀の北

側（木が鬱蒼［うっそう］と茂っており

終日日陰で人が近づけない）で 40 〜 50

羽のオシドリを見つけました。一昨年の

少なさは行動や生態の不勉強と、堀の北

側を塒（ねぐら）にしていることを知ら

なかったからです。

西陵古墳

　私が住む大阪の泉南地域は古墳や御陵

の多いところです。御陵によって棲（す）

んでいる鳥の種類が違っています。オシ

ドリが棲む御陵は西陵（さいりょう）古

墳といい、冬鳥としてオシドリのほか、

カルガモ、ホシハジロ、コガモ、ハシビ

ロガモ、オオバンがいますが、ここより

１km 北にある宇度墓（うどはか）古墳

には代わりにヒドリガモ、マガモ、ヨシ

ガモが多く、オシドリやカルガモ、コガ

モはいません。双方の古墳を見てみると

宇度墓古墳はよく手入れされており、脇

に通行量のある町道がありますが、西陵

古墳は周りを畑に囲まれ、管理する人も

なく人の通りもありません。警戒心の強

いオシドリやコガモにはうってつけのロ

ケーションになっているようです。

　オシドリの塒は川や湖沼の岸辺の鬱蒼

と茂った森で、樹上で休みます。産卵も

育雛（いくすう）も木の洞を利用し、孵

化（ふか）したヒナは数メートルの高さ

の洞から飛び降りて着水します。私が一

昨年、オシドリを見つけられなかったの

は、水際の森を十分に探索しなかったこ

とと、オシドリの活動時間が早朝と夕方

で、日中は森に隠れているか、どこかに

採餌に行っているかで見つけられなかっ

たのだと思います。

オスも夏には地味に

　オシドリというときれいな羽色（う

しょく）を思い浮かべますが、キジやカ

モの多くはオスとメスで羽色が全く違い

ます。オシドリ、マガモ、コガモ、ヨシ

ガモ、オナガガモ、ヒドリガモ、クジャ

ク、ニホンキジ、コウライキジ、ニジキ

ジ、キンケイなどはオスがきらびやかで

メスは地味な羽色をしています。これを

性的二形（せいてきにけい）（注１）とい

い、オスは繁殖期にはより美しく羽や鶏

冠（とさか）、肉垂れを目立たせ、メス

を引き付けます。これに反してメスは産

卵、巣籠（ご）もり、育雛という大事な

仕事を持っているため、地味な羽色でカ

ムフラージュのようにしてつとめて目立

たず、種の保存の役目を担っています。

　しかし、オシドリのメスも同様に地味

ですが、他のカモのメスと違っていささ

か美しい羽色をしています。艶やかなグ

レーの羽色に目の周りと目尻に白いライ

ンが入って古代エジプト壁画の女性のメ

イクアップを彷彿（ほうふつ）させます。

　オスの姿形（しけい）の特徴は羽冠（う

かん＝冠羽ともいう）と銀杏羽（いちょ

うば）です。銀杏羽は剣羽（つるぎば）

とか想羽（おもいば）ともいいますが、

１番目の三列風切（さんれつかぜきり）

が変化したものです。オスの羽色が最も

きれいな時期は冬ですが、春の繁殖期を

終えて夏になるとオスの特徴ある羽冠も

銀杏羽も抜け落ちして、メスと同様の羽

色に変わります。これをエクリプス（注２）

といいます。

　ここ数年、冬になるとオシドリが飛来

し、春まで居ついて目を楽しませてくれ

ますが、塒にさえ近づかなかったら毎年

見ることができます。多くの方にこのこ

とを教えてやりたいのですが、あまり広

く知られてしまうと荒らされて、きっと

オシドリがどこかへ行ってしまうのでは

ないかと不安に駆られます。

注１：性的二形＝雌雄異体（しゆういたい） 

 の動物において、主として外部的に現 

 れる形質（体格、体型、色彩など）が 

 オス、メスの性によって異なる現象。

注２：エクリプス＝カモ類のオスは羽色が美 

 しいが、繁殖期が過ぎると美しい羽は 

 役目を終え、換羽（かんう）し、メス 

 と同様の地味な羽色に変化する。この 

 状態をエクリプスという。

羽冠

三列風切

次列風切

初列風切
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OINTMENT OF THE MONTH: 今月の軟膏

LUCAS' PAPAW OINTMENT
ルーカス パパウ オイントメント

This month we feature a 
universal ointment that has 
been loved by Australian 
families for over a 
hundred years.

Lucas' Papaw 
Ointment is a 100% 
Australian product, 
made in Brisbane 
from fresh 
Queensland 
papayas.

The papain 
enzyme 

contained in 
papayas has an 

antibacterial effect and, because it is made 
from plants, this ointment can be safely 
used on everyone, from adults to children.

Lucas' Papaw Ointment combats skin 

　今月は 100 年以上前からオーストラリ

アの家庭で愛用されている万能軟膏（な

んこう）を紹介します。

　このルーカス パパウ オイントメント

はクイーンズランドで育った新鮮なパパ

イアを使い、ブリスベンで製造されてい

る純国産品です。

　パパイアに含まれるパパイン酵素は

消毒作用があり、また植物を原料とし

ているので子供から大人まで安心して

使えます。

　肌荒れ、すり傷、切り傷、やけど、虫

さされ、日焼け後のお手入れ、赤ちゃ

んのおむつかぶれなどに。ちなみに私は

リップバームとして使用しています。唇

に塗っても気にならない程度のパパイア

の香り、色は黄味がかっていますが、塗

ると透明になるので口紅の色を邪魔しま

せん。

　 サ イ ズ は ３ タ イ プ で、25g の ハ ン

ディータイプ、75g、200g の容器入りが

あります。薬局やお近くのスーパーマー

ケットで購入できます。

　真っ赤な容器がかわいくて、そこに黒

い文字がちょっとレトロ。オーストラリ

アのお土産としても喜ばれるかもしれま

せんね。

　いろいろな場面で活躍してくれるルー

カス パパウ オイントメント、ぜひ一度

お試しください。

25g handy size tube   A$6.95

75g jar A$13.95

200g jar A$24.95

www.lucaspapaw.com.au

by Wallaby You

irritations, abrasions, cuts, burns, 
insect bites, sunburn and 

nappy rash. I use it as a lip 
balm, incidentally! It has a 
papaya fragrance, which is 
not overpowering even when 
spread on the lips, and a yellow 
colour that turns transparent 
when applied, so it won't cut in 
on your lipstick.
It comes in three sizes: a 25-

gram handy-size tube and 75- and 
200-gram jars, and can be purchased in 
pharmacies or your local supermarket.

Its bright red containers are distinctive 
with their retro-style black text. Lucas' 
Papaw Ointment might just make the 
perfect Australian souvenir!

It is effective in all kinds of 
circumstances, so why not give it a try?

more information
www.awanavi.jp/english/index.html

After dinner, those who are not too full on 
food can accompany a local storyteller who 
lights up paper lanterns and takes everyone up 
the shadowy hillside road. It is a Yokai night 
walk, and there are several stops during the one-
hour stroll to hear stories of the local folklore 
goblins that roam the mountains. 

Each guest is given a paper lantern with 
a candle, and in the dark of the night, the 
luminosity of the fl ame brings to life the Yokai. 
Where the group stops for storytelling, there 
are Yokai statues with striking carvings and 
charming paintwork to accompany the tale. The 
lanterns are the only light on the streets, and the 
river below provides enough atmospheric sound 
to think the Yokai could indeed be real. 

Indeed, the traditional aspect of this area is 
a spectacle, and Tokushima is a place where 
modernised Japan seems detached from the rest 
of the world. 

Storytelling at its fi nest

Getting there
by air
Tokyo(Haneda) → Tokushima  About 70 minutes (6 fl ights a day)
Nagoya → Tokushima  About 1 hour (2 fl ights a day)
Fukuoka → Tokushima  About 70 minutes (2 fl ights a day)
by train
Shin-Osaka Station → Okayama Station / Takamatsu Station 
  → Tokusima Station About 3 hours and 20 minutes
by highway bus
Kyoto Station → Tokusima Station
  About 2 hours and 50 minutes (7 services a day)
Kansai International Airport → Tokusima Station
  About 2 hours and 45 minutes (10 services a day)
Herbis Osaka/Hankyu Umeda → Tokusima Station
  About 2 hours and 30 minutes (7 services a day)

by JR bus
JR Osaka Station → Tokusima Station 
  About 2 hours and 25 minutes
  (20 services a day)

Cooperation: Shikoku District Transport Bureau
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IN JAPAN
Red-hot topics
from JAPAN

A journey through 
nostalgic Tokushima

Part 1
Kate Dzienis

The Shinkansen bullet train ride from Kyoto 
City, through Okayama train station and onto 
the island of Shikoku is scenic and calming, 
showing a vast change from bustling city life 
to the existence of real country living. It is one 
of Japan’s four main islands, but is seldom 
visited by outsiders as the region is traditionally 
a destination for pilgrims visiting its 88 Sacred 
Temples.

I am visiting the Tokushima Prefecture on 
Shikoku, and my first stop is Oboke Koboke, 
nestled in the far west mountains of the region. 
Translation of the area means, respectively, "big 
steps dangerous" and "small steps dangerous", 
an appropriate description of the hazards of 
navigating through the vertical gorges on foot. 

Why Tokushima is one of Japan’s least visited 
regions remains a mystery. The surrounding 
unique greenery, the celebrated bathhouses, and 
the centuries-old temples provide a destination 
of uncanny beauty that individuals can only 
experience in the region.

The local Hotel Sun River Oboke indulges 
travelers with traditional-style Japanese rooms 
that provide panoramic views of the deep 
valleys. Before nightcap, hotel guests can try 
their hand at the Japanese custom of communal 
bathing, followed by relaxation in an outdoor 
hot spring, or onsen. With the onsen outdoors on 
a balcony, travelers can rejuvenate after a long 
day of adventure as the night stars burn brightly 
and the hot spring’s alkaline mineral water 
invigorates the skin. This region is widely known 
for its natural onsens, and by far, they are some 
of the most beautiful I have ever stepped into. 

The hot spring experience

Hotel Obokekyo Mannaka is not far away, and 
again, travelers can treat themselves to traditional-
style rooms and feast on a banquet of local foods. 
For those with adventurous tastebuds, guests can 
try grilled salted river trout roasted on a stick, and 
Dekomawashi, a dish of potato, tofu and konnyaku 
on a bamboo skewer dipped in miso paste. Local 
onabe, or broth, is made at the table, and the dinner 

Food, oh glorious food

As morning sees a fog sit lightly at the tops of 
the mountains, Oboke Koboke shows itself as 
located upstream from the Yoshino River, and 
the deep valley surrounding the ravine provides 
impressive scenery that is both beautiful and 
grand. A charming tatami boat ride along the 
Yoshino provides million dollar glimpses of 
emerald green waters and white rock faces 
thriving at the bottom of the cliffs. After walking 
down numerous steps down to the riverbank and 
hopping on board the boat, I gaze upward, the 
trees turning colour with the onset of autumn, 
and the crisp air leaves my lungs feeling fresh 
and clean. The vertical cliffs look uninhabitable, 
like a picture out of the film Tarzan, while 
secluded one-man beaches pop up every few 
metres. 

Travelers can have lunch along the Yoshino 
River at the Roadside Station’s Nishiri restaurant 
to feast on Iya Soba, a soup characterised by 
thick and short noodles with hints of spring 
onion and delicious local chicken, and just 
metres up the road is the Oboke Yokai Village 
Museum, where there are more than 50 folklore 
goblins on display. The museum was established 
due to the numerous stories of Yokai, or goblins, 
by the elderly in the area, and the most famous 
Yokai in Tokushima is Yagyo-san, a heartless 
goblin who rides a headless horse and kidnaps 
naughty children who don’t do as they’re told by 
their parents. 

Other folklore Yokai on display include 
Hidarugami, a disturbed traveler who died in the 
mountains and teaches explorers to be wary of 
the unknown, as well as Yamajichi, a troll that 
terrorises the mountains. The museum is small 
yet quaint, and an effort has certainly been made 
to make it appealing with all the Yokai sculptures 
and decorations. 

With Oboke Koboke known for its rapids, 
those who are game can find a bigger thrill on 
the river, which turns from a tranquil waterway 
for sightseeing into a rough river of astonishing 
beauty. The torrents are harsh enough for 
whitewater rafting, and eight-person rubber rafts 
provide the experience of a lifetime. Veteran 
guides from Mont-Bell Outdoor Challenge are 
provided to those keen to confront the waters, 
and strenuous beginner’s courses are offered 
before setting off, to learn about safety and the 
procedures. Without fear, six thrill-seekers can 

Travels along the Yoshino River

set off for a journey down the rapids with a 
rescue raft close at hand. 

The adventure is breathtaking, and despite 
getting notoriously soaked, it is certainly an 
experience not to pass up. The scenery is 
splendidly memorable, and the feeling of team 
work is of a high standard when rolling down the 
rapids for two hours; two hours, though, that go 
by too quickly.

hostess treats everyone to nameko mushrooms, 
pickled radishes, and mizuna vegetables. 

The Oboke Koboke region is well suited 
for growing buckwheat due to mountainous 
temperatures, and local buckwheat noodles made 
of good quality soba flour have a strong yet simple 
taste. These noodles appear on the lunch and 
dinner menus at most hotels, and accompany the 
delicacies that fill any hungry belly after a day of 
exploring. 
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➀ 年齢満 20 歳以上の方

➁ 日本国籍をお持ちの方
 （居住国への帰化等により日本国籍を失った方は対象にはなりません）

➂ 海外にお住まいの方
 （住所を管轄する在外公館（大使館・総領事館）の選挙管轄区域内に３か
 月以上お住まいの方（居住期間が３か月未満の方でも登録申請ができるよ
 うになりましたので、在留届の提出と同時に提出していただくことができ
 ます。））

※居住期間が３か月未満の方の申請の場合、在外公館では申請書を一旦お預
　かりし、居住期間の３か月経過時に改めて申請者の方の住所を確認した上
　で、手続きを再開することとなります。この場合、手続再開から在外選挙
　人証の受領まで２〜３か月を要することとなりますのでご注意ください。

日本国内の最終住所地の市区町村に転出した旨の届出（転出届
等）を行っていない方は、先に届出を済ませた上で登録申請を
行ってください。

在外選挙人名簿への登録申請手続は、あなたがお住まいの住所
を選挙管轄している大使館や総領事館の領事窓口で受け付けて
います。

選挙管理委員会で作成された在外選挙人証は登録申請を受け付
けた在外公館での受領の他、在外公館から郵送することも可能
ですので、登録申請時に受領方法を選択してください。

在留届の届出はお済みですか？
在留届は、海外でクーデター、テロ、自然災害等の大規模緊急事
態が発生した際に、在外公館が在留邦人の皆さんの安否確認や、
事件・事故等に遭われた際の支援などを行う際に必要です。渡航
先で３か月以上滞在予定の方は、滞在先の住所を管轄する在外公
館へ在留届の届出が法律で義務付けられています。転居・帰国・
結婚などにより届出事項に変更が生じた場合も、忘れずに届出を
お願いします。
詳しくは外務省ホームページ（http://www.mofa.go.jp/mofaj/
toko/todoke/zairyu/）をご覧ください。在留届は、インター
ネットから簡単に届出ができます（http://www.ezairyu.mofa.
go.jp/）。

＜ご注意＞
日本国籍を失った場合や、帰国後市区町村で転入届を提出し1. 
てから４か月経過した場合は、在外選挙人名簿から登録抹消
されますので、在外選挙を行うことはできません。
また転入届から短期間の滞在の後に再度海外に転出した場合
でも、同様に登録抹消されますので、改めて在外選挙人名簿
への登録申請が必要となります。

申請書には、日本での最終住所地と本籍地を記入する必要が2. 
ありますので、事前にご確認ください。

� 
＜登録後に転居・結婚などで住所・氏名が変わった場合＞

在外選挙人証に記載されている住所や氏名等に変更が生じた場合
は、お住まいの住所を選挙管轄している在外公館を通じて在外選
挙人証の記載事項変更の手続きを行ってください。

＜在外選挙人証の再発行＞

在外選挙人証を紛失したり、市町村合併により登録先の選挙管理
委員会の名称等に変更があった方は、お住まいの住所を選挙管轄
している在外公館を通じて在外選挙人証の再交付申請を行ってく
ださい。

海外から投票するためには、在外選挙人名簿への登録申請を行
い、事前に在外選挙人証を取得しておく必要があります。申請
受付は日本大使館・総領事館（出張駐在官事務所を含む）で行っ
ています。登録申請より在外選挙人証の受領まで２〜３か月を
要しますので、在外選挙人証をお持ちでない方は、お早めに登
録申請手続きをお願いします。

　登録申請について

　登録資格 　申請書の受付場所

　在外選挙人証の受領

　申請書の提出方法

　申請時の持参書類　（次の書類を必ずお持ちください）

➀ 申請者本人が直接、大使館または総領事館に出向いて申請  
 してください。
※申請書は在外公館に備え付けてあります。
　なお、総務省のホームページからもダウンロードできます。

➁ 申請者の同居家族等＊を通じた申請も可能です。
＊同居家族等には、在留届の氏名欄に記載されている方及び同居家族欄に記
　載されている日本国籍の方が該当します。

（１）申請者本人による申請

① 申請者本人の旅券
※旅券が提示できない場合は、日本国又は居住国の政府や地方公共団
　体が交付した顔写真付きの身分証明書（運転免許証、居住国の外国
　人登録証、滞在許可証等）

② 大使館・総領事館の選挙管轄区域内に居住しているこ
 とを確認できる書類

（a）引き続き 3 か月以上居住されている方
住宅賃貸借契約書、居住証明書、住民登録証等。
ただし、在留届を管轄の在外公館に３か月以上前に提出済みで申
請書と同一の住所の場合は不要です。

（b）申請時における居住期間が３か月未満の方
申請時の時点までの住所を確認できる書類。

（２）同居家族等を通じた申請

上記①②の他に、以下の③④の書類が必要です。

③申請者本人が自署した申請書及び申出書

④申請を行う同居家族等の日本国旅券

　（旅券以外の身分証明書は認められません）

領事班 受付時間：9:00 〜 12:30、14:00 〜 16:00 （土、日曜日及び休館日を除く）
住所：  21st Floor, The Forrest Centre, 221 St. George's Terrace PERTH, WA, 6000
電話番号：(08) 9480 1800
メールアドレス : ryoji@jpnwa.com    HP : www.perth.au.emb-japan.go.jp

在パース日本国総領事館
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高

校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
パ
ー
ス
へ
来
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
時
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
赴
任

し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
先
生
の

話
を
聞
い
た
り
、
洋
画
や
海
外
ド
ラ
マ
「
ビ
バ

リ
ー
ヒ
ル
ズ
青
春
白
書
」
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、

海
外
に
興
味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。

　
高
校
１
年
生
の
夏
休
み
に
ロ
ン
ド
ン
に
留
学

し
た
の
で
す
が
、
卒
業
後
は
絶
対
に
長
期
で
留

学
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

最
初
に
パ
ー
ス
へ
来
た
時
の
印
象
は
？

　
２
０
０
４
年
に
初
め
て
パ
ー
ス
を
訪
れ
ま
し

た
。
は
っ
き
り
言
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
空

港
に
降
り
た
ら
、
小
さ
く
て
何
も
な
く
て
、
着

い
た
瞬
間
に
帰
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
日
本
の

空
港
や
ロ
ン
ド
ン
の
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
も
大
き

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
も
と
も
と
パ
ー
ス
は
親
が
選
ん
だ
よ
う
な

も
の
な
ん
で
す
。
最
初
は
パ
ー
ス
の
こ
と
は

何
も
知
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。
パ
ー
ス
は
誘

惑
も
少
な
く
、
安
全
と
い
う
こ
と
で
、
留
学

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
学
生
ビ

ザ
で
来
ま
し
た
。

留
学
生
活
は
順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
？

　
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
に
入
る
前
提
で
来

た
の
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
入
学
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
ま
ず
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

を
受
け
ま
し
た
。

　
た
だ
、
そ
の
途
中
の
ク
リ
ス
マ
ス
ホ
リ
デ
ー

に
日
本
へ
一
時
帰
国
し
た
ら
、
パ
ー
ス
へ
戻
り

た
く
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
ま

ま
、
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
も
分
か
ら
ず
、

ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
た
り
、
日
本
で
講
師
を
し
た

り
し
て
１
年
く
ら
い
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
？

　
ア
メ
リ
カ
の
大
学
へ
行
こ
う
と
思
い
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
に
渡
り
入
学
手
続
き
も
全
て
終
わ

ら
せ
て
い
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
こ
こ
は
自
分

に
は
合
わ
な
い
と
感
じ
た
ん
で
す
。

　
離
れ
て
み
て
、
初
め
て
パ
ー
ス
の
良
さ
が
分

か
り
ま
し
た
ね
。
気
候
と
か
人
と
か
。
外
国
人

で
も
住
み
や
す
い
場
所
で
す
よ
ね
、
パ
ー
ス
は
。

　
そ
し
て
パ
ー
ス
へ
戻
っ
た
の
が
２
０
０
６
年

で
す
。
ま
ず
は
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
デ
ィ

プ
ロ
マ
コ
ー
ス
を
取
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
会

計
学
の
成
績
が
良
く
、
興
味
も
あ
っ
た
の
で
、

１
年
半
後
に
カ
ー
テ
ィ
ン
大
学
の
２
年
生
に
編

入
し
ま
し
た
。
ま
た
将
来
の
こ
と
を
考
え
会
計

の
他
に
税
務
も
専
攻
し
ま
し
た
。

カ
ー
テ
ィ
ン
大
学
で
の
勉
強
は
ど
う
で
し
た
？

　
大
変
で
し
た
ね
。
１
年
生
を
飛
ば
し
て
、
い

き
な
り
大
学
の
２
年
生
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
か
な
り
勉
強
し
ま
し
た
。

　
つ
ら
く
て
何
回
も
辞
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

学
費
も
安
く
は
な
い
の
で
、
ユ
ニ
ッ
ト
を
絶
対

落
と
せ
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
か
な
り

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
ア
ル
バ
イ
ト
は
さ
れ
て
い
た
？

　
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
の
学
生
時
代
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ふ

じ
」
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
２
０
０
７
年
か
ら
昨
年
12
月
に
閉
店
す
る
ま

で
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
就
職
し
た
後

は
週
末
だ
け
で
し
た
け
ど
、
会
計
士
の
仕
事
は

ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
パ
ソ
コ
ン
の
前
で
過
ご
す

の
で
、
お
し
ゃ
べ
り
が
好
き
な
私
に
は
、
と
て

も
楽
し
い
ア
ル
バ
イ
ト
で
し
た
ね
。

　
そ
の
上
、
学
生
時
代
は
オ
ー
ナ
ー
の
お
宅
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
ん
で
す
。

１
カ
月
の
予
定
が
、
２
年
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
。
い
ま
だ
に
家
族
の
一
員
の
よ
う
に
出

入
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
は
ど
の
よ
う
に
？

　
税
務
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
一
般
企
業
で
の
会
計
の
仕
事
に
も
視
野
を

広
げ
、
今
の
会
社
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し

第 33回

綾
木 

麻
希
さ
ん

現
地
企
業
　
経
理
部
門
勤
務

　
１
月
号
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
石
川
晴
香
（
い
し
か
ら
・
は
る
か
）

さ
ん
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
の
は
、
現
地
企
業
で
経
理
の
仕
事
に
就

く
綾
木
麻
希
（
あ
や
き
・
ま
き
）
さ
ん
。

　
最
初
に
訪
れ
た
時
の
パ
ー
ス
の
印
象
か
ら
、
留
学
時
代
、
社
会
人
生

活
そ
し
て
将
来
の
展
望
ま
で
、
応
援
し
て
く
れ
た
人
た
ち
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
、
終
始
笑
顔
で
楽
し
い
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

た
。
地
元
の
ア
ウ
ト
ド
ア
関
係
の
会
社
に
冷
蔵

庫
と
か
発
電
機
を
卸
し
て
い
る
会
社
で
、
本
社

は
日
本
に
あ
る
ん
で
す
よ
。

　
仕
事
の
内
容
が
自
分
の
希
望
に
合
っ
て
い
て
、

私
の
前
任
者
も
日
本
人
だ
っ
た
こ
と
で
、
そ
の

方
か
ら
も
会
社
の
こ
と
を
事
前
に
聞
く
こ
と
が

で
き
、
勧
め
ら
れ
も
し
ま
し
た
。
昨
年
７
月
か

ら
勤
務
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
社
会
人
と
し
て
の
ス

タ
ー
ト
は
い
か
が
で
す
か
？

　
日
本
で
の
仕
事
の
経
験
が
な
い
の
で
、
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
が
、お
そ
ら
く
日
本
で
は
「
新
人
」

が
こ
ん
な
に
も
優
遇
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思

い
ま
す
ね
。

　
親
と
し
て
は
競
争
が
激
し
く
て
ス
ト
レ
ス
の

多
い
日
本
の
社
会
に
置
き
た
く
な
く
て
、
海
外

に
出
し
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が

た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
環
境
は
い
か
が
で
す
か
？

　
支
社
が
各
地
に
あ
る
の
で
す
が
、
時
差
の

関
係
で
現
在
は
朝
７
時
か
ら
３
時
ま
で
の
勤

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
朝
型
な
の
で
早

起
き
は
全
く
苦
に
な
ら
ず
、
最
初
の
頃
は
６

時
半
く
ら
い
に
は
出
社
し
て
い
ま
し
た
。
た

だ
、
ボ
ス
に
「
そ
ん
な
に
早
く
来
な
く
て
い

い
か
ら
…
」
と
言
わ
れ
、
今
は
そ
の
時
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
朝
は
早
く
始
ま
っ
て
も
、
３
時
に
終
わ
る
の

は
う
れ
し
い
で
す
ね
。
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
で

も
い
ろ
い
ろ
と
で
き
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
仕

事
は
仕
事
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

と
は
っ
き
り
分
け
ら
れ
る
の
が
い
い
で
す
よ
ね
。

同
僚
は
み
ん
な
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
と
て
も
働
き

や
す
い
で
す
。

　
働
き
始
め
の
頃
は
思
い
通
り
に
な
ら
な
く
て
、

離
れ
て
み
て
初
め
て
気
付
い
た
パ
ー
ス
の
良
さ
。

よ
く
へ
こ
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
ん
な

時

は

前

任

者

の

方
に
よ
く
相
談
に

乗
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

今
後
の
目
標
は
？

　
ま
ず
今
年
か
ら

Ｃ
Ｐ
Ａ
（
公
認
会

計
士
）
の
資
格
に

挑
戦
し
ま
す
。
Ｃ

Ｐ
Ａ
を
取
っ
た
の
ち
、
将
来
的
に
は

税
務
関
係
の
仕
事
に
就
け
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　
週
末
働
い
て
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
に

は
会
計
士
の
常
連
さ
ん
も
い
ら
し

て
、
学
生
時
代
か
ら
私
の
こ
と
を
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
て
。
さ
ま
ざ
ま
な

方
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
、
恵
ま
れ
た

パ
ー
ス
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

　
他
の
土
地
へ
行
っ
て
、
一
か
ら
生

活
を
築
い
て
い
く
の
は
勇
気
が
い
る

こ
と
な
の
で
、
最
初
は
こ
ん
な
小
さ

な
街
っ
て
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、

こ
こ
で
頑
張
り
ま
す
。

で
は
次
の
方
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
オ
ス
ト
ゥ
ー
ニ
・
恵
美
（
え
み
）
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
お
話
し

し
て
き
た
「
前
任
者
」
と
は
実
は
恵
美

さ
ん
の
こ
と
な
ん
で
す
。
Ｃ
Ｐ
Ａ
を
昨

年
取
ら
れ
、
な
ん
で
も
相
談
で
き
る
憧

れ
の
先
輩
で
す
。
昨
年
結
婚
さ
れ
た
ば

か
り
の
新
婚
さ
ん
で
す
。
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ブラザーズ。

料金：＄120.50 〜

チケット：Ticketek

■ USHER

３月 15 日（火）午後７時 30 分

Burswood Dome：Great Eastern Hwy, Burswood

R&B のスーパースター、アッシャーのアリー

ナツアー。ビルボード R&B 部門で７週間１位

を記録したアルバム「レイモンド V レイモン

ド」の収録曲をはじめ、ヒット曲の数々を熱唱。

料金：＄101.70 〜

チケット：Ticketek

■ Eric Suen

２月４日（金）午後７時 15 分開場

Burswood Theat re：Great Eas te rn Hwy , 

Burswood

香港の俳優・歌手のエリック・ソンと、2007

年ミス香港入賞者グレース・ウォンによるパ

フォーマンス。旧正月を祝うイベント。スワ

ン川沿岸で行われる花火も満喫できる。

料金：＄68 〜

チケット：Ticketek

■ Hamlet

２月４日（金）〜 19 日（土）午後７時 30 分（13

日午後２時）

Old Mill Theatre：Mends St, South Perth

シェークスピアの名作「ハムレット」。父を殺

し、母を奪って王位を得た叔父を討つ復讐（ふ

くしゅう）劇を、若手俳優アイザック・リム

が好演。

料金：一般＄20、コンセッション＄15

チ ケ ッ ト：（08）9367 8719 ま た は

oldmilltheatre@iinet.net.au

■ Tripod versus the Dragon

２月 15 日（火）〜 20 日（日）午後７時開場

Astor Theatre：659 Beaufort St, Mt Lawley

３人の間抜けな魔法使い、僧侶、戦士が繰り

広げるミュージカルコメディー。最初から最

後まで観客を笑いの渦に巻き込む。演出は、

シドニーオリンピック式典の演出にも関わっ

たニール・グラドウィン。

料金：一般＄43.90、学生＄32.00

チケット：BOCS

■ Riverdance：The Farewell Tour

３月８日（火）〜 13 日（日）

Burswood Theat re：Great Eas te rn Hwy , 

Burswood

アイリッシュ・ダンスやアイルランド音楽を

中心とした舞台。ダンサー、演奏者など 31 人

もの座員がアイルランドの伝統を華麗に表現

する。公演日によって開演時間が異なる。詳

細は http://premier.ticketek.com.au で。

料金：一般＄40 〜、学生＄35 〜

チケット：Ticketek

■ Catalpa by Donal O’Kelly

３月 12 日（土）〜 19 日（土）午後７時 30 分（19

日は午後２時公演も）

Subiaco Arts Centre, 180 Hamersley St, Subiaco

アイルランド出身の俳優デス・フレミングの

一人舞台。物語は 1876 年、捕鯨船 Catalpa

の船長ジョージ・アンソニーが、フリーマン

トル刑務所から６人のアイルランド人政治犯

（フェニアン団員）を救い出した実話に基づい

ている。

料金：一般＄38、コンセッション＄33

チケット：BOCS

■ Busselton Jetty Swim

２月５日（土）＆６日（日）

Busselton Jetty Foreshore：Queen St, Busselton

西オーストラリア州南西部、バッセルトンで

行われる水泳大会。近年は海外でも知られる

ようになり、1000 人を超す参加者が 3.6km の

距離を競う。ほかにエンターテインメント、

各種アクティビティー、家族向けイベントも

（無料）。

大会参加費用：＄40

www.busseltonjettyswim.org.au

■ Geographe Bay Race Week

２月 25 日（金）〜３月４日（金）

Port Geographe Marina：Spinnaker Boulevard, 

BOCS

Tel:（08）9484	1133/1800	193	300

www.bocsticketing.com.au

Moshtix

Tel:	1300	438	849	

www.moshtix.com.au

Ticketmaster

Tel:136	100

www.ticketmaster.com.au

TICKETEK

Tel：132	849

www.ticketek.com.au	

パース市内の主なチケット・アウトレット

＜ BOCS ＞

Perth	Concert	Hall：5	St.George's	Terrace

His	Majesty's	Theatre：825	Hay	Street

＜ Ticketmaster ＞

Cloisters	Newsagency：863	Hay	Street	

＜ TICKETEK ＞

Pharmacity：717	Hay	Street	Mall

※イベント開催日時、会場、料金等は予告

なしに変更されることがありますので、ご

確認の上お出かけください。

※チケットには別途手数料が適用される

場合があります。

■ Brookhampton Vineyard Concert

２月５日（土）午後４時 30 分開場

Brookhampton Estate Vineyard：Lot 19018 

South West Hwy, Brookhampton

バンバリーから車で 30 分ほどのワイナリー

で、キャンプとコンサートを楽しむイベント。

子供用のプレイゾーンもあり。出演はジョー・

カミレリ率いるザ・ブラック・ソロウズをは

じめ、ダン・サルタン、パースのバンド、ス

リム・ジム・アンド・ザ・ファッツなど。

料金：大人＄85、子供（12 〜 17 歳）＄20、ファ

ミリー＄170、12 歳未満無料

チ ケ ッ ト・ キ ャ ン プ 場 使 用 料：www.

brookhamptonestate.com.au

■ 西オーストラリア交響楽団（WASO）

チ ケ ッ ト：www.waso.com.au, WASO Box 

Office

□ Justine Clarke Meets the Orchestra

２月６日（日）午後５時 30 分開場

Perth Zoo：20 Labourchere Rd, South Perth

２〜７歳の子供を対象にした野外ファミリー

イベント。ABC テレビ「プレイスクール」の

歌のお姉さん、ジャスティン・クラークが

WASO と共演。

料金：＄29、２歳以下無料（要チケット）

□ Dame Kiri Te Kanawa with WASO

２月 25 日（金）午後５時開場

Pioneer Women's Memorial：Kings Park & 

Botanic Garden, Forrest Dr, Perth

ニュージーランド出身のソプラノ歌手キリ・

テ・カナワが WASO と共演。今回の特別公演

では、世界中の観客に愛されてきたアリアと

歌曲を披露。

料金：＄109.50

■ Good Vibrations Festival

２月 20 日（日）午後 12 時 30 分

Claremont Showgrounds：Gray lands Rd, 

Claremont

国内外のアーティストが、クレアモントでパー

スの夏をヒートアップ。参加アーティストは

イギリスのエレクトロ・バンド、フェイスレ

スを筆頭に、フランスのロックバンド、フェ

ニックス、ラップとレゲエのナズ＆ダミアン・

マーリーなど。詳細は下記ウェブサイトで。

料金：＄144

チケット：www.gvf.com.au

■ Future Music Festival 2011

３月６日（日）正午

Arena Joondalup：Kennedy Dr, Joondalup

世界の一流バンドと DJ が集まる音楽フェス

タ。今年の出演者はケミカル・ブラザーズ（イ

ギリス）、ペンデュラム（オーストラリア）、ディ

ジー・ラスカル（イギリス）、ケシャ（アメリ

カ）ほか。詳細は www.mellenevents.com で。

料金：＄155.65

チケット：Ticketmaster

■ KE$HA's PARTY DOWN UNDER TOUR

３月７日（月）午後７時開場

Challenge Stadium：100 Stephenson Ave, Mt 

Claremont

2010 年のデビューアルバム「アニマル」で大

旋風を巻き起こしたケシャのオーストラリア

初ツアー。「ティック・トック」「ブラー・ブラー・

ブラー」「ユア・ラブ・イズ・マイ・ドラッグ」

などのヒット曲を歌い上げる。

料金：＄79.90

チケット：Tikcetmaster

■ Rihanna：Last Girl On Earth Tour

３月 12 日（土）午後７時

Burswood Dome：Great Eastern Hwy, Burswood

世界で数々の賞を受賞しているバルバドス出

身の R&B 歌手リアーナが、再びパースにやっ

て来る。豪華なセットと衣装、フルバンド、

アクロバットやダンスで観客を魅了。

料金：＄102.70 〜

チケット：Ticketek 

■ Santana：Guitar Heaven Tour

３月 13 日（日）午後４時 30 分

Sandal ford Wines：3210 West Swan Rd, 

Caversham

60 年代末から第一線で活躍を続けるサンタナ

の演奏をサンダルフォード・ワイナリーで。

カルロス・サンタナのギターを中心にラテン

ロック、ブルース、ソウル、ジャズを融合さ

せた躍動的なサウンドは圧巻。スペシャルゲ

ストにアメリカのロックバンド、ドゥービー・

Busselton

パースの南西約 220km のジオグラフ・ベイで

開催される西オーストラリア州最大のヨット

レース大会。約 150 隻が８部門に分かれて競

い合う。観戦は無料。レース開始時間など詳

細は www.gbyc.com.au を参照。

■ Jump Mania

２月 26 日（土）午後６時

Burswood Dome：Great Eastern Hwy, Burswood

巨大なタイヤと馬力を持つトラックとフリー

スタイルモトクロスのショー。世界で活躍中

のドライバー、クレッグ・クリステンセンと

モンスター・トラック、デビルズ・タクシー、

スクービー・ドゥーなどが登場。

料金：大人＄49.95 〜、子供（２〜 14 歳）＄39.95

〜、ファミリー＄159.80 〜

チケット：Ticketek

■ Gourmet Wine and Food Festival

２月５日（土）午前 10 時〜午後４時 30 分

Donnybrook Ampitheatre：South Western Hwy, 

Donnybrook

50 店舗以上が出店するワインと食の祭典。

オーガニック・ビーフやオリーブ・オイルな

ど新鮮な地元特産品を販売。ライブ音楽や料

理の実演、ワインの試飲なども催される。入

場無料。

■ Rockingham Musselfest

２月 26 日（土）＆ 27 日（日）午前 11 時〜

午後５時

Churchi l l Park and Bell Park, Rockingham 

F o r e s h o r e：R o c k i n g h a m B e a c h R d , 

Rockingham

ロッキングハムで開催される芸術とフード＆

ワインのフェスティバル。バーやレストラン

などが多数出店し、さまざまなエンターテイ

ンメントや料理の実演などが行われる。子供

向け無料アクティビティーも盛りだくさん（参

加にはイベントオフィスでの登録が必要）。

SBS ラジオ日本語放送
（パース 96.9FM）

毎週火曜  午後 10 時〜 11 時

その他

コンサート

シアター

スポーツ
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TENKADORI YAKITORI RESTAURANT
焼き鳥レストラン「天下鳥」
Shop 5/502 Hay St. SUBIACO
(08)9382-2291 www.tenkadori.com.au
備長炭による焼鳥は格別。テイクアウト
も可。毎週火曜日のランチは＄10 にて提
供中です。新メニューもお試し下さい。

REGENT CAKES
リージェント・ケーキ
10/45 Francis Street, NORTHBRIDGE, WA
☎  (08) 9227-8081
元有名ホテル勤務のケーキ職人が腕を振
るう店。人気のアンパンは、早めに買う
ことをお勧め。                        　  水曜定休

LOI'S (Lion Oriental Foods Co.）
 ロイズ ( ライオンオリエンタルフーズ）
13 Fitzgerald Street, NORTHBRIDGE
☎ (08) 9228-9898   Fax (08) 9228-8669
日本食品はパース最大の品揃えスーパー。
毎土曜日は日本の食料品とお酒を $10 以
上お買い上げで 10％引き。セール品も要
チェック。日本のビール、酒、焼酎、梅
酒も西豪州最大の品揃え。駐車場完備。

LOI'S Eastern Supermart
 ロイズ イースタン スーパーマート
125 Barrack St. Perth /☎ (08) 9221-1001 
リニューアルオープンしました。記念
セール品を多数揃えてあります。

BILLABONG Backpackers Resort
ビラボン・バックパッカーズ・リゾート
381 Beaufort  Street, HIGHGATE, 6003
☎ 	(08) 9328-7720    Fax (08) 9328-7721
４ツ星獲得。清潔。市内、ノースブリッ
ジ近。各シャワー、エアコン有。朝食
出迎え、卓球、プール、バレーボール
コ ー ト 全 て 無 料。2010 年 西 豪 州
ベストバックパッカー受賞  １泊 $25 〜

Backpackers inn Freo
バックパッカーズ　イン　フリーマントル
11 Pakenham St. Fremantle, WA 6160
☎ (08) 9431-7065 / 0402-132-288（日本語）
３泊するとロットネスト島フェリーが
$51 に !!!( 通常パースから $75)　安心の
日本人経営。

A RAINBOW  LODGE 
レインボー・ロッジ・バックパッカーズ
133 Summers Street, PERTH, WA 6000
☎ (08) 9227-1818 / 0417-927-529  24 時間
朝食、インターネット、ビリヤード、卓
球、駐車場、全て無料。日本人勤務。
１泊 $22 〜。１週間 $139 〜。２時間働い
てくれた方は１泊無料にします。

LET'S RELAX MASSAGE in Perth
レッツ・リラックス・マッサージ
125 Barrack St. PERTH, Loi's Supermart 上階
☎ (08)	9221-1001　 ストレスを感じたらボ
ディ、指圧、リフレクソロジー等の真のマッ
サージを。経験豊富な日本人セラピスト常
駐。$35/30 分〜。年中無休

Satomi Hair on Wheels
サトミ・ヘア・オン・ウィールズ
☎ (08) 9227-6629 / 0415-200-119
ヘアーカット、カラー ( ヘナ
含む )、パーマ ( デジＰ、
縮毛含む ) などの御要望承ります。
お気軽に御利用下さい。

NAITO PAINTING
内藤ペインティング
☎ 0417-949-381
塗装の事ならお任せ下さい。大小問わず
お 気 軽 に お 電 話 下 さ い。 見 積 り 無 料。
Reg. No. 3677

Rich & Co.
西田　洋
350 Walcott Street, MT LAWLEY, WA 6050
☎ (08) 9276-7092（自宅 )	/	0413-354-878
nhiroshi1005@hotmail.com　パース在 31 年 。
住 宅 売 買 、借家のご相談承ります。迅速、
誠実、経験豊富。お気軽にどうぞ

REPCO NORTHBRIDGE ENGINE FIT & AUTO SERVICE
レプコ ノースブリッジ エンジン フィット オート サービス
402 Newcastle St. Northbridge, WA 6003
☎ 0422-237-728  日本語 ／ (08) 9328-9198
丁寧確実な定期点検、一般修理を心掛て
います。どうぞ安心して大事なお車をお
任せ下さい。ガラス＆ライト交換
傷凹、牽引車有、日本人経営、ユカまで

ALTITUDE real estate
不動産のことならアルティチュードへ

Suite 6/8 Alvan St. SUBIACO, WA 6008
豊富な経験を生かし 、安心して暮らせる

『住み心地の良い家』をご紹介致します。
皆様に喜んでいただけるよう専心努力を
致します。携帯：0417-273-739
担当：細川貢司　koji@altitudere.com.au

ビジネスクラシファイド

RYOKO for Hair
出張ヘアデザイン
☎ 0423-937-192 / ryoko4hair@yahoo.co.jp
パ ー マ、 カ ラ ー、 ヘ ナ、 ウ ェ デ ィ ン グ
ヘアメイク。カット $35 〜。ご予約はお
早めに！営業時間：平日９時半〜３時
予約状況は　http://ryoko4hair.client.jp/

CHRISTIAN CHANTELLE HOUSE OF HAIR
クリスチャン シャンテル ハウス オブ ヘア
1 Queen St. Perth		/	☎ (08) 9321- 4224
今年の夏は艶カラーがおすすめ。
発色の良いカラー剤を使用しております。
スタッフにお気軽にご相談ください。
パースアンダーグラウンド駅徒歩２分
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 　西豪州政府観光局／ W.A. Visitor Centre
   	 Forrest Place, Perth W.A. 6000
 　☎ 1300 361 351

 　移民・市民権局／ The Department of   
   Immigration and Citizenship
   836 Wellington Street, West Perth
 　☎ 13 18 81

 　税務署／ Australian Taxation Office
 　45 Francis St., Northbridge W.A. 6003
 　☎ 13 28 61

■ 在豪日本国大使館／ Embassy of Japan, Canberra
 　☎ (02) 6273 3244   www.au.emb-japan.go.jp

■ 在パース日本国総領事館
 　The Consulate-General of Japan in W.A.
 　21st Floor, The Forrest Centre, 221 St. George's
 　Terrace, Perth     ☎ (08) 9480 1800
 　www.perth.au.emb-japan.go.jp

■（法）西豪州日本人会
 　Japanese Association of W.A. (Inc.)
　	パース日本商工会議所
 　Japan Chamber of Commerce and 
 　Industry in Perth Inc.
 　☎ (08) 9285 1765
	 jccip@iinet.net.au

■（法）西豪州日本クラブ
 　Japan Club of W.A. Inc.
 　Mr. Toshitake Hirose   
	 ☎ (08) 9245 4760 / 0451 058 988

■（法）豪日協会
 　Australia - Japan Society (W.A.) Inc.
　 ☎ (08) 9365 7137

■ 社会福祉法人 「サポートネット 虹の会」
 　☎ 0403-530 928 

■  兵庫文化交流センター
 　Hyogo Prefectural  Government Cultural
	 Centre
 　☎ (08) 9385 9002

■ パース日本人学校
 　The Japanese School in Perth	  ☎ (08) 9285 1758
 　www.japaneseschool.wa.edu.au

■ ジェトロ・シドニー・センター
 　JETRO Sydney  ☎ (02) 9276 0100 

日本関連機関

政府関連機関

■	 緊急電話／ Emergency Calls	 000
	 ① Fire ( 消防）、Police ( 警察）、Ambulance ( 救急）
	 ② 住所と状況を伝える

■	 ガス／ Gas　　13 13 52

■	 水道／ Water　 13 13 75

■	 電気／ Electricity　 13 13 51

■	 番号案内／ Directory Assistance
	 　豪州国内　12 23 
	 　海外　12 25 

■	 電話の故障／ Telephone Faults
	 　一般家庭用　　13 22 03
	 　業務用　　13 29 99
	 　携帯電話　　018 018 111
	 　回線不良  （国内）　　11 00
	    　            	（国際）　　12 21

■	 タクシー／ Taxis
	 　スワン　　13 13 30
	 　ブラック＆ホワイト　　13 10 08

その他

主要機関連絡先 Yellow Pages

     The articles that the Japan Australia News prints are correct at 
the time of printing but please note that there is a possibility that 
information may change after printing. In regard to advertisements 
and articles written by contributors outside of the Japan Australia 
News, the opinions expressed do not necessarily reflect the 
opinions of the Japan Australia News. Reproduction without 
permission of any article, photograph or illustration printed in the 
Japan Australia News is strictly prohibited.
     It is a condition of advertising in the Japan Australia News 
that the advertisement does not breach the Commonwealth 
Trade Practices Act (1974) or Copyright Act (1968), or the 
Western Australian Sale of Goods Act (1895) or Fair Trading 
Act (1987). However, please note that the Japan Australia News 
does not guarantee the absence of breaches or the reliability 
of advertisements, nor does it accept responsibility for such 
breaches.

お　こ　と　わ　り
　弊社では、本紙掲載記事の正確さに万全を期しており
ますが、掲載後にデータや情報が変更になる場合もござ
いますのでご了承ください。また、広告、社外寄稿者の
記事に関しては、必ずしも社の見解を反映した内容では
ないことをお断りいたします。
　なお、掲載記事、写真、図版の無断転載を禁じます。
　掲載の広告内容は連邦公正取引法（1974 年）または
著作権法（1987 年）、西オーストラリア州商品販売法

（1895 年）または公正取引法（1987 年）、およびこれら
の法律に類似する法律の規定に違反するものではないこ
とを条件にしていますが、広告の内容や信憑性に関して
の責任は負いかねますのでご了承ください。

編集長	 高橋　隆幸

Chief Editor	 Takayuki TAKAHASHI

翻訳	 スティックランド

Translator	 リヨーニ・レイ

	 Leonie Rae STICKLAND

	 ニック・ジョン

	 Nick JOHN

編集顧問   	 徳島 和内

Editorial Adviser  	 Kazuchi TOKUSHIMA
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GoForward Australia-Japan Pty Ltd
Level 2, 26 / 123 Colin Street West Perth
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JA NEWS 2011 年 3 月号は、2 月 28 日 ( 月 ) 発行の予定です。
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※毎月末日発行を予定しておりますが、配送の都合により多少遅れる場合もあります。各所配布部数には限りがあります。確実に入手なさりたい方は定期発送お申し込みをお勧めします（P 17参照）。

JA NEWS　主要配布スポット
■ Murdoch 
Murdoch University (Japanese 
Department)
■ Myaree 
Hanaro Mart
Perth Kimchi
Yee Seng Oriental Supermarket
■ Nedlands 
Kido Restaurant
Kongs Oriental Store
Sunazuka Perth Holistic Acupuncture
■ Northbridge 
Australian College of English
Arigataya
Central TAFE
Lion Oriental Foods
MC Beauty
Regent Cakes
Tansawa-Tei Restaurant
■ Perth
Billabong Backpackers Resort
Blue Tourist & Student Centre
Cambridge International College
Consulate-General of Japan
hair plus	
H.I.S.
Jaws Mint Restaurant

Toraya Restaurant
Zen Restaurant
■ Victoria Park
Restaurant Fuji
Super Fuji
Inter Continental Perth Burswood
■ Vines
The Vines Resort & Country Club
■ Welshpool	
Meijin Garage
■ West Perth	
JA NEWS
■ Whitford
Kobe Sushi
■ Winthrop
City Travel Centre
Sakura Japanese Foods
■ Yokine
Aoi Japan

                                                   （順不同）

Last Resort
Loi's
Macs Link
Maruyu
Matsuri Restaurant
Milner English College
MLG Realty
Nao Japanese Restaurant
NAVI Tour
Nichigo Centre
Nihongo Iryou Centre
Pinnacles Travel Centre	
Perth International College of English
Rainbow Lodge
Restaurant Jun
TAKA'S Kitchen
WA Tourist Centre
Zensaki Restaurant
■ Rockingham
Regional Campus Community Library
■ Shelly
Kahmon Restaurant
■ Subiaco
Brilliant Hair
Green Tea House
Nippon Food Supplies
Tenkadori

■ Albany
Albany Public Library
■ Applecross
Ohnamiya
■ Bassendean
Suisen
■ Bunbury
International College of English
Kokoro Japanese Restaurant
■ Beaconsfield
Challenger TAFE
■ Bentley
Curtin University (Japanese Department)
Curtin University (ELICOS)
POLYTECHNIC WEST
■ City Beach
Hyogo Cultural Centre
Japanese School in Perth
The Weekend Japanese School
■ Claremont
Methodist Ladies College
Sado Restaurant
■ Crawley
University of Western Australia
 (Asian Studies)
■ East Perth
Chanterelle at Jessica's

Hyatt Hotel
Perth Ambassador Hotel
■ East Victoria Park
Senoji Japanese Restaurant
Restaurant Ninniku Jip
■ Fremantle 
Fremantle Library
Fremantle Tourist Information
Nippon Food Supplies
Oceans Restaurant
Taka's Kitchen
YHA Fremantle
■ Innaloo 
Sasuke Take Away Food
■ Joondalup 
Joondalup Library
■ Leederville 
LUNA Cinema
School of Isolated and Distance
  Education
■ Mandurah 
Mandurah Library
■ Morley 
Sushi - Don
■ Mt Lawley
ZAKKA BOX
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Manmaruya 

Japanese Noodle Bar スタッフ募集

Campsie、Hurstville 両店共キッチンスタッ

フ、フロアスタッフを募集しています。ど

ちらも駅から 30 秒、おいしいラーメンの

まかないもあります。長期で働ける調理師

の方、ランチだけちょっと働きたい主婦の

方、どなたでもお気軽にお問い合わせくだ

さい。Campsie 9789-5759、Hurstville 9586-

3117 後藤まで。

********************************************************

キッチンスタッフ、ホールスタッフ募集し

てます !

KURA1 では、キッチンスタッフ、ホールス

タッフ募集してます !

Lunch 9:00 〜 15:00、11:00 〜 17:00、12:00

〜 18:00

Dinner 17:00 〜 24:00、19:00 〜 24:00

パートタイム、フルタイム共に可。明るく

元気で声の大きな方大歓迎 ! 経験者優遇し

ます !　まずはご連絡お待ちしています。担

当 とさ  0422 938 968 又は 9212 5661 まで

KURA  Shop3 76Ultimo Rd. Haymarket(China 

Town)

********************************************************

ホールスタッフ、キッチンハンドを大募集

しています !!

蔵Ⅲでは ホールスタッフ、キッチンハンド

を募集しています ! お店はシティーにあり

ます。シティーにお住まいの方、シティー

に通学されている方、仕事後、そのままシ

ティーに遊びに行きたい方等には最適な環

境です。沢山稼ぎたい方、大歓迎です !! 男

女問いません。おいしいまかないつきです !!

お気軽にお電話してください。

電話 9268-0016 マサまで

住所 : Shop 1, 6 Dixon St. Sydney NSW 2000

********************************************************

Sushi-YA Artarmon スタッフ募集

明るく元気なスタッフ☆☆急募☆☆

☆シェフ☆キッチンハンド☆ホールスタッ

フ★アーターモン駅歩いて 1 分★長期、短

期どちらでも働ける方 !! ★フルタイム、パー

トタイム★経験者、永住権保持者優遇 !! も

ちろん未経験でも大歓迎★親切丁寧に指導

致します★ワーキングホリデー、学生、主

婦★時間帯 昼／ 10:00 〜 15:00、夜／ 16:30 

〜 22:30、フルタイム／ 10:30 〜 23:30 ★

美味しい賄い＋チップ＋ドリンク付き★ユ

ニホーム支給　◎とても楽しく働ける職場

です★興味のある方、まずはお気軽に連

絡下さい。 ☎ 0416-210-804 または masa-

hikowakaki@bigpond.com マサまで。お問合

せお待ちしております !

********************************************************

SAKANAYA

☆調理師・キッチンハンド・

ホールスタッフ募集☆

☎ (02)9438-1468 まで

********************************************************

オ ー ス ト ラ リ ア で 唯 一 の 週 刊 邦 字 媒 体

「Weeky Jenta」では、広告・マーケティン

グ担当者を募集しています。

WH、学生ビザの方可。未経験者の方も指

導します。ご興味をお持ちの方は以下まで

履歴書をお送りください。

info@wjenta.com

■空手道場■　　月火 6：30 - 8：00 ｐｍ

メイランズ　オータムセンター内

日豪英指導員　　☎ 0430-270-978　山本

********************************************************

イタリア家庭料理

月１回　日本語で　詳細はお電話で

☎ ９４７０- ５１６５

Ｌｅｅｄｅｒｖｉｌｌｅエリア。1 部屋

＄１２０／週。短期も OK。光熱費込み

Peter ☎ 045-101-1857

月〜土無料英会話２時間と聖書 30 分

www.freeenglishclasses.org City クラス

パース日本語キリスト教会　冠婚葬祭も

日曜集会午後 1:00 〜　どなたでもどうぞ

☎ 0413-243-065 ／ 9448-8755　ヤング迄

********************************************************

Beauty therapy まつ毛パーマや Eyelash

Extension、フェイシャル、Waxing など

予約は 0412-903-546（Fremantle) ツグミ

********************************************************

オーストラリア・シドニー発

TEL : 02-9909-0111  FAX : 02-9909-0888

jpnmedia@info-m.com.au

www.info-m-jenta.com/hp

歯科助手募集

経験のある歯科助手募集中。学生・永住ビ

ザの方ご連絡下さい。☎ 02-9252-5888

********************************************************

不動産業求人

Dilan Realtors.Personal Exective Assistant.

Fluent in English and Japanese speaking and 

writing.Must have current drivers licence and 

car.Reliable punctual and hard working work 6 

days Mon to Sat Experience preferred $45,000 

to $60,000 package immediate start required.

Please send resume to info@dilan.com.au 

61425818112 Alvie.

********************************************************

キッチン、ホールスタッフ募集 !

Chatswood のラーメン屋さんです。楽しい

お店にしたいので、元気なスタッフを募集

します。ビジネスビザ・サポートもあります。

独立希望の方の相談にも乗ります。

☎ 0416 334 384 ひろさわまで。

********************************************************

PATISSERIE

1x Baker, 1x Staff to Ice and decorate cakes 

and 1 patisserie assistant for Patisserie at 

Broadway/Ultimo.  Experience required. None 

for assistant. Please TEXT contact details to 

0457 712 996.

********************************************************

Sushi-YA Chatswood

スタッフ募集

キッチンハンド・ホールスタッフ・寿司シェ

フ長期で働ける方。フルタイム・パートタ

イム、未経験でも OK! 時間帯など相談しま

す。賄い・ドリンク・チップ付き。お気軽

に連絡下さい。☎ 0430 720 523 中村まで。

スタッフ募集！
３か月から６か月間フルタイムで働ける

ホールスタッフ及びキッチンハンド。

パートタイムも常時募集しています。

祭レストラン　☎（08） 9322-7737

松島、吉田まで☎ 0411-881-715 

*****************************************************

スタッフ募集！
調理助手 or 経験者（永住者優遇）

タカズ・キッチン

フリーマントル店  ☎ 9335-7676 火〜日

シャフトレーン店  ☎ 9324-1234 月〜土

バラック店             ☎ 9221-4771 月〜土

*****************************************************

シェフ（和食経験者）、キッチンハンド、

フロア担当を求めています。お気軽に。

SADO ISLAND RESTAURANT

Claremont  ☎ 0417-988-064 野村まで

********************************************************

キッチンハンド募集

ロットネスト島での仕事　フリーアコ /

食事付　興味ある方連絡下さい。 

WA Caterers ☎ (08) 9443-4404

********************************************************

キッチンハンド募集！長期働ける方、永

住者優遇。Innaloo の Bunnings 向かい。

Sasuke Japanese Takeaway ☎ 9445-7831

********************************************************

ランチタイム・スタッフ募集

（月〜金、朝〜昼すぎ）

☎ 044-880-3332 わさびテイクアウェイ

キッチンハンド＆ウエイトパーソン募集

長期働ける方、経験者優遇　

スビアコ　虎や　☎ 0422-845-819

********************************************************

エステティシャン募集

MC Beauty では 2 年以上のエステ

ティシャン経験者を募集しています。

長期で働ける方優遇  ☎ (08) 9328-4848

********************************************************

■ JA NEWS 営業担当募集 ■

広告セールス及び PR をお手伝いいただ

ける方。未経験者でもやる気があれば大

丈夫。以下まで経歴書をお送りください。

info@janews.com.au

★              日本語 YOGA クラス    ★

毎週金曜日 5:30-7:00pm　１回 $12.00 

King Street Arts Centre, Studio2

★　要予約　0418-810-875　　Masayo　★

********************************************************

Improve your English. Speak, read & 

write better. Experienced voice & 

language teacher. Reasonable rates

Denis 0466-388-464 dyomyo2@hotmail

********************************************************

ENGLISH LESSONS 英会話クラス

37 Barrack Street, PERTH

☎ 0407-426-628　 スピーキングとヒア

リング中心で少人数制クラス。教師は皆、

経験豊かなネイティブ。90 分＄22.50 〜。

特殊コース（発音、IELTS、FCE、家庭訪問

レッスン）可能。無料体験レッスン実施。

求　人

LASSIFIEDS クラシファイドC

教えます

NSW 州　求人
＜週刊ジェンタより＞

その他

シェアメイト
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Niji no Kai
By Yoshio Terasawa (Essayist)

The city of Perth, situated on the western 
coast of Australia, was relatively unknown 
to Japanese people until the globe-trotting 
travel reporter Kaoru Kanetaka named it, 
‘The most beautiful city in the world’.

After reaching the age of seventy five, 
I decided to emigrate from Japan and the 
first place I thought about going to was 
Hawaii. But since America had deployed 
troops to Iraq, the airport was guarded with 
heavily armed soldiers making me think 
America was a frightening country and so I 
decided not to go there.

I happened to have an acquaintance 
who lived in Perth and who kept on 
recommending the city to me, so I bought 
a small house and moved here. Every 
year, Japanese retirees around the ages of 
fifty five to sixty come to Perth because 
they want to enjoy yachting, fishing and 
golf while they are still physically fi t. The 
climate is mild, the cost of living is low 
(although it has increased in recent years) 
and the time difference with Japan is only 
one hour.  For golf-lovers, the beautiful, 
well-kept courses and low green fees in 
Perth are especially hard to resist.

However, when it comes to living out the 

rest of your life in Perth, it’s not without 
its problems. As people age, their physical 
fitness deteriorates which makes doing 
outdoor sports difficult, and this is when 
the struggle of living in a foreign country 
and culture hits home.  Living without 
your native language & food and after your 
partner has passed away is lonely indeed.

The Niji no Kai is a non-profi t volunteer 
organization that was founded ten years 
ago. The organization assists with services 
such as shopping, transport to and from 
medical facilities and interpreting for 
disabled and elderly Japanese people 
living alone in Perth. Kikuko Clayton, the 
organization’s leader for many years, says, 
“Our group is happy to be able to help 
others” and she and her fellow members 
are kept busy every day.

The number of Japanese people choosing 
to live their post-retirement years outside 
of Japan is expected to increase. I’d like 
to pay tribute to the Niji no Kai for their 
pioneering work and to congratulate them 
on the tenth anniversary of the founding of 
the organization.

Translation by Kathy Yates

Japan Brief Japan BriefJapan BriefJapan BriefJapan BriefJapan BriefJapan Brief 

Prime Minister Naoto Kan gave the prime 
minister ’s customary New Year’s press 
conference at the Prime Minister’s Office on 
January 4. At the beginning of the conference, 
he emphasized three principles that would guide 
his administration in 2011: making 2011 the 
base year for launching a twenty-first-century 
opening of Japan, achieving a society in which 
human suffering is reduced to a minimum, and 
engaging in politics to rectify matters that seem 
absurd to the public. As specific policies for 
realizing these principles, he stated his position 
on such issues as a cabinet reshuffle, social 
security and the consumption tax, the Trans-
Pacifi c Partnership (TPP), Okinawa and the US 
Marine Corps Futenma Air Station, and politics 
and money.

In their January 4 evening editions three 
major newspapers devoted much space to 
Prime Minister Kan’s press conference, 
comprehensively reporting his policy statements 
on such matters as social security and the 
consumption tax and a cabinet reshuffle. 
However, the main headlines over the articles as 
a whole took up the question of what would be 
Prime Minister Kan’s response if Ichiro Ozawa, 
the former president of Kan’s Democratic Party 
of Japan, is compulsorily indicted on a charge 
of violation of the Political Funds Control Law 
by his political fundraising organization. They 
showed great interest in the possibility of the 
“Ozawa problem” shaking the political world.

Content of Prime Minister Kan’s 
Statement

According to the Asahi Shimbun (January 5), 
the gist of Prime Minister Kan’s policy statement 
was as follows:

---Social security and the consumption tax: 
In last year’s House of Councillors election 
campaign, Kan said, he was unable to gain 
sufficient understanding among the public 
regarding the consumption tax because of his 
somewhat abrupt reference to it, but it is readily 
apparent to all that regarding the state of social 
security and the fiscal resources necessary for 
it, it is now necessary to discuss tax reform, 
including the consumption tax. Kan said he 
wanted to initiate discussions transcending party 
lines as soon as possible and, regarding the 
consumption tax, hoped that the government 
could indicate a direction around June.

---Trans-Pacific Partnership (TPP): Kan said 
that Japan must promote trade liberalization and 
revitalize agriculture so that young people are 
able to participate. Regarding a final decision 
on TPP participation, Kan said he considered 
around June to be one goal.

---House of Representatives dissolution: Kan 
said that the Diet’s focus on such politically 
motivated matters as calling for dissolution of 
the House of Representatives and resignation 
of the cabinet as a whole, rather than on policy 
deliberations, means that it is not necessarily 
living up to the expectations of the public. Kan 

January 7, 2011

Prime Minister Kan Outlines Basic 
Policies in New Year’s Press Conference
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JAPANESE TO ENGLISH TRANSLATION CONTEST

K&S Company held this contest with the objective of contributing 
to the development of Japanese language education and 
appreciation of Japanese culture. We received 37 entries and are 
pleased to announce that, following strict judging, the following 
entrants have been selected as the winners.

1st Prize translation

Announcement of results
1st Prize ($1000)  Ms. Kathy Yates
 Runners-up ($500 each) Ms. Midori Koike
 Ms. Rika Nishimura
 Mr.  Kamil Spychalski
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Source text
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said the thought of dissolution had not even 
entered his mind.

---Ozawa problem: Kan said he intended 
to make this the year in which a line is firmly 
drawn regarding the issue of “money politics.” 
He said he would endeavor to have former DPJ 
President Ozawa provide a thorough explanation 
in the Diet regarding his own issues in this 
area. If an indictment actually occurs, Kan said, 
Ozawa should clarify his status as a politician 
and devote himself to the court trial.

---Futenma Air Station: Kan said he believes it 
is absurd that the US military bases in Okinawa 
have not been reduced very much in the postwar 
period. He said that he wanted to speedily 
advance what could be done toward decreasing 
Okinawa’s military base burden.

Major Newspaper Editorials

The Yomiuri Shimbun editorial (January 5) 
was titled “Display leadership and stay true 
to your words.” Regarding the consumption 
tax issue, it stated, “Although it comes rather 
late, we can positively evaluate the fact that he 
has changed his stance once again to squarely 
face up to a debate on the consumption tax. 
At the time of his cabinet reshuffle in the fall 
of last year, he labeled it a ‘true to its word’ 
cabinet. We hope that he addresses the issue 
with indomitable resolve so as not to betray 
this description. . . . Prime Minister Kan must 
be prepared to revise the handout measures 
proposed in the DPJ’s manifesto for the 2009 
House of Representatives election and, if 
necessary, scrap them.” Regarding the TPP, the 
Yomiuri added, “The prime minister should take 
the lead in persuading the opponents.”

Under the headline “Kan’s news conference: 
Further delays on serious issues are intolerable,” 

the Asahi editorial (January 5) declared, “Kan 
needs to put his wandering administration 
back on course so it can restore public trust 
in government through sound party politics. 
To that end, we share his awareness of the 
issues in narrowing policy targets to the TPP 
and consumption tax. To a trading nation like 
Japan, bolstering free trade is a matter of huge 
importance in coping with the rapid rise in 
demand from newly emerging countries.” On 
integrated reform of social security and taxation, 
the Asahi called strongly for a nonpartisan 
response, saying, “Kan has appealed to the 
Liberal Democratic Party, New Komeito, and 
other opposition parties to join a nonpartisan 
dialogue. Regardless of what party holds power, 
addressing this issue cannot be avoided. Earnest 
proposals from the administration demand 
earnest responses from the opposition camp.”

The Nikkei editorial (January 7), which was 
headlined “This time the prime minister really 
must fulfill those ‘true to its word’ promises,” 
demanded, “We want the prime minister to show 
indomitable determination and achieve results 
so that the label of a ‘true to its word’ cabinet is 
not called a lie.” Regarding the fact that Prime 
Minister Kan had clarified his determination 
to make fundamental reform of the tax system, 
including the consumption tax, and participation 
in the TPP the main issues for his administration 
in 2011, it commented, “Fundamental reform of 
social security and taxation, trade liberalization, 
and the reconstruction of Japanese agriculture 
are national issues that cannot be avoided in 
maintaining the vitality of Japan. The prime 
minister’s stance of addressing these urgent 
issues and setting deadlines is praiseworthy.”

(Copyright 2011 Foreign Press Center, Japan)
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ティーガン・チャブ
　2005 年から２年間、JET プログラムの
CIR（国際交流員）として大阪市国際交流課
に勤務。西オーストラリア州パース在住。

　お休みはいいね！　毎日のバタバタがな

くなって、珍しく暇がある。普段できない

ことができて、幸せ。たぶんみんなもそう

だと思うけど、毎日働いているとなんとな

く時間がなくなってしまう。そしていつも

疲れてるし、少し時間があってもゴロゴロ

したいだけ！　でも何週間か仕事せずに

ゆっくりすると疲れがとれ、いろんなこと

が楽しめる。

　私は今回のお休みに、旅行するのをやめ

て、家でテレビを見ることにした。いつも

の生活の中では全くテレビを見る暇がな

い。だけどなんとなく興味が湧いて、（そ

れに、テレビがあるのに全然見ないのは

もったいないし）少し見てみた。

　せっかくのお休みにはゆっくりしたい

し、外はすごく暑くて昼間はプールで泳ぐ

以外あまり家から出たくもないので、家の

中でごろごろしながらテレビを見るのが一

番いい！

　しかし実は、実際にテレビを見てみると、

それほど興味がなくなった…。

　パースのテレビを見て思ったのは、アメ

リカの番組が多い。夜の放送のほとんどが、

アメリカのドラマやコメディーなのだ。こ

れが好きな人にはいいんだけど、たまにし

か見ない私は「なんやこれは？」と思った。

面白いといったら面白いけど、毎日見たい

とは思わなかった。

　日本に住んでいた時は結構テレビが好き

だった。日本の番組は全く違うね！　すご

く面白かった。私がよく見てたのは、お笑

いや料理番組や旅行番組。いつもいろん

な番組に出ていたタレントやお笑い芸人

は、本当に話し上手な人たちばかりで大好

きだった。そして出演者が話している時は

セリフの字幕が出て、それには漢字も使わ

れていたので、テレビを見ていると勉強に

なったし！

　ということで、テレビは少し多く見ても

大丈夫だと思って楽しんだ。

　しかし一つだけ気になることがあった。

私は以前、この欄で日本のテレビは食べ物

がテーマの番組が多いという記事を書いた

ことがあるけど、その時はこう書いた。

　　　日本のテレビは食べ物をテーマに

した番組が本当に多い。適当にチャンネ

ルを回しながら見ていると、どこかで誰

かが何かの食べ物を見て、「おいしそう

〜」と言っている。あるいはかわいい女

の子がおいしそうな料理を口に運んで、

大きな目でカメラに向かって「おいしい

〜」と言っている。男の人なら「うまい！」

とパクッと食べる。それもみんな同じよ

うな笑顔、同じような声で。私はそうい

う番組にちょっとあきているが、なぜか

人気なんだね。日本人は自分たちが食べ

られなくても、テレビを見て楽しんでい

るみたいだね！

Tegan's "Nandeyanen" in Perth Part	65	Tegan	Chubb

I love holidays! You get a break from the 
hustle and bustle of everyday life, and a rare 
opportunity to have some free time to yourself. 
I am always so happy to have a chance to 
enjoy things that I don’t normally do. I think 
that perhaps other people also find the same 
thing, but I simply don’t have enough time 

第 65 便

ティーガンの
こんなことあってん！！

ティーガン・チャブ

in the day when I am 
w o r k i n g f u l l t i m e . 
Then I find that I am 
so tired, that any time 
off I do get, I prefer to 
just bum around! But 
with a couple of weeks 
off from work, there is 
a chance to recharge 
the batteries and enjoy 
various things.

I  d e c i d e d  t h e s e 
holidays not to travel 
anywhere, but just stay 
a t h o m e a n d w a t c h 
some TV. I never get a 
chance to watch TV in 
my normal everyday 
life, so for some reason 

　食べ物を食べる番組はなんとなく好き

じゃなかったね。人がおいしい物を食べ

るのを見るより、自分が食べたくなって

困った！

　しかしパースのテレビは日本ほど面白く

なくても、中には気に入ったテレビ番組も

ある。私は、実際にあった出来事を扱った

番組が好き。特に「Customs」というタイ

トルの、外国から入ってくる犯罪者を空

港で捕まえる話や、「RBT」（Random Breath 

Test［無作為酒気帯び検査］の略）という、

飲酒運転をチェックする警察の話など、な

ぜかその系の番組だったら楽しく見る。な

んでなのか分からないけど、そういうのが

面白くて好き！

　あと、日本のお笑い番組に少し似ている

「Hey Hey it's Saturday!」も大好きだ！　80

年代の番組だから子供の頃見てたし、今

もその頃のままの構成で放送されている。

司会もまた同じ人で、面白さも一緒！　

Daryl Somers はオーストラリアの明石家さ

んまさんなのかな？

　そして、最近パースで人気が出ている料

理番組「MasterChef」も面白いね。私はそ

の子供版の「Junior MasterChef」が好きな

んだけれど、いったいどうしてそんなに料

理が上手なの？　オーストラリア人もやっ

と、テレビの料理番組に興味を持つように

なったみたいだね。

　お休みはちょっとの間しかないし、とり

あえず少しテレビを見て楽しんだ。だけど

そろそろ仕事がまた始まるので、たぶんも

うそんなに見なくなるのかな？

　 こ の 欄 へ の 感 想 な ど、 読 者 の 方 か ら

ティーガンへのメッセージを募集していま

す。teganjanews@gmail.com までメールをお

送りください。日本語でも英語でも OK で

す。ご感想を楽しみにしております！

I became interested (and have a TV at home 
that I never use) and tried it out!

Holidays are a time to relax and unwind, 
and it has been such a hot summer that apart 
from swimming in the pool, I don’t really 
want to go outside anyway. So enjoying some 
time inside watching TV is perfect!

But the truth is, after watching TV for some 
time, I found that I gradually lost interest in it 
anyway…

I found that a lot of the shows in Perth are 
actually American TV. Most of the evening 
broadcast consists of American dramas and 
comedies. This is fine for people who enjoy 
these types of shows, but as someone who 
has never really got into it before, I was left 
wondering what all the fuss was about. I guess 
they are interesting, but I’m not interested 
enough to watch every day.

I quite liked watching TV when I was 
living in Japan. The shows are so completely 
different! I really enjoyed them. Shows that I 
liked best where comedies, cooking and travel 
shows. The same characters and comedians 
who appeared on different programs were so 
entertaining that I loved to watch them. Also 
as they spoke, words would appear on the 
screen to help viewers follow along and so I 
felt like it was good Japanese practice for me!

So I could cheekily say that it was ok to 
watch a lot of TV, and enjoyed it.

But there was something that bothered 
me about TV in Japan, and that was all the 
myriad of shows about people eating food. I’ve 
written about this in the past, when I wrote:

“ It seems that about half the shows are on 
the topic of food. Randomly fl icking through 
the channels, I can always find someone 
gazing wide-eyed at some kind of food, 
saying ‘Oishisō~ (It looks delicious)’, or a 
pretty girl eating something and exclaiming 
the expression for delicious: ‘Oishii~ !,’ or, 
in the case of a male speaker, ‘Umai!’ All 
have the same ecstatic look on their faces 
and say the same thing in the same way. I’m 
a little sick of these types of shows, but they 
seem to be popular. Even if they can’t try the 
dishes themselves, Japanese people seem to 
enjoy watching someone else eating them on 
television!”

I didn’t really enjoy watching programs of 
people enjoying food. Rather than watching 
others eat delicious food, I would rather eat it 
myself!

But even if I don’t find TV in Perth as 
interesting as in Japan, there are some shows 
which I have been enjoying. I’m quite into 
shows about the dramas that happen to people 
in real life. Shows such as “Customs”, which 
is about criminals being caught at airports 
doing illegal things, and “Random Breath 
Test”, which shows police checking people for 
drunk driving, as strange as this is I fi nd them 
quite entertaining. I don’t really know why but 
I do!

I also really enjoy a show which is similar 
to Japanese comedies, which is “Hey Hey 
It’s Saturday!” As it is from the 80s, I used to 
watch it when I was growing up, and it is still 
broadcast in the same format as back then. 
The announcer is even still the same person, 
and it’s still just as funny! I wonder if Daryl 
Somers is the Australian Sanma Akashiya?

Another interesting show which has been 
very popular in Australia, is “MasterChef”, 
and I love watching the kid’s version and 
wondering how they are so good at cooking? 
So it seems that, like Japanese, Australians are 
also getting into shows about food.

I only have holidays for a short while, so 
was able to enjoy watching some TV during 
my time off. But my break is coming to an 
end so I wonder if I’ll keep watching?

I’m inviting comment from readers of JA 
NEWS to let me know directly what you think. 
You can contact me on teganjanews@gmail.
com. I look forward to hearing from you!

さて、この２人のお笑い芸人はだぁ〜れでしょ？ 
So can you guess who these 2 comedians are?
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書
が
多
く
出
回
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
も
花
盛
り
。
少
子
化
の
影
響
も
あ
っ

て
、
ま
す
ま
す
凝
る
傾
向
だ
が
、
人

間
最
大
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で

あ
る
名
前
は
、
そ
の
人
物
に
ほ
ぼ
一

生
つ
き
ま
と
う
も
の
で
あ
る
こ
と
、

子
供
は
親
の
所
有
物
で
は
な
い
こ
と

を
、
も
う
一
度
じ
っ
く
り
考
え
て
ほ

し
い
と
思
う
。「
光
宙
」
で
「
ぴ
か
ち
ゅ

う
」な
ん
て
ひ
ど
す
ぎ
る
。
瑠
璃
亜（
る

り
あ
）
や
美
姫
（
み
き
）
な
ど
、
名

前
負
け
し
て
悩
ん
で
い
る
女
、
い
っ

ぱ
い
い
ま
す
よ
。

＊
名
前
ラ
ン
キ
ン
グ
は
「
た
ま
ひ
よ

w
eb

」（
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
）
の
２
０
０
９
年
の
赤
ち
ゃ
ん
（
約

４
万
人
）
の
名
づ
け
ラ
ン
キ
ン
グ
に

よ
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

蒲
生 

輝
（
が
も
う
・
て
る
）

　
１
９
４
４
年 

長
野
県
生
ま
れ
。
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ラ
イ
タ
ー
。

政
治
、
比
較
文
化
、
歴
史
、
旅
行
な
ど

の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
こ
れ
ま
で
に
16
冊
の

著
書
が
あ
る
。
現
在
、
千
葉
日
報
に
文

化
時
評
コ
ラ
ム
を
連
載
中
。

Columnist and freelance writer Teru GAMO has 
published 16 books in such varied genres as politics, 
comparative culture, history and travel. He currently 
contributes a culture and current affairs column to a 
daily newspaper, Chiba Nippo.

　
今
、
日
本
国
内
外
で
漢
字
ブ
ー
ム

だ
そ
う
だ
。

　
在
日
25
年
の
、
カ
ナ
ダ
人
辛
口
評

論
家
の
古
歩
道
（
フ
ル
フ
ォ
ー
ド
）・

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
氏
は
、
そ
の
理
由
を

次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

　「
漢
字
ブ
ー
ム
の
背
景
に
あ
る
の

は
、
ひ
と
つ
に
は
、
日
本
語
の
ア
ニ

メ
や
漫
画
で
育
っ
た
世
代
が
、
漢
字

を
含
め
日
本
文
化
に
興
味
を
持
っ
た

こ
と
。
次
に
、
中
国
の
景
気
が
良
く
、

中
国
政
府
が
世
界
で
語
学
や
儒
教
文

化
を
教
え
る
中
国
セ
ン
タ
ー
を
つ

く
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
」

　
今
日
、
漢
字
を
用
い
る
国
や
地
域

は
日
本
と
中
国
、
香
港
、
台
湾
な
ど
。

韓
国
に
お
い
て
は
、
固
有
名
詞
な
ど

に
一
部
残
る
だ
け
。
実
際
若
い
人
た

ち
は
、
漢
字
地
名
を
示
し
て
尋
ね
て

も
、
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
。
か
つ

て
韓
国
の
新
聞
は
ハ
ン
グ
ル
の
中
に

漢
字
が
交
じ
っ
て
い
た
が
、
今
は
ほ

と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

　
15
世
紀
に
生
ま
れ
た
ハ
ン
グ
ル
は
、

世
界
で
最
も
新
し
い
文
字
と
い
っ
て

も
よ
く
、実
に
効
率
的
だ
。
カ
・
ナ
・
ダ
・

ラ
…
と
い
っ
た
部
品
の
組
み
合
わ
せ

が
妙
で
、
金
（
キ
ム
）
と
い
う
姓
を

パ
ッ
チ
ム
と
い
う
組
み
合
わ
せ
を
用

い
て
１
文
字
で
表
せ
る
ほ
か
、
リ
エ

ゾ
ン
の
多
用
も
特
徴
の
ひ
と
つ
。
も

し
日
本
語
を
平
仮
名
と
片
仮
名
だ
け

に
し
た
ら
、
ま
ど
ろ
っ
こ
し
く
て
や
っ

て
い
ら
れ
な
い
。
ロ
ー
マ
字
表
記
に

し
て
も
同
様
。

　
な
の
に
、
第
二
次
大
戦
後
、
日
本

語
を
ロ
ー
マ
字
表
記
へ
変
更
す
る
動

き
が
あ
っ
た
。
漢
字
は
効
率
が
悪
く

文
明
発
展
の
妨
げ
に
な
り
、
非
識
字

を
助
長
と
す
る
と
考
え
て
い
た
か
ら

で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
最
高
司
令
官

総
司
令
部
）
も
そ
の
方
針
だ
っ
た
。

そ
れ
を
救
っ
た
の
が
、
１
９
４
８
年

に
実
施
さ
れ
た
全
国
一
斉
国
語
テ
ス

ト
。
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
選
ば
れ
た
市

民
１
万
７
千
人
の
平
均
は
78
点
余
と

高
く
、
日
本
人
の
識
字
・
国
語
能
力

に
感
心
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
先
の
方
針
を

撤
回
し
た
。

　「
星
」
で
「
き
ら
ら
」、「
海
月
」
で
「
マ

リ
ン
」
だ
っ
て
さ
…

　
今
、
日
本
で
は
若
い
世
代
に
も
漢

字
博
士
志
向
の
傾
向
が
あ
る
。

　
そ
れ
と
関
連
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、

新
生
児
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
凝
り
ま
く

る
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
。

　
ま
ず
２
０
０
９
年
度
の
命
名
ベ
ス

ト
テ
ン
を
１
位
か
ら
10
位
ま
で
順
に

記
す
。
ま
ず
男
子
。
大
翔
（
ひ
ろ
と
）、

翔
太
（
し
ょ
う
た
）、
蓮
（
れ
ん
）、

颯
太
（
そ
う
た
）、
蒼
空
（
そ
ら
）、

悠
斗
（
ゆ
う
と
）、
悠
人
（
ゆ
う
と
）、

悠
真
（
ゆ
う
ま
）、
瑛
太
（
え
い
た
）、

翔
（
し
ょ
う
）。
気
宇
壮
大
で
強
い
イ

メ
ー
ジ
が
人
気
の
よ
う
だ
。
女
の
子

は
凛
（
り
ん
）、
さ
く
ら
、
陽
菜
（
ひ

な
）、
結
愛
（
ゆ
あ
）、
結
菜
（
ゆ
な
）、

美
羽
（
み
う
）、
結
衣
（
ゆ
い
）、
葵

（
あ
お
い
）、
美
優
（
み
ゆ
）、
美
咲
（
み

さ
き
）。
凛
が
ト
ッ
プ
に
き
た
の
は
初

め
て
で
、
怜
悧
（
れ
い
り
）
や
凛
冽

（
り
ん
れ
つ
）
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が

時
代
性
を
反
映
し
て
い
る
。
顕
著
な

傾
向
は
、
音
の
響
き
の
良
い
も
の
が

好
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
い
や
、
響
き

の
良
い
名
を
先
に
選
択
し
、
漢
字
を

当
て
は
め
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
。

　
直
近
で
は
、
個
性
的
な
名
前
を
好

む
あ
ま
り
、
読
み
に
く
い
漢
字
を
用

い
る
ば
か
り
で
な
く
、
当
て
字
や
強

引
に
読
ま
せ
る
な
ど
、
難
解
に
な
る

困
っ
た
傾
向
も
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

　
戸
籍
法
に
よ
る
と
、
人
名
に
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
漢
字
は
常
用
漢
字

２
１
３
６
の
ほ
か
、
人
名
漢
字
の

８
６
１
。
た
だ
し
「
読
み
」
に
つ

い
て
は
規
制
が
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
古
来
の
「
名
乗
り
読
み
」
の
ほ

か
、
当
て
字
や
語
呂
、
類
推
可
能
な

音
も
許
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
た
と

え
ば
「
和
」
と
い
う
字
は
「
い
」「
わ
」

「
な
」「
す
」「
あ
え
」「
の
ぞ
」「
に
こ
」

「
や
わ
」「
よ
り
」
な
ど
の
読
ま
せ
方

が
辞
書
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
小

和
」
を
「
こ
よ
り
」、「
和
」
１
字
で

「
な
ご
み
」
と
読
ま
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
こ
れ
ら
は
辞
書
を
念
入
り
に
調

べ
れ
ば
類
推
で
き
る
が
、
当
て
字
や

イ
メ
ー
ジ
で
読
ま
せ
る
も
の
は
お
手

上
げ
。
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
た
の

は
「
心
愛
」
で
「
こ
こ
あ
」
と
か
「
し

あ
」
な
ど
読
み
の
一
部
を
取
っ
た
名

前
。
か
な
り
驚
い
た
の
は「
月
」で「
ル

ナ
」。
イ
タ
リ
ア
語
や
ス
ペ
イ
ン
語
の

Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
を
当
て
た
も
の
で
、
こ
ん

な
の
あ
り
？
と
思
わ
せ
る
。
実
際
問

題
と
し
て
制
限
は
か
な
り
弱
く
、「
悪

魔
」
ク
ン
は
問
題
外
と
し
て
も
、「
弥

勒
」
も
か
な
り
難
航
し
た
が
「
み
ろ

く
子
」
に
し
た
ら
Ｏ
Ｋ
と
い
う
実
例

も
あ
る
。

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
関
す
る
ハ
ウ
ツ
ー

［A regular feature by Teru GAMO　　English adaption by Leonie Stickland］

Most recently, due to an excessive liking 
for distinctive names, there has noticeably 
developed an inconvenient tendency for 
people not only to use kanji with obscure 
readings, but to force nonstandard readings 
onto the kanji they select, making the names 
difficult to understand.

According to the Family Registration 
Law, the kanji that can be used for personal 
names include the 2136 so-called ‘kanji 
for everyday use’ and an additional 861 
specifically for personal names. There is no 
regulation of how these characters should 
be ‘read’, however. As such, time-honoured 
name readings of kanji, as well as forced 
pronunciations, and euphonic and analogical 
readings tend to be allowed. For example, 
Japanese dictionaries list permissible 
readings for the character ‘ 和 ’ (meaning 
‘peace’ or ‘harmony’) as including ‘i’, ‘wa’, 
‘na’, ‘su’, ‘ae’, ‘nozo’, ‘niko’, ‘yawa’, ‘yori’, 
and so on. This character can be combined 
with others such as the character for ‘small’ 
to produce the name ‘Koyori’, or used in 
isolation as ‘Nagomi’. One can work out 
such names by analogy if one conducts a 
painstaking search in a dictionary, but there 
is no way in the world to guess the readings 
of those whose pronunciation is dictated 
by the image they project in the mind of 
their creators. Ones that astounded me were 
those that used only part of the original 
pronunciation of each kanji, such as ‘Kokoa’ 
from a combination of kanji read as kokoro 
(heart) and ai (love); and I was quite taken 
aback to see the character meaning ‘moon’ 
being read as the name ‘Luna’. This uses 
the Italian or Spanish word for ‘moon’, but 
is that going too far? The fact of the matter 
is that the restrictions are rather weak, and 
though the name ‘Akuma (Devil)’ was 
rejected by the authorities when his parents 
tried to register it, there is the example of 
the kanji name ‘Miroku (the bodhisattva 
Maitreya)’ having trouble being accepted, 
though being permitted when changed to 
‘Mirokuko’ and spelled out in the syllabic 
script, hiragana.

There is a plethora of guidebooks on 
baby names in circulation, and the internet 
abounds with such sites, too. Due partly 
to the influence of the declining birth-rate, 
parents are tending to be more and more 
immersed in the subject, but I wish they 
would think hard again about the fact that a 
name, which is a person’s greatest element 
of identity, is something that clings to that 
person for most of their lives, and see that 
children are not their parents’ possessions. 
It would be too cruel to combine the kanji 
for ‘light (hikari)’ and ‘outer space (chū)’ to 
name a child ‘Pikachū’ (after a character in 
the anime, Pokemon). What is more, there 
are lots of women whose names cause them 
anguish because ones such as ‘Miki (beautiful 
princess)’ conjure an image more attractive 
than the women themselves.

* The baby-name popularity ranking 
data on about 40,000 babies is taken from 
Benesse Corporation’s website, ‘Tamahiyo 
web’: http://women.benesse.ne.jp/tamahiyo/

Chinese characters (kanji) are reportedly 
enjoying a boom in Japan and elsewhere 
at present. Conspiracy theorist and former 
Canadian (now naturalised Japanese) 
abrasive critic Benjamin Fulford, a resident 
of Japan for the past 25 years, analyses the 
reasons for this as follows:

‘What is behind the kanji boom, firstly, 
is that the generation raised on Japanese 
animation and comics became interested in 
Japanese culture, including kanji. The second 
likely reason is that the Chinese economy 
is going well, and the Chinese government 
has established Confucius Institutes around 
the world to teach Chinese language and 
Confucian culture’.

Nowadays, the countries and regions that 
use kanji include Japan, China, Hong Kong 
and Taiwan. In Korea, some kanji remain, 
but only in proper names and the like. In fact, 
if one were to indicate a place name written 
in kanji and ask how it was pronounced, 
few young Koreans would know the answer. 
Previously, South Korean newspapers had 
kanji mixed in with the native hangul script, 
but this is seldom seen now.

Hangul, which was developed in the 15th 
century, could be called the newest script in 
the world, and is really efficient. It combines 
initial consonants and following vowels to 
make syllabic blocks such as [ka], [na], [da], 
[ra], and writes any final consonant, known 
as a batchim (such as the final [m] in the 
common surname Kim) underneath the other 
elements. Its frequent use of liaison is also 
a feature. Yet if we were to write Japanese 
only in the syllabic hiragana and katakana 
symbols, it would be unbearably tedious. The 
same goes for Romanised Japanese.

Nevertheless, after the Second World 
War, there were moves to change Japanese 
orthography to a Romanised script. During 
the post-war Occupation, the General 
Headquarters (GHQ) of the Supreme 
Commander of the Allied Powers (SCAP) 
also had that policy, with the idea that kanji 
were inefficient, hindered the growth of 
civilisation and encouraged illiteracy. What 
saved kanji was a literacy survey conducted 
simultaneously nationwide in 1948. The 
average score of 17,000 citizens chosen 
at random was over 78%, and so GHQ 
abandoned the Romanisation policy out of 
admiration for the Japanese people’s literacy 
and proficiency in their native language.

	
Fanciful readings for familiar characters

There is a tendency also among the 
younger generation in Japan to aspire to be 
kanji experts. I do not know if there is any 
connection, but there is now a marked trend 
in exceedingly fanciful naming for newborn 
babies. Let me list the ten most popular baby 
names for 2009–10, in descending order of 
popularity. First, the boys: Hiroto, Shōta, 
Ren, Sōta, Sora, Yūto, Yūma, Eita and Shō. 
The characters used to write these names 
evoke a grand, strong image, which seems 
to be popular. The top ten girls’ names were: 
Rin, Sakura, Hina, Yua, Yuna, Miu, Yui, 
Aoi, Miyu and Misaki. It was the first time 
that Rin was in first position, its image of 
cleverness and severity reflecting the spirit 
of the times. There is a striking tendency for 
names with a pleasant ring to be favourites, 
with parents often choosing names that sound 
good first, and then spelling them out in kanji 
that have the same reading or meaning.

A Bird's-Eye View of Japan

No. 57  Rin, Sakura, Hina, Yua, Yuna… 
	 No, not brands, but girls’ names!

第
57
回
　

　
り
ん
、
さ
く
ら
、
ひ
な
、
ゆ
あ
、
ゆ
な
…

　
何
か
の
品
種
？
　
い
え
女
の
子
の
名
前
で
す
。
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News Photos from JAPAN

❶ NARA
Turf-burning in Nara
Fireworks erupt above Wakakusayama, 
as the 342-meter hill in the ancient capital 
city of Nara is engulfed in flames behind 
the five-story pagoda of Kofukuji Temple 
during an annual turf-burning event on 
Jan. 22, 2011.

❷ TOKYO
Traditional ladder-top 
stunts by fire brigades
Members of a group preserving Japanese 
t radi t ional f i ref ight ing techniques 

demonstrate ladder-top stunts dating back 
to Japan's feudal Edo period during the 
annual New Year parade of fire brigades 
organized by the Tokyo Fire Department 
in Tokyo's Koto Ward on Jan. 6, 2011.

❸TANEGASHIMA ISLAND
Japanese rocket carrying 
cargo heads for space 
station
The H-2B Launch Vehicle No. 2 carrying 
an unmanned cargo transporter blasts 
off from the pad at Tanegashima Space 
Center on Tanegashima Is land in 
Kagoshima Prefecture on Jan. 22, 2011. 

The Japanese rocket will deliver the cargo 
to the International Space Station. 

❹ TOKYO
Shirase reaches Showa 
Base in Antarctic
Japan's icebreaker Shirase makes its way 
through the Antarctic ice sheet on Dec. 
23, 2010. The 12,650-ton icebreaker, 
which is on a mission to support an 
Antarctic observation expedition, reached 
the offshore waters of the country's 
Showa Base in the Antarctic on Dec. 31, 
2010.

Source : Kyodo News International
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